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　北浦町の海に　烏帽子岩　と呼ばれる岩が

あります。冬になると，この岩の近くから

朝陽が昇ります。また冬なので，いわゆるダ

ルマ朝陽が見られることもありますが，烏帽

子岩とダルマ朝陽のコラボ写真は滅多に撮れ

ず，多くの写真家がいいショットを求めて挑

戦に来る風景のひとつです。

 　　　　延岡市　日
ひ

　髙
だか

　利
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　昭
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烏帽子の朝
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年　頭　所　感

宮 崎 県 医 師 会　

	 会　長　河
かわ

　野
の

　雅
まさ

　行
ゆき

　新年おめでとうございます。年頭にあたりましてご挨拶申し

上げます。

　昨年も様々な出来事がありました。マイナンバー制度の導入

があり，事前から様々な憶測がされていましたが，思ったほど

の混乱は伝えられていないようです。一方，喧伝された程の効

果も今のところ不明です。４月には熊本地震がありました。更

に，全国的に水害や火山噴火や地震が頻発して日本全土が揺れ

動いているようにあります。ＪＭＡＴ等でその都度ご協力いただ

いた先生方に感謝申し上げます。社会保障・医療費の財源とさ

れていた消費増税延期で心配された通り，診療報酬改定は厳しいものでした。国も医療の重

要性は認めているようですが，将来に不安を残しました。医療事故調査制度や，地域医療構

想で振り回されました。第24回参議院議員選挙があり，県医連推薦の自見英子先生と松下新

平先生が当選されました。中央では，初の女性都知事や野党にも女性党首が誕生して，女性

の指導者就任が進んだことは朗報であり，政治が身近に感じられるようになりました。８月

のリオ・オリンピック，パラリンピックでは日本選手団の活躍に沸きました。次の東京オリ

ンピックは会場変更や開催費用の問題で紛糾しているようです。当初予算よりも莫大な超過

額となっているそうです。今後は経済にゆとりのある都市でしか開催できないかもしれませ

ん。オリンピック商業化の付けであろうと思われます。この影響は，我が県にも及び県立病

院の建て替え工事費の高騰に当局は頭を抱えていると聞きます。国際的には多発するテロが

止む気配がありません。しかも地域から全世界に広まっており，中には日本人を標的にした

事件もありました。統計によると先の大戦に匹敵する累計死者が出ているそうです。隣国に

よる度重なる領海侵犯や，別の隣国による核やミサイル実験等々相変わらず物騒な国際情勢

です。年末には北国大統領のしたたかな外交に振り回されました。隣国大統領の弾劾騒動

や，南国大統領放言や，超大国大統領の番狂わせ選出等々がありました。これ等の一連の経

過は，一般国民の不満が相当鬱積した発露と解説されています。更に大統領といえども，

我々と同様，普通の人間であると認識できました。このような世界情勢から，我が国も自国

の防衛や食料・エネルギー問題・憲法改定等々，真の意味での独立を再思考する時期かもし

れません。

　横倉日医会長が世界医師会長に選出されました。日本人では武見，坪井会長に続いて３人

目となります。会長は九州出身ですし，近々診療報酬・介護報酬改定への鬩ぎ合いも始まり

ます。日医を全面的に応援すると共にご活躍を祈念します。

　このように，わずか一年の間に様々な出来事がありました。

　今年こそ，特に医療については穏やかな一年であってほしいものです。

　皆様の更なる県医師会に対するご協力をお願いすると共に，ご多幸を祈ります。
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年　頭　所　感

日 本 医 師 会　

	 会　長　横　倉　義　武

　明けましておめでとうございます。会員の皆様におかれましては，健やかに新年をお迎えになられ

たこととお慶び申し上げます。 

　昨年４月，６年前の東日本大震災の恐怖を再び呼び起こさせるような大地震が熊本で発生しまし

た。会員の先生方におかれましては，ＪＭＡＴとして現地で支援に当たられるだけでなく，多くの支援

金もお寄せいただき，改めて感謝申し上げます。 

　また，昨年は各地で台風を始め天候不順が続き，土砂災害や洪水，更には火山噴火等，さまざまな

災害が相次ぎ，多くの方々が避難生活を余儀なくされました。災害はいつ起きるか分からず，万全な

備えをしておくことが必要です。日本医師会といたしましても引き続き，災害対策基本法上の指定公

共機関としての責務を果たしていく所存です。 

　さて， 2025年に向けて地域包括ケアシステムの構築が急務となっていますが，本年３月までには各

地域で地域医療構想が策定されることになっています。各地域における住民の年齢構成や医療資源，

交通アクセス等，その置かれた状況はさまざまであり，地域の特性に合わせた構想を策定するために

は，地域医療を担う医師会と行政が強固な信頼関係を構築し，各地域に求められる医療の姿を共有し

ていかなければなりません。 

　わが国では，脳卒中を発症した場合，まずは医療機関に搬送されることになります。回復すれば自

宅に戻り，更にリハビリや医療サービスが必要な場合は回復期病棟等や慢性期病棟等で療養を続けた

り，介護が必要であれば，老健や介護施設で介護サービスを受けることもあります。また，自宅に

帰って再び発症するようなことがあれば，再入院するといったことが繰り返されるわけですが，こう

した過程においても，常に患者さんの人生を見守っていく「かかりつけ医」の役割は大変大きいものが 

あります。最終的に患者さんが安心して旅立たれ，また家族の方々がその患者さんを心安らかに送り

出すところまでしっかりと見届けていく，こうしたことが来るべき超高齢社会における医療の姿なの

ではないでしょうか。 

　今年は，トランプ米国大統領が誕生し，わが国でも国防問題や経済政策，社会保障を巡って活発な

議論が展開されることが予想されます。政府では新たに設置した未来投資会議において，第４次産業

革命として，ＩＣＴの活用により必要なサービスが必要な時に必要な人に届く，超スマート社会の実現

を打ち出しておりますが，かかる状況においても必要なことは，人を大事にする政治，政策であると

思います。昨年，あるシンポジウムで「国民の健康」についてさまざまな議論を交わす機会がありまし

たが， その過程においてこの思いを強くしました。 

　資源に恵まれていない日本が，広大な土地と豊富な資源を有する超大国と互角に対応できた要因は

人であり，子ども達の健康と成長を見守りながら，健全な教育を施してきたからに他ありません。医
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療と教育に対して予算が回らないようであれば，あらゆる意味で国が衰退していくのは明らかであ

り，この２つを犠牲にするような政策は断じて行ってはなりません。 

　医療政策の立案を担う厚生労働省の方々には，ぜひ医療現場の方々と実際に交流し，その実情を的

確にキャッチすることで，現場の声を反映した政策の立案をされるだけでなく，財務省ともしっかり

議論され，適正な社会保障財源を獲得していただきたいと思います。 

　また，昨今では，過重労働による痛ましい悲劇が散見されるようになりました。患者さんの状態が

刻々と変化していく中で，夜間，人生の最期を迎えようとする患者さんを前に，勤務時間外だからと

帰るわけにはいかず，何日も徹夜して診療に当たったというような経験をお持ちの方も多いのではな

いでしょうか。 

　若い医師の方達には，患者さんに寄り添うというその心をぜひ，受け継いでいっていただきたいと

思いますが，過重労働状態の中で医療を行うことは患者さんのためにはならないことは明らかです。

この問題の解決のためには，より働きやすい環境整備に努めることはもちろんのこと，医師の側にお

いても働き方に対する意識を変えていく必要があるのではないかと考えています。 

　昨年10月には，東京工業大学の大隅良典栄誉教授がノーベル生理学・医学賞を受賞されました。日

本人としては，前年の大村智北里大学特別栄誉教授に続く２年連続の快挙です。大隅栄誉教授は記者

会見の席上，「大学の研究環境の劣化により，将来的にノーベル賞が出なくなる」と不安を述べておら

れました。臨床医学は基礎医学がベースにあって始めて成り立つものです。日本の医学が非常に高い

水準を維持できたのは，基礎医学に従事された方々のご尽力によるところが大きく，医学の将来を俯

瞰すると，基礎医学の研究に関する環境づくりも，医療界のみならず社会全体で考えていくべき課題

ではないかと感じております。昨年11月に，安倍晋三内閣総理大臣にお会いした際に，医療研究に優

れた功績を挙げられた方々を顕彰するため「内閣総理大臣賞」の創設を要望して参りましたが，本賞の

創設が実現し，医学研究に携わる先生方の励みとなることを願っています。 

　終わりになりますが，私は昨年10月に開催された世界医師会台北総会におきまして，世界医師会次

期会長に選出いただきました。国民の健康寿命を世界トップレベルにまで押し上げたわが国の医療シ

ステムやノウハウを広く世界に発信していきたいとの思いで立候補いたしましたが，現在ではグロー

バリゼーションの進展と相俟って， 医療界を取り巻く多くの問題が国境を越えて立ちはだかっており

ます。その解決に向けて，世界医師会が果たす役割はますます重要になると考えており，その責任の

重さを痛感しております。 

　一方，わが国においては少子高齢化に伴う医療提供体制の再構築や医師の地域偏在，診療科偏在の

問題，更には医療の高度化等に伴う医療費の増大への対応など，多くの問題が山積しており，わが国

の医療が進むべき道筋を早急に示す必要があると考えています。 

　とりわけ熱かった昨年の夏，日本のみならず世界中をより一層熱くさせたあのブラジル・リオでの

オリンピック・パラリンピックが，３年後にはこの日本で開催されることになります。開催に当たっ

ては，外国人観光客の受け入れ態勢や熱中症対策，更にはイベント関連事故や自然災害，テロリズム

等による予測不可能な傷病者への災害医療体制など，多くの課題も残されておりますが，東京都医師

会始め，関係機関とも協力し，その準備を進めていく所存です。 

　「地域から国へ」，そして「日本から世界へ」を目指し，日医執行部はこれからも一丸となって対応し

て参る所存でおりますので，会員の皆様方には深いご理解と格段のご支援を賜りますようお願い申し

上げ，年頭のごあいさつといたします。
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宮崎県医師会顧問

秦　　　喜八郎

　あけましておめでとうござ

います。

　大方の予想を裏切って，ト

ランプ次期大統領が誕生しました（11/10）。米

主要メディア ・テレビは最後までクリントン氏

優勢を伝えていました。世論調査手法の問題，

隠れトランプ支持者の読み違い等が指摘されて

います。

　1980年代からの急速なグローバル化や新自由

主義が生んだ格差の拡大と疎外感から来る既存

体制への不信感，移民に職を奪われたと考える

白人労働者の熱狂的支援がトランプ勝利の原動

力とされています。

　数少ないトランプ当選予測者と言われるエマ

ニュエル ・トッド氏（仏 ・歴史学者）は自由貿易

による競争激化で不公平が募っている」「問題

はなぜ指導者層やメディア，学者にそんな社会

の現実が見えないかという点だ」と答えていま

した。投票日前夜のテレビでニューヨークのレ

ポータが「クリントン氏優勢が伝えられていま

すがここではトランプ氏支持が多いようです｣

と実況中継していました。見ていて気にもと

めませんでした。真実から目をそらしていたの

かもしれません。

　先き行き不安から下がっていた株価も回復，

積極的財政政策への期待から，米金利上昇，円

安，株高傾向になっています（11/19）。これが

「新常態」となって景気が回復するとの期待もあ

ります。世界情勢への理解の不充分さからやが

て，立往生との予測もあります。

　英のＥＵ離脱，仏大統領選や独首相選への影

響，反グローバリズム，保護貿易主義や極右勢

力の台頭を懸念する声もあります。新春早々か

ら注意深い見守りが必要です。

宮崎県医師会顧問

稲　倉　正　孝

　新年明けましておめでとう
ございます。
　昨年も世界中で色々な出来
事が起こりました。その中で

も印象に残っている想定外と言われた２つの出
来事について考えてみました。
　１つ目は，６月23日に行われた英国の欧州連
合離脱是非を問う国民投票です。英国のＥＵか
らの離脱が決まりました。投票率72.1％，離脱
票51.9％，残留票48.1％という僅差の結果でし
た。ＥＵ離脱派の主張は，表向きは「国として
主導権を回復する」としているが，本音は「これ
以上，移民・難民は受け入れられない」という
ことだと言われています。
　２つ目は， 11月８日に行われた米大統領選
2016で，政治経験のない「不動産王トランプ
氏」が「初めての女性大統領候補クリントン氏」
を破り全世界に衝撃が走りました。獲得選挙人
総数は，共和党のトランプ氏が306人（56.8％），
民主党のクリントン氏が232人（43.1％）でした。
獲得選挙人数ではトランプ氏の快勝でした。獲
得した票数ではクリントン氏5,933万票，トラ
ンプ氏5,916万票とクリントン氏の方が上回り
ました。トランプ氏は過激な発言を繰り返して
問題点を浮き彫りにし，長く続いた民主党政権
が何も変えられなかったことに対する国民の失
望を増幅させることに成功したとも言えます。
米国民が目立った成果を示せない既存の政治家
に失望したとの見方もあります。
　今回の２つの選択は，今後の世界の政治 ・経
済 ・軍事に重大な影響を及ぼすと予想されま
す。マスコミの予想と国民の選択は僅差ではあ
るが逆になりました。その理由は，国民が何を
望み，どの様な不満を抱いているかのメディア
側の分析不足と思われます。
　グローバリゼーションは，強者には大きな利
益をもたらしたが，全世界に大きな格差を作っ
てしまいました。そのため，国民の不平等感・
不満は増大しました。今回の英国のＥＵ離脱と
米国大統領選2016は，実は現状不満者と現状維
持者との争いであったことが分かります。
　自国第一主義，自国民中心主義の流れが，軍
事力 ・経済力と結びつく時，民主主義 ・平和主
義の流れを逆流させるのではないかと危惧して
います。
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年 　頭 　所　 感

宮崎市郡医師会長

川　名　隆　司

　謹んで新春のご祝詞を申し

上げます。旧年中は，一方な

らぬご厚情を賜り誠にありが

とうございました。

　宮崎市郡医師会のＡ会員数は，昨年４月時点

で364名であり平均年齢は59.6歳，Ｂ会員は394

名，56.7歳です。一般の企業であれば定年間近

の年齢ですが，閉院 ・退職し第二の人生を謳歌

する羨ましい話は聞いたことがありません。私

どもは，ゴールが定められていないマラソンラ

ンナーのようにも思えます。加えて，普通の方

なら仕事から解放される休日や夜間まで，何ら

かの対応を迫られることも珍しくはありませ

ん。しかし，これも当然と言えば当然であり，

異を唱える医師はいないでしょう。

　その一方で，厚労省の新研修医指導ガイドラ

インには「本人の同意のない時間外労働は禁止」

「体調不良時には休ませる｣「ミスをしても頭ご

なしに叱らず優しく諭す」等の指導要項が列挙

されていると聞きました。私は外科でしたが，

優しく諭された記憶はありませんし，指導医は

労働基準法など端から頭になく，受け持ち患者

の術後に病棟に泊まることは常識でした。隔世

の感を禁じえないその指導ガイドラインで，果

たして医師の使命感や倫理観を涵養できるのか

大いに危惧されるところです。

　宮崎市郡医師会病院を始めとする本会諸施設

の建替整備事業は，現在基本設計の段階で，予

定通りに進めば2018年度に建設工事に着工し，

2020年度の竣工となります。宮崎市を始め市郡

歯科医師会，市郡薬剤師会，県看護協会と緊密

に連携し，災害・救急医療に強い医療防災ゾー

ンを構築すべく邁進したいと思います。

　結びに，本年が皆様にとりまして，更に繁栄

の年となりますよう心からご祈念申し上げ，初

春のご挨拶とさせていただきます。

都城市北諸県郡医師会長

飯　田　正　幸

　あけましておめでとうござ

います。謹んで新年のお慶び

を申し上げます。旧年中は当

医師会へのご支援，ご協力大

変ありがとうございました。

　一昨年移転しました，医師会病院・健康サー

ビスセンター  ・夜間急病センターの３施設は

様々な改修工事を行いながら順調に運営してお

りました。しかし２年目のジンクスでしょう

か，医師会病院は開院した26年度より27年度の

収益が減少し担当者 ・会員のなかで心配の声が

上がっています。開院１年目の成績の良さに油

断したわけではありませんが，増収に向けて役

員一同知恵を絞る毎日です。

　昨年４月熊本地震で大きな災害が発生しまし

た。医師会病院のＤＭＡＴ２隊とＪＭＡＴ１隊が要

請により出動いたしました。宮崎県での災害時

後方支援地域での震災でこれからの災害対応を

改めて考えなければならないと思いました。

　昨年は地域医療構想会議が行われ，病床を減

らす話し合いなのかと心配しました。総務省か

ら交付金を貰い，税金をどんどん使う公的病院

が先に地域医療構想を確定するような話もあり

ましたが，全日病や日医の抗議によって無くな

りました。充分な補助金や税金からの補填のあ

る公的病院と民間病院が同じ診療報酬の中で

やっていくことはおかしいと思っています。

　診療報酬改定があっても，人件費を上げられ

るだけのプラス改定にはなっていません。医療

費以上の税金（27兆円）を使う公務員給与は三年

連続上がっています。医療費の約48％は人件費

です。同じ人件費で医療の分は上がらないのか

財務省の公務員に説明していただきたいもの

です。

　年の初めから愚痴になってしまいましたが，

本年も当医師会に対しご協力，ご支援よろしく

お願いします。

　本年が皆様にとりまして輝かしい年になりま

すことを祈念いたしまして新年の挨拶と致し

ます。
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延岡市医師会長

吉　田　建　世

　新年明けましておめでとう

ございます。旧年中は当医師

会へのご支援を賜り，感謝申

し上げます。

　昨年７月より会長として２期目となりまし

た。当医師会の運営は，医師会病院，看護学

校，救急医療の問題など，相変わらず課題山積

であります。会員の平均年齢が60歳を超える

中，延岡市としても新規開業において開業補助

金を準備してくれていますが，なかなか若い人

の新規開業が増えて来ません。この状態では，

10年後は救急医療が立ち行かなくなるのではと

心配もしていますが，頑張って対応していきた

いと考えております。

　さて，今年は今後の医療体制にとって大変重

要な年になります。と言いますのも平成30年に

医療保険と介護保険の同時改定があり，今年が

その準備の年だからです。今年中に様々な議論

が行われ，改定内容が決定されます。消費税増

税が見送られたことで，社会保障費に充てる財

源が不足することが予想され，マイナス改定も

危惧されています。国は社会保障の財源は確保

していくと言っていますので，医師会として

も，地域医療の充実のため，きちんと議論を

重ね，的確に主張をしていく事が重要と考え

ます。

　今年も県医師会の会員の先生方には，よろし

くお願い申し上げます。

日向市東臼杵郡医師会長

渡　邊　康　久

　新年明けましておめでとう

ございます。

  先生方にはお健やかに新年

をお迎えのこととお慶び申し上げますととも

に，旧年中のご厚情に対し心からお礼を申し上

げます。

  昨年11月，ＴＰＰ承認案と関連法案がＴＰＰ特

別委員会で可決され，混合診療の全面解禁や営

利企業の医療参入が現実味を帯びてきた感があ

りました。その後，アメリカ大統領選挙で共

和党候補トランプ氏が当選し，ＴＰＰへ離脱の

メッセ－ジを発したことにより，ＴＰＰの発効

は不透明となってきました。アメリカは従来か

ら日本の医療制度について干渉をしてきていま

すので，トランプ氏が提唱している二国間貿易

協定においても，引き続き医療制度改革を求め

てくることも予想され，予断を許さない状況が

続きそうです。                 

　さて，平成27年度から始まった「2025年を見

据えた地域医療構想」の策定が終わり，「宮崎県

地域医療構想」としてまとめられました。今後

「地域医療構想調整会議」で議論を深めていくこ

とになります。本県の人口減少に歯止めはかか

りません。少子高齢化社会を迎えて，当地域の

患者に応じた医療を効率的に提供する体制を構

築することが求められます。今後，行政と連携

しながら，目指すべき医療提供体制を実現する

ために会員の先生方と一体となって取り組みた

いと思っています。取り分け，医療従事者の確

保 ・看護師の養成に力を入れてまいります。

　最後になりましたが，皆様にとりまして幸多

き年になるよう祈念いたしまして新年のご挨拶

といたします。
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児 湯 医 師 会 長

永　友　和　之

　明けましておめでとうござ

います。

　何らかの業績があったかど

うかはともかく，県理事４年＋児湯医師会長16

年＝20年の歳月が流れました。

　‘96年「ダイアナ妃が離婚」→‘06年「悠仁さま

のお誕生」→‘16年「トランプ現象」

　児湯医師会会員数　52名→58名→72名 ↑

　有床診療所数　　　20→ ９ →４施設 ↓

　医師会活動はおおむね順調に経過しており

ます。

　社員総会の出席率は昔も今もほぼ80％と良好

です。児湯内科医会や宮崎病院医療セミナーな

どの講演会や勉強会が月１～２回のペースで開

催されて，会員は知性に溢れております。

　医師会主催のミニバレーボール大会は毎回40

チーム，200名の参加で賑わっており，昨年は

山口整形外科のジェットガトリングチームが優

勝しました。

　日曜 ・休日の在宅医制度は地域医療のモデル

になる位にほぼ整っています。特に小児科は充

実しております。

　救急医療は川南病院などの５つの病院がフル

稼働しています。宮崎市夜間急病センターや西

都児湯医療センターなどにも会員の有志が当直

に出向いております。

　児湯准看護学校は，赤字ながらなんとか遣り

繰りしております。

　当医師会の埋蔵金はかなり減ってはいます

が，何とかなるだろうと楽観視しております。

以上です。

　今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

西都市西児湯医師会長

松　本　英　裕

　あけましておめでとうござ

います。

　会長職を仰せつかって早半

年が過ぎました。半年間，何をしてきたかと自

問自答してもすぐに答えが出てきません。まだ

まだ活動できていないのが実情なのでしょう。

その中で副会長時代から参加してきた，在宅医

療 ・介護連携，認知症施策推進に関しては引き

続き関わらせて頂き，多職種連携の大事さ必要

性を感じております。今後もそれらの活動への

参加から，やるべき道を見い出し，まい進して

いきたいと思います。私個人としては救急医療

にも関心があり，西都児湯医療センターを中心

とした一次，二次（三次）救急への取組みを先生

方，行政と話し合っていきたいと考えておりま

す。また三師会の結束もさらに深め，講演会を

中心に共に研鑚できる取組みを続けていきたい

と思います。

　昨年の“自分の一文字”を考えてみました。最

初に浮かんだのは“革”でした。変革，革命，改

革といった２字熟語があります。アメリカ合衆

国はトランプ氏が大統領になり変革，革命，改

革が起きるかもしれません。私自身，会長に

なった事を含め，昨年は多くの変革があった年

でした。今年もいい意味で何か変革，改革でき

る一年にしたいと思います。

　最後になりましたが，皆様方に当医師会への

ご指導，ご鞭撻をお願いし，今年も新執行部と

共に会員の先生方の幸せを祈念しながら頑張っ

ていきたいと思います。
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南 那 珂 医 師 会 長

島　田　雅　弘

　南那珂より新年のごあいさ

つを申し上げます。当医師会

では医師の高齢化が進み，Ａ

会員の平均年齢が60歳を超えてきました。日南

市においてはこの５年程新規開業がなく，市長

の音頭のもとＩＴ企業を誘致し若者の地域定着

を図っていますが直ぐに効果が出るわけでもな

く，県下一の速度で住民の高齢化が進む現状で

は開業の魅力がないのかもしれません。県立日

南病院も医師不足で科によっては新患日を制限

しやりくりが大変のようですが，研修医が毎年

７名程在籍して戦力になっているそうです。先

生方が多忙の中診療時間前後にカンファレンス

をまめに開くなど面倒を良くみてくれると研修

医の間でシステムの評価が高いようです。日南

市立中部病院も医師不足から一時経営難に陥り

ましたが，リハビリを中心に据えた方針が功を

奏し，27年度は市からの繰り入れなしに黒字化

を達成できました。10月にはリハビリ棟が完成

し，更なる飛躍が期待されます。串間市民病院

も松田先生を中心に地域医療に力を入れ，訪問

診療を積極的に行い地域包括ケア病棟も導入さ

れています。問題は地域医療構想です。この医

療圏は急性期，慢性期ともに病床が多く，地域

の事情を考慮するとはいえ，これからの人口減

を考えると病床削減及び転換は避けられそうに

なく，青森県，岐阜県のように公立病院の統廃

合が計画されてくる可能性もあります。このよ

うにがんばっている公立病院と医療連携を進め

ている医師会としても真剣に向き合っていかね

ばならない課題と考えています。今年度も御指

導御鞭撻の程よろしくお願い致します。

西 諸 医 師 会 長

内　村　大　介

　新年あけましておめでとう

ございます。

　2017年の新春を迎え，皆様

におかれましては健やかに新

年を迎えられたことと，心よりお喜び申し上げ

ます。旧年中は格別のご厚情を賜り，誠にあり

がとうございました。新しい年の始まりに際

し，謹んでご挨拶申し上げます。

　昨年を振り返りますと，震度７を観測した熊

本地震が４月に発生し，一時は18万人を超える

方々が避難生活を強いられるなど甚大な被害を

被りました。仮設住宅等で未だに不自由な生活

を余儀なくされている被災者の方々が，一日で

も早く震災前の暮らしを取り戻すことができる

よう願うばかりです。また，11月に行われたア

メリカ大統領選挙では，ドナルド ・トランプ氏

が勝利しましたが，今後，どのような舵取りを

していくのか注目の集まるところです。

　さて，当医師会におきましては，小林市 ・え

びの市 ・高原町の２市１町からの依頼を受けて

「地域包括ケア」構築のために，各首長をはじ

め，当地域の医療 ・介護に携わる様々な職種の

方々にお集まりいただいて西諸地域在宅医療介

護連携推進協議会を昨年１月に設置致しまし

た。当西諸地域での地域包括ケアへの取組み

は，二次医療圏である２市１町が一緒になって

取り組むべきでありますが，これまでに協議会

を２回開催したにも関わらず，なかなか協議が

上手く進んでいないのが現状であります。

　しかしながら，当西諸地域の住民の皆様が，

住み慣れたご自宅で人生の終末を迎えられるよ

うな支援体制を構築するための支援センターの

設置が必須であり，今後２市１町のトップには

強いリーダーシップを発揮していただければと

強く願っております。

　最後になりますが，当医師会に対しまして本

年も変わらぬご支援を賜りますよう，どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。併せて会員の先

生方のご多幸を祈念致しましてご挨拶と致し

ます。
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西臼杵郡医師会長

佐　藤　元二郎

　新年あけましておめでとう
ございます。謹んで新春のお
慶びを申し上げます。
　平成28年熊本地震におきま

しては被災された皆様に心よりお見舞い申し上
げますとともに被災地域の一日も早い復興をお
祈り申し上げます。今回の震災により阿蘇大橋
崩落，俵山トンネル方面も通行止めとなってい
るため阿蘇方面からの熊本市内へのアクセスが
迂回路を利用するしかなく早期の復興を願うば
かりです。
　西臼杵地区では高血圧と，特に糖尿病有病率
が高く透析患者数は多い状況です。ＣＫＤ(慢性
腎臓病)対策の取り組みとして，特定健診(検
尿，採血)の推進，医療機関での早期発見，生
活習慣病の治療の徹底， 高千穂町立病院の病
診連携医を中心にＣＫＤ連携パスを利用し，ス
テージが進行している患者さんには腎臓内科医
にコンサルトし治療方針指導，保健師，管理栄
養士と協働で食生活の個別指導も始め，腎不
全，循環器病の予防に尽力しています。12月３
日，県内の医療従事者を目指す多職種の学生25
名を高千穂町に招いて，在宅医療，在宅介護の
多職種連携の現場訪問に加え，宿泊しながら高
千穂の文化(夜神楽)を学び，地域住民との交流
を深める多職種連携教育実習を３町で行い，４
日には町民公開講座として３町からの実践報
告，宮崎大学医学部の吉村学教授の基調講演が
あり，学生さんも町民と一緒に参加され，看取
りまで支える在宅医療の理解が深まり大変好評
でした。２人ほど将来西臼杵地区で仕事に従事
したいと希望あり嬉しく想いました。当地区は
高齢化率が38％となり，加齢に伴って身体の運
動機能や生理的な機能が低下して，活動が低下
する「フレイル」の段階を経て要介護状態になる
高齢者が増えています。12月８日，東京大学
加齢医学教授・秋下雅弘先生をお招きし「高齢
者の生活習慣病管理～健康長寿からフレイルま
で」の講演会があり，健康長寿のためのサルコ
ペニア予防，フレイル対策，高齢者の生活習慣
病管理の工夫，服薬アドヒアランスと副作用対
策，ポリファーマシーを避ける工夫など，かか
りつけ医がするべき役割の重要性を学びまし
た。会員の先生方と地域住民の健康寿命を伸ば
すための実践的な指導も行っていく所存です。
当地区の開業医不足は深刻ですが，これからも
ご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。
今年も皆様のご健勝とご多幸をお祈りいたし
ます。

宮崎大学医学部医師会長

鮫　島　　　浩

　新年明けましておめでとう

ございます。新春にあたり，

宮崎大学医学部医師会を代表

して一言，ご挨拶申し上げます。

　2017年は，トランプ米国新大統領の就任をは

じめ，世界的にも大きな変動を迎える年になり

ます。医学界においても，新専門医制度の実質

的な導入，地域医療構想の継続，新たな医療計

画の策定等があり，大学医学部医師会もその対

応が迫られます。

　その一方で従前の課題も残されています。最

大の課題は医師不足であり，宮崎における医師

増員の継続的取組みが必要です。地域枠学生へ

の早期からの積極的な関わり，医学部５年生と

６年生でのキャリアデザインサポートを介した

宮崎県への定着の試み，選択度 ・自由度の大き

い研修医制度の提供による積極的な勧誘，女性

医師のキャリアサポートやポジティブアクショ

ンによる定着化の試み，等々を今年もより一層

推進していきます。幸い，昨年は宮崎県内への

定着が増加傾向を示しました。今年もその勢い

をさらに着実なものにしたいと思います。県内

の医師会，行政機関各位と協力し，医師数増加

に向けてイニシアチブを発揮し努力してまいり

ますので，ご助言，ご協力をお願いいたします。

　また，大学病院では，住民目線からの分かり

やすい診療体制に向けた再編を今後とも進めて

いきます。外科は2015年から大講座制に移行

し，臓器や疾患ごとに診療方針を統合しつつ更

なる発展を目指しています。2016年には消化器

病センターを設置し，今年中には増改築した新

たなセンターも完成します。内科に関しても，

疾患や病態ごとに治療方針を統合する新たな体

制作りが本格化します。このように，大学病院

の基軸である内科系，外科系の診療体制を住民

により分かりやすい形で提供し，地域の要望に

応える医療連携をさらに推進したいと考えてい

ます。

　宮崎大学医学部医師会は，昨年４月に新たな

役員体制となりました。本年も，各医師会，宮

崎県の行政の皆様と協力し，宮崎の医療を活性

化するために努力してまいります。本年もどう

ぞよろしくお願いいたします。
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年 　頭 　所　 感

内科医会長

小　牧　　　斎

　明けましておめでとうござ

います。

　昨年（2016年）４月より二期

目迎えております。役員の交代が若干はありま

したがほぼ同じメンバーの協力を仰ぎながら諸

事業をこなしております。内科医会は約300名

の会員を擁す分科会ですが，会員減少が頭痛の

種です。内科医会としての魅力，インセンティ

ブが明確でないのも問題でしょうが，内科医と

しての自負心は持っていたいものです。

　今時の関心事といえば，地域医療構想による

地域包括ケアシステムの構築に関することで

す。日本の医療 ・介護制度のあり方を変えるた

めのキーワードは「川上の改革｣「川下の改革」と

いわれています。「川上」とは，医療提供体制の

再編による医療機関の集約化と連繋ということ

になります。「川下」とは地域包括ケアシステム

の構築です。「川上の改革」において病床再編を

進め，押し出されてくる患者 ・利用者の受け皿

となる体制づくりを地域で整理して準備を進め

るものといえます。

　医療の効率化を目指す医療機関の集約と連繋

の必要性は認めるものの，在宅医療制度の取り

組みの遅れ，今後ますます増えるであろう高齢

者の急変時の入院受け入れ先の確保など問題は

多い。高齢者の終末期の受け皿的診療を安上が

りにお引受けするのはいささか抵抗を感じま

す。地域の医療は，献身的な医師によって支え

られているのが事実です。混迷を深める医療制

度の中で難局を乗り切るには会員一人ひとりの

力，内科医会としてのチームワークが今後ます

ます重要になると思います。

　今後とも会員の先生方のご協力 ・ご鞭撻をよ

ろしくお願いいたします。

小児科医会長

髙　山　修　二

　皆様，あけましておめでと

うございます。昨年４月に三

宅和昭先生の後を引き継ぎ

ました。新役員に佐藤潤一郎先生 (予防接種担

当 )，弓削昭彦先生 (小児在宅医療担当：新設 )

の若手二人が加わり，新風を吹き込んでくれる

ものと期待しています。

　さて，Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種化が始ま

りましたが，対象年齢に入らなかった子ども達

の救済という課題が残っています。少子化が進

み，生まれてきた子ども達を如何にすこやかに

育てていくかが問われています。任意接種ワク

チン助成制度の存続とまだ助成を行っていな

い自治体の助成開始を切にお願いするもので

す。防げるものは防ぐという意味で予防接種の

接種率向上は不可欠ですが，学校検尿を利用し

たピロリ菌の検査は，胃がんの予防という子ど

もの未来の健康管理と大幅な医療費削減が期待

でき，宮崎でも行っていきたい事業のひとつと

して位置づけ，その実現に関係機関と協働して

努力していきたいと思います。また，今年は県

小児科医会のホームページを作成し，保護者や

園，学校の先生方向けばかりでなく，会員の先

生方への情報発信の場として活用していく予定

です。

　その他，医師の高齢化によって困難さを増し

ている小児救急医療，要望に応え切れていない

小児在宅医療等，課題は山積していますが，会

員の結束とチームワークで一つ一つ解決してい

きたいと思います。

　本年もどうぞよろしくお願いいたします
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外科医会長

八　尋　克　三

　あけましておめでとうござ

います。会員の皆様にとって

よい年になることを願ってお

ります。

　最近の歓迎すべきこととして日本臨床外科学

会（日臨外）が地方の外科医に目を向けた活動を

行っています。具体例を挙げますと，本会は日

臨外の宮崎支部でもありますので，国内留学や

研修セミナーへの若手医師の推薦依頼，さらに

日臨外総会座長推薦要請などがあります。ま

た，診療報酬改定についても臨床の現場にいる

外科医の要望を取りまとめることにも積極的に

なっています。当会としてもこれらを大いに活

用しながら，日臨外が地方の外科医のための活

動をさらに押し進めて行けるように協力したい

と考えています。

　今年度は専門医制度について新たな動きがあ

りそうです。その詳細はよく判りませんが，

我々外科医は使命感と責任感を持って地域の外

科医療を担っている最も貢献度の高い「外科専

門医」だと考えています。このことを踏まえた

専門医制度の議論であるべきだと申し上げて年

頭の挨拶とします。

整形外科医会長

川　野　啓一郎

　明けましておめでとうござ

います。

　先ず，私事ではあります

が，昨年後半に目の手術を行

いまして，視界が広くなりました。今年は心の

視野を広げるべく努力していきたいと考えてお

ります。

　さて，ロコモの話ですが，昨年は，ロコモ認

知度日本一に返り咲き，夢が叶いました。更に

昨年は，宮崎県の行政と宮崎大学，それに県医

師会の三者が中心となって，ロコモ協議会が設

立され，県内の行政代表，各医療福祉関係団体

の代表，及びマスコミ関係の代表と31団体が県

医師会館に集まり，３回に渡ってロコモ対策に

ついての協議を致しました。会長は，県医師会

理事でもあります宮崎大学教授の帖佐悦男先生

です。それぞれの分野の方々が今まで行ってき

た要介護状態への予防対策にプラスして，ロコ

モ予防体操ロコトレを取り入れ，宮崎県を「健

康寿命日本一」の県にしようという目標を掲げ

ています。

　Ｈ25年のデータでは宮崎県の健康寿命は女性

75.37歳で全国第４位，男性は71.75歳で第８位

です。男女ともに日本一の山梨県との差は女性

0.41歳，男性0.77歳で差は僅かです。子供から

お年寄りまでの広い年齢層に対して，又広い宮

崎県の地域をカバーすることに対しても県下に

展開している病院，診療所は大きな力になり得

ると思います。

　県医師国保組合は秦理事長の御指示により３

年前よりロコモ予防問題に取り組んで参りまし

た。今年は更に会員先生方のご協力を仰ぎ，各

専門科の先生方が関わっていらっしゃる患者さ

んに対して，診療にプラスしてロコトレを指導

して頂くことにより，結果として健康寿命日本

一が達成できれば良いという実現可能な夢を抱

いております。皆様の御理解と御協力をお願い

申し上げる所です。

　最後に私事ではありますが，今年はひと味違

う「夏のしまなみ」を楽しみにしております。

　どうぞ，今年もよろしくお願い致します。
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皮膚科医会長

成　田　博　実

　新年あけましておめでとう

ございます。

　高額ながん治療薬オプジー

ボが話題になっている。免疫チェックポイント

阻害剤のひとつで，天野正宏宮大教授が宮崎県

医師会医学雑誌で，「進行期悪性黒色腫に対す

る新規薬物療法」の総説（宮崎医会誌，2016；40：

7-14）で詳解された。発売時の適応症は発症数

の少ないメラノーマのみであったが，一昨年12

月に肺がんへの適応拡大となり，数万人規模の

患者さんが使えるようになった。腎細胞がんに

も適応拡大し，使用量はさらに増える勢いであ

る。一人年約3,500万円かかるので，医療費の

高騰は避けられない。「医療費亡国論」が過去に

一世を風靡したが，今「薬剤費亡国論」が識者の

間で危機感を募らせている。国会でも塩崎大臣

がオプジーボやメラノーマというタームを使っ

て答弁していた。国が薬価を下げすぎると，

ルールに則って薬価を申請したメーカーは，新

薬開発への投資ができなくなると国を訴えるか

もしれない。薬価制度の見直しや適正使用のガ

イドラインが必要になる。効果はあくまで延命

なので，費用対効果の評価も考えなくてはなら

ない。11月16日厚労省は50％引き下げ案を中医

協に提示し，了承された。

　昨年は皮膚科医会にとってうれしいニュース

があった。出盛允啓先生が，土呂久鉱山ヒ素公

害の検診，研究を40年以上続けた功績により，

第44回医療功労賞を受賞された。認知度は低い

が国内４番目に認定された公害病で，後遺障害

や悪性腫瘍の合併もあり，宮崎県の医療人とし

て知っておかねばならないことで，啓発するの

にいい契機となった。

　医会活動として今年も，皮膚科ＰＲのための

ポスターづくり（新年度で28枚目）と皮膚の日講

演会（27回目）を予定しており，県医からの補助

金を活用したい。医会としてインパクトのある

活動を目指す所存である。

泌尿器科医会長

中　山　　　健

　新しい年を迎え，まずは皆

様に新春のお慶びを申し上げ

ます。

　昨年秋は３年連続の日本人ノーベル賞受賞が

国内を湧かせました。医学生理学賞を受けられ

た大隅先生は「オートファジー」の仕組みを解明

されましたが，氏以外に「ＰＤ-1」の本庶先生，

｢制御性Ｔ細胞｣の坂口先生，「ＥＰＲ効果」の前

田 ・松村先生らも候補者に挙がっていたよう

で，我が国のこの分野のレベルの高さが世界

に示されました。とくにＰＤ-1の発見は免疫

チェックポイント阻害剤の開発につながり，い

まやがん治療第４の選択肢としての位置を占め

つつあります。昨年８月には「根治切除不能ま

たは転移性の腎細胞癌」の効能 ・効果も追加承

認され，なお適応疾患が拡大されています。

もっともこれら諸氏の研究はいずれも20～30年

を要したものであり，今後はどうなるのか文科

省による国立大「運営費交付金」減額などの現状

に鑑みいささか不安を覚えます。ちなみに英教

育専門誌タイムズ ・ハイヤー ・エデュケ－ショ

ン(ＴＨＥ)による昨年の世界大学ランキングに

よると，日本の大学はアジア首位を逃したよう

です。

　さて医政に関しては，来年度の診療 ・介護報

酬の同時改訂に向けて風雲急なる折柄です。人

口の大変動が起こる2025年にそなえ，地域医療

構想，地域支援事業，在宅医療支援等を見据え

た地域包括ケアシステムの構築は，地域医師会

が自治体や多職種と協働して進めるのが当然で

あり，会員一同大きな関心を持ち続けるべきと

思います。

　酉年にあやかり，良き飛び立ちが計られるこ

とを祈念する次第です。
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産婦人科医会長

濱　田　政　雄

　明けましておめでとうござ

います。謹んで新年のお慶び

を申し上げます。

　昨年は，消費税増税延期決

定のあおりを受けて，医療福祉に向ける財源確

保がなされず多くの施策が後退 ・足踏みし，今

年も引き続きその流れの中での医療福祉となり

ます。

　さて，一億総活躍社会政策の三つの柱の一つ

に少子化対策《夢を紡ぐ子育て支援》がありま

す。緊縮予算の中から医療設備等施設整備費補

助の中で，小児 ・周産期医療施設整備費事業と

して10億円が予算化されています。周産期医療

施設補助の例として必要な医療器機（母体胎児

監視装置 ・保育器等）が上げられています。こ

れらは人口急減 ・超高齢化に対する少子化対策

の一環です。また地域の分娩取り扱い施設整備

事業としても２億円が要求されており，地域の

ニーズに応じた分娩取り扱い施設確保推進とし

て，新規開設が支援されます。県内産科有床診

療所の減少に歯止めをかけて産科難民を防ぐべ

く補助事業を有効に活用しなければなりません。

《夢を紡ぐ子育て支援》の中の取り組みとして

は，希望出生率1.87達成が謳われていますが，

その場合の宮崎県の出生数は2040年6,000名（現

在一万名弱）になると推計されています。2.07

を目指す施策の構築が期待されます。平成30年

３月の医療整備計画見直しの中で宮崎県周産期

医療体制のあり方を前向きに打ち出さなけれ

ば，少子高齢化に歯止めは掛かりません。

　《夢を紡ぐ子育て支援》の一環として，子育て

世代包括支援センター法制化もなされました。

現在行われている様々な妊娠期から子育て期に

わたる支援についてワンストップ拠点《子育て

世代包括支援センター》を立ち上げて切れ目の

ない支援を実地することが目的です。その中

で，産後ケア事業が新規採用され産褥婦の心身

のケアや育児サポート等として，産後２週間 ・

一ヶ月健診への補助が開始されます。早めの支

援によるうつによる産婦の自殺や児童虐待の予

防が視野に含まれます。安心安全な出産子育て

に向けての新たな取り組みの一歩です。産後う

つ等に悩まれる女性支援は行政と精神科との連

携事業となりますが今からの協力体制構築が今

年の仕事始めです。

眼科医会長

柴　田　　　博

　新年明けましておめでとう

ございます。われわれ眼科医

療分野における，昨年の主な

話題や問題点を述べてみます。

１．「公的な，成人の目の健診プログラムの創設」

　緑内障は中途失明者の第一の原因でありま

す。その防止の為，緑内障の早期発見 ・早期

治療をする事が大切です。そこで，緑内障の

健診に関する研究に3,000万円の科研費がつ

きました。そして，すでに緑内障の健診をし

ている仙台，松江，世田谷の３市で費用対効

果のモデル事業が始まりました。３年後に

は，その結果が報告されます。

２．「コンタクトレンズ処方箋の法制化」

　印象的な目元を作る『目ヂカラメイク』が女

性に大流行しています。そんな中，眼科医の

関与なしに，粗悪なカラーコンタクトをイン

ターネットや雑貨店で購入し，不適切に使用

する結果，角膜障害の症例が増加してきまし

た。この防止の為，コンタクトレンズ処方箋

発行を法制化し，眼科医がユーザーとの間に

介在するのが有効だと考えております。

３．「診療報酬について」

　白内障手術についての減点阻止，眼科基本

検査のマルメ化阻止が大切であると考えます。

　抗ＶＥＧＦ薬の薬材料の増加は他の眼科医療

費の削減要因になります。その対策として，

安価な抗ＶＥＧＦ薬（アバスチン）の患者申出医

療を用いるのが良いと考えております。

　また，周術期の予防的な抗生剤の使用は必

要性があり，使用したものは認められるべき

と考えております。医学管理料が眼科にない

のは遺憾に思うところです。

　以上，これらの解決には，政治活動が必要で

あり，活動なくては医療政策は進まないという

ことで，連盟に加入して今後の医療政策に反映

させたいと思います。眼科で，政治力で動いた　　

事例は，①ビジョンバン(眼科検診バス)の実

現，②学校での色覚検査の復活，③診療報酬の

実績でした。
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耳鼻咽喉科医会長

井　手　　　稔

　新年あけましておめでとう

ございます。謹んで初春のお

慶びを申し上げます。 

　日本専門医機構は「新たな専門医養成の仕組

みによる専門医制度の運用」の全体的な開始を

2018年度に延期しました。その中で2017年度か

ら，日本耳鼻咽喉科学会，日本小児科学会，日

本病理学会は「暫定プログラム」を使い，日本整

形外科学会，日本救急医学会，日本形成外科学

会は「暫定プログラム」と現行プログラムを併用

して，新専門医制度の運用を開始します。日本

耳鼻咽喉科学会ではすでに「暫定プログラム｣に

よる88の「2017年度耳鼻咽喉科専門研修プログ

ラム」を公開しています。専門研修プログラム

の基幹施設のほとんどは大学病院ですが，そ

の連携施設として532の病院が登録されていま

す。2017年度の耳鼻咽喉科専門研修プログラム

への募集は既に各研修プログラムの基幹施設が

独自に行っています。また，2016年度から新基

準を基にした移行措置により耳鼻咽喉科専門医

の認定更新が開始され，更新基準が変更となっ

ています。まず，診療実績の証明として，年間

40症例（１症例／週）の耳鼻咽喉科疾患症例を報

告します。さらに専門医共通講習や耳鼻咽喉科

領域講習などの各種学会講習会の参加が求めら

れています。種々の講習会に単位が決められ領

域ごとに最小単位最大単位が決められていま

す。新専門医制度では更新においても，より厳

しく複雑になっています。 

　最後に，宮崎県医師会の先生方には，本年も

宜しくご支援，ご指導お願いいたします。

精神科医会長

吉　田　建　世

　明けましておめでとうござ

います。謹んで新春のお慶び

を申し上げます。

　最近，高齢者の交通事故の報道が特に多いよ

うに思います。マスコミもあえて取り上げてい

る様にも思えます。高齢者の事故は，最近の高

齢化に伴い増えてはいますが，急激に増加した

ものではなく，宮崎市高千穂通の事故をはじめ

とする認知症が疑われる人の事故が問題になっ

ていることが原因です。そこで国は，今年３月

に改正道路交通法を施行します。75歳以上の人

は，３年ごとの運転免許証更新時に，必ず筆記

式の認知機能検査を受けることになります。

また，75歳以上で一定の違反行為（一時停止違

反，信号無視等）をした人には，３年を待たず

臨時の認知機能検査を受けることになり，結

果，「認知症のおそれ」がある人は，医師の診断

を受けることになります。現在，その医師の診

断書の形式や検査内容が検討中でありますが，

予想では項目が多く，画像診断も加えられて，

複雑になりそうな感じであります。そうなる

と，一般診療医では診断書の作成が難しくな

り，精神科医や神経内科医などの専門医の負担

が増すばかりで，実態にそぐわないものとなる

ことも予想されます。検査内容が簡素化され

ないと診断書作成が滞ることは明白であり，

今後，厚労省を含めた国の対応を望むところ

です。

　最後になりますが，今年の皆様のご健康とご

活躍をお祈り申し上げます。
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放射線科医会長

平　井　俊　範

　新年明けましておめでとう

ございます。

　年頭の所感にあたり，画像

診断の近未来について述べてみたいと思いま

す。画像診断は大きく変わると考えられます。

まず，ＣＴはテレビのハイビジョンのように小

さなものが鮮明にみえる高分解能化が進みま

す。脳の穿通枝や肺の微細構造も同定できるよ

うになり，治療に有用な情報を提供するでしょ

う。次に，元素が判別できる高機能化も起こり

ます。例えば，結石の成分判定，造影剤と石灰

化や出血との鑑別，肺塞栓症における肺血流評

価などが容易にわかるようになり治療に有効と

考えられます。また，低被曝化技術が進み，肺

のＣＴは胸部Ⅹ線写真２枚程度の被曝量で撮像

が可能になるでしょう。次に，ＭＲＩは現在，

定性的な画像が主流ですが，測定可能な定量画

像が主体となっていき，高磁場化 ・高機能化も

進むでしょう。最近登場した synthetic ＭＲＩ 

は一度５分程度画像データを収集するとその

データからＴ１強調像，Ｔ２強調像，ＦＬＡＩＲ像，

ＳＴＩＲ像など多くの画像を再構成してくれます。

かなりの時間短縮になります。

　それから，現在社会的に大きなインパクトを

与えつつある人工知能（ＡＩ）ですが，画像診断

の分野にも入ってきます。昨年12月に開催され

た北米放射線学会では初めてＡＩによる画像診

断のデモンストレーションがありました。ＩＢＭ

のワトソンが病歴と画像を同時に解析すること

で診断をするというものでした。まだ，初期的

な段階ですが，そう遠くない将来には画像診断

医の補助をするようになるでしょう。

　以上，画像診断に関する近未来を簡潔に述べ

させてもらいました。本年も皆様のご支援のほ

どどうぞよろしくお願い申し上げます。

東洋医会長

川　越　宏　文

　あけましておめでとうござ

います。 

　旧年中は私たち宮崎県東洋

医会に対してご厚情賜りまし

てありがとうございます。 

　昨年も会員各位の臨床能力の向上と県民の皆

様への東洋医学の正しい知識の普及をめざし，

活動して参りました。延岡では石内先生を中心

に県民漢方講座が開催されました。地元の医師

会の皆様，メディアの皆様のおかけで集まっ

た150名を超える参加者の皆様に，講師を務め

て頂いた地元の石内先生，宮本先生，甲斐原先

生，大重先生の４名の先生方の熱弁がきっと心

に響いたことでしょう。 

　医師向け講演会として３月に日本東洋医学会

の石川友章前会長に来宮いただきました。精神

科・神経症領域の漢方治療の講義を賜り，会の

終了後には学会中枢部のコアな情報も頂きまし

た。一昨年の「漢方保険外し」の時の問題点も整

理。その中で超党派の生薬議連の事務局として

活躍頂いた松下新平参議院議員や本会の初代会

長・故井上博水先生と深いつながりのあった衆

議院の古川禎久議員には大変なご尽力を賜りま

した。日本東洋医学会としても大変感謝してい

るそうです。我々もこれらの先生のお力もお借

りして理想の医療を求めていきます。皆様のお

かけでどうにか回避した保険外し問題も，昨年

11月発表の財務省資料で再度俎上に上がりまし

た。漢方全体が対象ではなく，葛根湯や防風通

聖散などの市販品で同等品がある処方がピンポ

イントで狙われています。 

　整形外科等で肩こりに用いられている葛根湯

やこむら返りで用いられる芍薬甘草湯もター

ゲットになりそうです。このまま保険削除さ

れた場合，「漢方はあまり使わないが，少しは

使っている」という先生にとっては根耳に水に

なりかねません。 

　さて，３月25日には総会と学術講演会を予定

します。会場は昨年と同じ，講師は麻生飯塚病

院で活躍する若手のホープである土倉先生を招

聘予定です。是非ご参加ください。 

　今年も東洋医会を宜しくご指導くださいませ。
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透析医会長

藤　元　昭　一

　新年，明けましておめでと

うございます。旧年中は会員

の先生方には色々とお世話に

なり，厚く御礼申し上げます。

　昨年は４月に最大震度７の熊本地震があり，

熊本県内の約1/3の施設では透析が不能となっ

たとのことでした。当医会の皆様も，他人事で

はないと思ったことでしょう。透析不能の主た

る原因は，水要因（断水，水質汚濁）だったとの

ことです。被災していない県内施設での依頼透

析がスムーズに行われ，翌日には厚生労働省か

ら熊本県医療政策課に透析施設に優先的に給水

を行うように指導があったとのことで，３日以

上透析のできなかった患者は皆無だったとのこ

とでした。

　宮崎県透析医会でも約８年前より災害対策

（特に南海トラフ地震）が議論され，幾つかのこ

とが盛田理事を中心に行われてきました。①宮
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会

崎県防災メールを利用した透析メール（透析医

療関係者，透析患者とその家族が登録），②宮

崎大学医学部医療情報部運営の「はにわネット」

を利用した透析条件のデータベース化，③水 ・

電源 ・患者輸送問題などの対策のための行政と

の連携作り，などです。熊本県に勝るとも劣ら

ずの準備状況とは思いながらも，津波対策はあ

るのか，県外との移動が厳しい地形的問題はど

うかなど，安心はできません。当医会ではホー

ムページ（http://miyazaki-hd.com/）を立ち上

げており，災害時情報ネットワークとして役立

つものと考えています。

　今後も，災害対策として共有できる問題に対

しては，本ホームページを通しても，他の医会

の皆様と一緒に，解決の方向を模索できればと

願っています。本年も当医会へのご指導とご協

力の程，どうぞ宜しくお願い申し上げます。
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年　頭　の　ご　挨　拶

宮 崎 県 知 事

河　野　俊　嗣

　謹んで新年のお慶びを申し

上げます。

　宮崎県医師会の皆様には，

日頃から県政の推進につきまして温かい御支

援，御協力を賜り，深く感謝申し上げます。

　さて，昨年は本県にとって長年にわたる取組

みの成果が現れた年となりました。東九州道が

ついに北九州市まで繋がり，本県初となるス

マートインターチェンジが開通するなど，交通

インフラの整備が大きく前進しました。また，

スギ素材生産量が25年連続日本一，本格焼酎の

出荷額も２年連続で日本一となりました。さら

に，宮崎キャビア1983が，昨年の伊勢志摩サ

ミットで世界の首脳に提供され，輸出体制も整

うなど大きな成果が花開きました。

　加えて，「記紀編さん1300年記念事業」の集

大成の年であり，東京オリンピック ・パラリン

ピックが開催される平成32年に国民文化祭の開
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催が内定しました。

　今，本県に吹いているこのチャンスの風を捉

え，さらに宮崎から新たな風を巻き起こす気概

を持って，県民の皆様とともに，将来に夢や希

望を持てる地域づくりを進めてまいります。

　一方，医療分野につきましては，昨年10月に

地域医療構想を策定することができました。今

後は，各構想区域で開催される調整会議におい

て，地域にふさわしいバランスの取れた将来の

医療提供体制について協議していくとともに，

その実現のため，地域医療介護総合確保基金を

効果的に活用しながら，県医師会をはじめとし

た関係団体等と連携し，取り組んでまいります

ので，皆様方の一層の御理解と御協力をお願い

申し上げます。

　新しい年が，皆様にとりまして希望に満ちた

明るい年となりますよう，心からお祈り申し上

げまして，年頭の御挨拶といたします。
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年　頭　の　ご　挨　拶

宮崎大学長

池ノ上　　　克

　明けましておめでとうござ

います。

　宮崎大学では，昨年４月に

スタートした地域資源創成学部が，地域の皆さ

んから多くのご支援をいただきながら，順調に

活動を続けています。昨年10月に開催した新学

部の設置記念シンポジウムには各界から多数の

ご参加をいただき，地域における期待の大きさ

に身の引き締まる思いをしたところです。新年

早々には，宮崎市中心部の若草通りの商店街に

「まちなかキャンパス」をオープンし，宮崎大学

の魅力ある様々な情報を分かりやすく発信して

いきたいと考えています。
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　大学キャンパス内には年間300人を超す留学

生を受け入れています。グローバル化の進む現

在の社会の変化をしっかり捉えて，各国との交

流を深め，ひいては宮崎大学や宮崎県の活性化

につながる成果に繋げていきたいと思ってい

ます。

　昨年８月に始めた「宮崎大学基金」の制度は，

学生の教育や研究を強化するために，地域の皆

様から支援していただくためのものです。力強

い応援をいただきながら，地域の大学としての

使命を果たして参ります。

　今年もどうぞよろしくお願いいたします。
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衆議院議員 （１区）

武　井　俊　輔

　新年明けましておめでとう

ございます。宮崎県医師会の

先生方におかれましては，健

やかに新年をお迎えになられたこととお喜び申

し上げます。また，常日頃より本県の医療の充

実ならびに県民の皆様の健康増進にご尽力いた

だいておりますことに，深く敬意と感謝を申し

上げます。

　また，本県の重要課題である医師不足を解消

すべく，各地で説明会や交流会等を開催するな

ど，医師確保のため最前線でご尽力いただいて

いますことに厚く御礼申し上げます。政府 ・与

党といたしましても，医師の診療科目別 ・地域

別の偏在を是正するため，医療に携わる人材や

高度医療機器等の医療資源を確保するととも

に，その適正配置を図り，地域で必要な医療を

確保すべく取り組んでおり，医師会の先生方，

国民に安心していただける医療制度を構築して

いるところでもあります。

　さらに，介護人材の確保を図るため，介護職

員の再就業支援や，介護福祉士を目指す若者へ

の助成による支援などを行ってまいります。介

護環境の整備によって，医師会の先生方がス

ムーズに診療を行っていただけるよう社会保障

の拡充に尽力してまいります。

　今後も，医師会の先生方の指導を仰ぎなが

ら，本県の医療の更なる充実に努めてまいりま

すので，ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申

し上げます。

　最後になりますが，今年一年が皆さまにとり

まして素晴らしい年になるよう祈念し，新年の

ご挨拶とさせていただきます。

衆議院議員 （２区）

江　藤　　　拓

　謹んで初春のお慶びを申し

上げます。宮崎県医師会の先

生方におかれましては，ご壮

健で良き新年を迎えられたことと心からお慶び

申し上げます。また，日頃より温かいご支援と

ご指導を賜り心より感謝申し上げますととも

に，本県の医療の充実ならびに県民の皆様の健

康増進にご尽力いただいておりますことに，深

く敬意と感謝を申し上げます。

　昨年10月，本県において地域医療構想が策定

されました。この地域医療構想は，いわゆる

「団塊の世代」が全て75歳以上となる平成37年を

見据え，病床機能の分化及び連携を推進し，患

者に応じた質の高い医療を効率的に提供してい

くという将来の宮崎県における地域医療の姿を

示そうとするものです。地域医療構想の策定に

当たりまして，既に県内各医師会の先生方から

の並々ならぬご協力を賜っておりますが，引き

続きご指導をいただきながら，地域医療介護総

合確保基金等を通じ，県民の皆様が身近な地域

で安心して医療を受けられる体制が整備される

よう，私といたしましても，全力を尽して参り

ます。

　また，こうした地域ごとの医療提供体制を構

築するには，バランスのとれた医療従事者の確

保や医業経営の安定化に向けた取組みもとても

重要と考えております。医療従事者の皆様の勤

務環境の改善や医師の地域偏在，小児科や産科

等の不足といった課題のほか，医療機関の控除

対象外消費税の問題解決を含めた医療機関の経

営上の課題にも，引き続き取り組んで参りま

す。先生方には今後ともご指導を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。

　結びに，宮崎県医師会の益々のご発展と先生

方のご健勝，ご活躍を祈念申し上げまして，年

頭のご挨拶とさせていただきます。

年　頭　の　ご　挨　拶
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衆議院議員 （３区）

古　川　禎　久

　新年明けましておめでとう

ございます。宮崎県医師会の

先生方におかれましては，良

き新年を迎えられたことと心

からお慶び申し上げます。平素より，県民の皆

様の健康増進や地域医療に，献身的にご努力さ

れておりますことに深く敬意を表します。そし

て昨年の４月に発生した熊本地震では，災害医

療チームとして，多くの先生方が救援活動にご

尽力されたと存じます。心より感謝申し上げ

ます。

　高齢化が急速に進展する我が国においては，

医療 ・介護を取り巻く環境は大きく変化してい

ます。医療分野では，長期の療養を必要とする

患者が増えております。介護分野でも，要介護

者や認知症高齢者が増加しており，これらの対

策は政府の大きな政策課題となっております。　　

　このような状況の中で，いつでもどこでも必

要な医療サービスが受けられる医療体制の確立

を基本理念に，宮崎県で地域医療構想が策定さ

れております。また，医師会の先生方が中心的

な役割を担われ，地域包括ケア体制が整備され

つつあります。地域の医療現場を熟知しておら

れる医師会の先生方と関係機関が医療及び介護

の連携を着実に進める中で，県民の皆様が地域

に根ざし，住み慣れた環境で将来にわたって安

心して良質な医療サービスを受けられる社会が

構築されていくものと考えます。

　また，医師をはじめとする医療従事者の地域

偏在や小児科，産科等の医師不足といった問題

の解決も極めて重要な課題であります。私も，

先生方のご指導を仰ぎながら，世界に誇る国民

皆保険制度を堅持し，宮崎県の医療環境充実の

ため，全力を尽くして参ります。

　終わりに，宮崎県医師会の益々のご発展と先

生方のご健勝とご多幸を心から祈念申し上げ，

新年のご挨拶といたします。

参議院議員

松　下　新　平

  謹んで新年のご挨拶を申し

上げます。

  宮崎県医師会の先生方にお

かれましては，日頃から，県

民の健康を支え，福祉の向上にご献身いただい

ておりますことに，深く敬意を表し，厚く御礼

を申し上げます。

  さて，本年も，団塊の世代が後期高齢者とな

る2025年を見据え，日本の医療 ・介護を「地域

完結型」の方向に変えていくための重要な年に

なります。患者の方が急性期や回復期等のそれ

ぞれの状態に相応しい良質かつ適切な医療 ・介

護を効果的かつ効率的に受けることができるよ

うにする取組みが本格的に始まります。

  私自身も総務副大臣の経験を踏まえて，引き

続き，医師確保対策については，地域医療介護

総合確保基金の地方負担に対して地方交付税措

置を活用して医療従事者の勤務環境改善に取り

組んで参ります。又，都道府県が実施する医学

部生等への奨学金貸与事業や，公立病院の他の

病院からの医師派遣経費等に特別交付税措置を

講じており，引き続き積極的に医師確保対策に

取り組んで参ります。

　さらに，地域における医師不足が深刻な状況

にあることを踏まえ，今後とも，医師確保の取

組みについて適切に支援して参ります。

  情報通信分野では，モバイル端末をセキュア

な環境の下で医療連携や遠隔医療に応用できる

可能性や，８Ｋ技術が医療の質の向上に寄与す

る可能性について，実証等を通じて検証してい

くことへの提言を踏まえて，モバイル端末や８Ｋ

技術の遠隔医療などへの活用のあり方をしっか

りと検証し，地域医療をとりまく課題解決に向

けて，ＩＣＴの利活用をより一層推進して参り

ます。

  これまで同様，参議院議員武見敬三先生が会

長をお務めの医療政策研究会の一員として汗を

流して参る所存です。

  最後に，宮崎県医師会員の先生方の本年の御

多幸を心からお祈り申し上げ，年頭のご挨拶と

させていただきます。
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参議院議員

長　峯　　　誠

　謹んで新年の御挨拶を申し

上げます。

　宮崎県医師会の先生方に

は，日頃から温かいご指導を賜り，心から感謝

申し上げますとともに，県民の皆様の健康の増

進と地域医療の確立のため，ご尽力いただい

ておりますことに深い敬意と感謝を申し上げ

ます。

　まず，今年は，地域医療構想の実現に向けた

取組みを具体的に進める年です。構想の策定過

程で明らかとなった課題に立ち戻り，地域医療

構想調整会議において，地域の医療提供体制を

どうしていくのか，関係者のみなさんで協議を

行うことが期待されます。

　また，今年は，平成30年度から始まる医療計

画を策定する年です。介護保険事業計画と医療

計画が，同じサイクルで策定されることになり

ます。これらの計画が実質的な地域包括ケアシ

ステムの構築に向けた計画となります。医療計

画で定める在宅医療の目標が，各市町村が介護

保険事業計画で掲げる在宅医療 ・介護サービス

等の目標と整合性が図られたものとなるよう，

都道府県と市町村が協議の場を設け，しっかり

と検討をすることが重要と考えております。

　県民の皆様が身近な地域で安心して医療を受

けられる体制を整えるべく，引き続き全力で取

り組んでまいります。今後ともご指導をよろし

くお願い申し上げます。

　最後に，宮崎県医師会の今後ますますのご発

展と会員皆様のご健勝を祈念して，私の挨拶と

いたします。

参議院議員

羽生田　　　俊

　あけましておめでとうござ

います。

　会員，ご家族の皆様におか

れましては，つつがなく新年

をお迎えのこととお慶び申し上げます。また日

頃より，献身的に地域医療の充実に取り組んで

頂いておりますこと，心から感謝申し上げます。

　さて，昨年は夏の参議院議員選挙において，

皆様のお力添えのもと，自見はなこ先生が当選

を果たされ，９年ぶりとなる日医組織内推薦候

補が裏表２名揃いました。

　また，私は参議院厚生労働委員長を賜り現在

委員会運営の長として厚生労働委員会を任され

る立場となり，その重責に改めて身の引き締ま

る思いと，平素よりお支え頂いている皆様へ感

謝の思いを強くかみしめている所であります。

自見先生も厚生労働委員会へ所属する事がで

き，活躍を期待しています。

　本年は医療保険制度改革を控えており，医療

人にとって信じられない様な民間議員の勝手な

発言が繰り返されることが予測されます。

　財政論のみによって医療 ・介護を語り，財

政削減が美徳の様に改革の旗印となりかねま

せん。

　受診時定額負担やＯＴＣ化された医療用医薬

品に係わる保険外し，介護療養病床の廃止な

ど，患者にとっての医療は棚の上に置き去りで

あります。

　また，来年度には診療報酬 ・介護報酬の同時

改定が控えており，また政府の掲げる「３年間

で自然増を1.5兆円に抑制する」という最後の年

となります。

　その超過分の帳尻合わせを同時改定に持ち込

んでくる可能性が大いに懸念されます。

　財政論によって医療 ・介護を縮小させてはな

りません。

　患者にとって安心して医療を受けられる体

制，そして医療者が安心して医療提供出来る体

制の構築を皆様と共にしっかり守って「すべて

の人にやさしい医療を」充実して参る事をお誓

い申し上げ，新年のご挨拶といたします。
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参議院議員

自　見　はなこ

　新年明けましておめでとう

ございます。

　皆様方には，希望に満ちた

格別な新春をお迎えのことと存じます。

　日頃より河野雅行会長はじめ宮崎県医師会の

先生方におかれましては，地域医療の要となり

お支えくださっておりますことに心より感謝申

し上げます。

　昨年は，宮崎県各地を回らせていただき地域

医療の実情を御教授いただき誠にありがとうご

ざいました。そして７月には先生方の力強いご

支援のおかげで参議院議員選挙初当選させてい

ただきました。更に９月からの国会では医療系

議員第一位の得票数であった実績が後押しして

くれまして競争率の高い厚生労働委員会に所属

することができました。これもひとえに日常の

診療のご多忙の中，医師会活動，加えての医師

連盟活動にご尽力くださっている先生方の御蔭

でございます。

　厚生労働委員会では，社会保障制度の課題の

多岐にわたり日々真剣な議論を重ねておりま

す。また，早速，厚生労働大臣等に対してかか

りつけ医の重要さや専門医の仕組みの構築にあ

たり医療提供体制の維持に充分に配慮をするこ

とを訴え医師のキャリアデザイン等に関して質

問させていただく機会を頂戴することもできま

した。加えて自民党では12月に税制や予算大綱

の場でも発言をさせていただきました。

　厚生労働委員長となられた羽生田たかし先生

とともに広く国民の皆様にお役に立つようにお

仕事をさせていただくことが，皆様方への何よ

りの恩返しと思っております。誠心誠意取り組

んでまいりますので，なお一層のご指導ご支援

をよろしくお願い申し上げます。　

　末尾に，本年の宮崎県医師会の皆様とご家族

のご健康ご多幸，そして貴会の更なるご発展を

お祈り申し上げ，新年のご挨拶とさせていただ

きます。

県議会議員

清　山　知　憲

　謹んで新年のお喜びを申し

上げます。

　宮崎県医師会の先生方にお

かれましては，日頃より厚いご支援とご指導を

賜り心より感謝申し上げます。

　先日，河野会長，小牧常任理事とともに県知

事，県議会議長に対しまして医療従事者確保事

業（看護学校運営補助など）を継続して行うため

の財源確保を要望させて頂きました。看護師，

医師の不足は全県的な課題であり，財源が厳し

い中においても県民の皆さんの命や生活の質へ

直結する課題だからこそ適切な優先順位がつけ

られていくよう求めてまいりたいと思います。

　また，上記の要望を行った同日，県の雇用労

働政策課，学校政策課，医療薬務課，病院局の

４者に集まって頂き，臨床研修医の確保に向け

た協議を行いました。宮崎県内の研修医の数は

一時期の最悪の時期からは脱したものの，依然

として県の人口規模に見合う数の研修医確保に

は至っておりません。平成28年度のマッチ者数

は県内60人，隣の鹿児島県は120人でした。こ

の対策のためには，雇用労働政策課，教育委員

会，そしてもちろん病院局の強力な取組みが不

可欠で，部局横断的に推進して参りたいと考え

ております。

　その他，県議会では数多くの医療関係議案が

審議されております。ただ，現場の先生方のご

意見が圧倒的に足りないとも感じております。

どうかご地元の県議，もしくは私を通して地域

のご意見，そして医師としてのご意見をお寄せ

いただければ幸いです。

　結びに，県医師会の益々のご発展と先生方の

ご健勝を心よりお祈り申し上げ，年頭のご挨拶

と致します。
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　新春の随想を募集いたしましたところ，多数のご投稿をいただきありがとう

ございました。１，２月号にわけて掲載させていただきます。

　「うるさいわね！何でこんなに大きくしな

きゃいけないの。いつも『20』までと言ってある

でしょう。今何と『26』にもなっているわよ」。

家内が大声で私に怒鳴る。実は食事をしながら

テレビを観ている時，よく聞こえないので，ボ

リュームを上げるのだ。誰もいない時は，これ

幸いにといつもよりボリュームを上げる。

　ボリュームを上げると，画面右下の所にボ

リュームの数字が表示される。今までは『20』で

充分だったのだが，今それでは少し聞こえにく

い。それでもうちの家内から「テレビを観る時

は『20』までにしてね。それ以上だとうるさくて

仕事も出来やしない」と愚痴られていたので，

何とか『20』で我慢していたのだ。

　自分では耳は良い方だと思っていた。音楽が

好きなので，音には敏感だと思っていたのだ

が，ここ数か月のうちに聴力が落ちてきたらし

い。20年位前，母が元気だった頃，実家に帰り

玄関のドアを開け中に入ると，母はテレビを観

ていた。その音があまりにも大きくてびっくり

したのだが，今やそれが自分の番になってきた

ということだろう。

　家族も私がテレビを点けるとス～ッと居なく

なる。やはりテレビの音がうるさくて落ち着か

いつの間にか『20』から『26』へ

宮崎市　　　　　　　　　谷
たに

　口
ぐち

　二
じ

　郎
ろう谷口レディース

クリニック

（その１）

ないということらしい。そんなことが続いたの

で， 少し気落ちしていた。

　そんなある日，近くの家電量販店に行った

ら，レジの横に小さなラジオが置いてある。そ

の前に液晶テレビがあり，どうやらその音がラ

ジオから出ているようだ。それを手に取ってみ

るとそれはラジオではなくテレビ音声専用の受

信機であることが分かった。掌に乗る位の大き

さである。しかし問題はテレビ以外の音も拾え

るかどうかということである。というのも，私

はテレビそのものを観ることは少ない。いつも

録画してテレビ番組を観るのである。そうすれ

ばいつでも好きな番組を観られるからである。

それも可能かどうか尋ねると，それも可能だと

いう。

　値段は１万５千円。まぁいい値段である。

ちょっと高いなぁ…。迷うなぁ…。レジの前を

２～３度行ったり来たりして考えた。しかしテ

レビを点ける度に「うるさいわね！」と言われる

ことを考えると，まぁ安いのかもしれないと早

速購入した。

　スキップでもしたいような気持で帰り着き，

早速開けてみた。本当にちゃんと使えるのだろ

うか？半信半疑だったがちゃんと使える。その

機械はリビングルームのテーブルの上にドンと

置かれ，私は満面の笑顔を浮かべ，テレビを

観ながらゆっくり食事が出来る。『これでよう

やくお年寄り扱いにされないで済む』。そのプ
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見果てぬ夢

宮崎市　山村内科　山
やま

　村
むら

　善
よし

　教
のり

　昨年６月16日の夜から夢を見始めた。その夜

の講演会で札幌医科大学神経再生学部門の本

更年期と村上春樹

日向市　なでしこ内科　石
いし

　渡
わた

　正
まさ

　子
こ

　年女ということで書かせていただきます。日

向市にお世話になって約８年が経ちます。

　２歳の息子とカナダ人の夫と越してきまし

た。“宮崎牛が美味しいね，何があっても宮崎

だったら美味しいものが食べれそうだね”の一

言で住んでみることにしました。天草育ちの私

ですがこれほど言葉が違うとは！と最初はびっ

くりしましたが，だんだん言葉としてからだに

入ってくるようになり，“よだきーね”“そりゃ

でーじゃわ”と気持を込めて話している自分に

気づきます。息子も心なしか日向イントネー

ションの英語を夫と話していたりして，心温ま

る思いがします。

　グローバル化，個性尊重，ボーダレスなど，

西欧（特にアメリカ）の風が吹き付けるこの頃で

すが，やはり顔を見てのコミュニケーションが

一番心に響くかなと思います。内科を経営して

ライドをこの機械が守ってくれているのだ。

『あぁ有難や， 有難や…』。　

いますが，“お金がない”“仕事がない”“医者

は座って話していればお金がもらえていいもん

じゃ”などの声が聞こえる今日この頃です。熊

本で地震が起き，日向でも50年に１度の大雨が

2016年は降りました。東海地震は起こるから東

京には出ない方がいいよと受験時は言われまし

たが，まだ幸い起こっていません。いろんなこ

とは本当想定できないんだなと思います。

　年女， 50前，人生50年と言って信長は亡くな

りましたが，私も無事そのお年ごろが迎えられ

そうで，感謝，感謝の気持です。患者さんの更

年期の訴えに“全くその通りでございます”と納

得します。プラセンタのポスターの更年期の症

状が全て当てはまり，じゃあ打ってみようと始

めました。60年前から保険が効いているなん

て，ずっと女性はいろいろ困りつつ， 生き延び

てきたのだなと少し人類の歴史を感じてしまい

ます。

　きっとまた更年期が明けたら，めまいもな

く，イライラもなく，元気なおばさんに戻れる

と希望を持って生きていければなと思う日々で

す。こんな私でも外来に来てくれる患者さんが

いるなら今日もお店を開こうか，最近読むと心

が落ち着く村上春樹さんのエッセイに元気をも

らいながら。今後ともどうぞよろしくお願いい

たします。
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望修教授がＤＶＤを供覧されたのを眼にしてか

ら，果てしない夢と妄想と疑問が拡がってい

る。そのＤＶＤで眼にしたものとは，慢性心房

細動で広範な脳梗塞をきたし右片麻痺と高次脳

機能障害を生じた患者さんの骨髄液を採取し，

その中に含まれる骨髄間葉系幹細胞を分離し

て，約２週間で約１万倍（約１億個）に培養して

40mlのパックに封入した細胞製剤を30分～１時

間かけて点滴静注すると翌日から完全麻痺した

上下肢が動き始め，徐々に機能回復をするのみ

ならず，高次脳機能も改善を示した実例と，頸

髄損傷で完全麻痺した患者さんにも同様の治療

を行うと歩行可能となった症例である。脳梗塞

例では梗塞部位の改善状況の画像提示もされ

た。このＤＶＤは10年前にＮＨＫでも放映された

らしいが，何故か今まで話題にならなかった。　

昨年４月に大阪で開催された脳外科のコングレ

スで紹介され，脳外科の竹島教授が本望教授を

宮崎に招聘されたとのことであった。　

　ここまで読まれた方には，おそらく私と同様

の夢と疑問が拡がり始めたことと思う。そし

て，このように夢みたいな素晴らしい話題なの

に，この話を周りの友人たちにしても初耳のよ

うで，昨年10月，熊本大学の同窓ゴルフコンペ

に参加したときの夜の懇親会でも話をしたが誰

も知らなかった。あまりにも俄かには信じ難い

治療法だから，迂闊に話題にしたら馬鹿にされ

ると思って話題にならないのか？　かくいう

私も，信じたい気持ちと，もしかしたら…の

気持ちがない交ぜになっていたので，９月２

日の夜，『進行期パーキンソン病の治療～ｉＰＳ

細胞移植治療の話題を含めて～』の講演で来宮

された京都大学神経内科の高橋良輔教授にお訊

ねしたところ，「現時点ではＲＣＴ(Randaomized 

Controlled Trial)がなされていないものの有

効性はあると思います」と答えられたので意を

強くして，ここに披露させていただくことに

した。　

　本望教授のお話では今年中にも厚労省の治療

承認が降りるかもしれないとのことであるが，

患者さんを迎えるためにジェット機も用意して

おり，札幌医科大学構内には医療機器メーカー

のニプロが細胞培養センターを建設したとのこ

とであった。慢性期の症例にも有効なのかは不

明だが，この治療法が確立して全国で展開され

るようになると，毎年多数発生する脳血管障害

や脊損の患者さんたちや，我々医療人にとって

も朗報この上ない。ただ，気になるのはコスト

であるが，賢い日本人なら解決するであろう。

我が愛読書であるジェフリー ・ディヴァー氏の

『リンカーン ・ライム　シリーズ』の主人公は頸

損による四肢麻痺であるが，慢性期にも有効で

あれば，このシリーズも新しい展開を迎えるこ

とであろう。

　燦然と　光輝く　未来かな　再生医療　夢は

果てなく　

新資本主義時代

延岡市　みやた内科医院　宮
みや

　田
た

　純
じゅん

　一
いち

　以前は学会に参加すると専門医の更新に必要

な点数の登録に参加票を渡されていた。近年は

学会が発行する会員証のカードで登録が終了す

る。紙の記録がないので点数が登録されたか不

安は残るが，紙に日付の入った印鑑を押しても

らう必要はなく便利になった。
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＜追悼＞

都農町　ながとも医院　永
なが

　友
とも

　淳
じゅん

　司
じ

　新年早々，ふさわしい話題でないかもしれま

せんが，昨年はあまりにも惜しい方々が相次い

で亡くなりました。

　David Bowie　　1977年「Heroes」を発表，“ベ

ルリンの壁の下で落ち合う君たちはヒーローな

んだ”と政治によって理不尽に引き裂かれた恋

人達に心を寄せ， 1987年にはベルリンの壁を背

に野外コンサートを開き，敢てスピーカーを東

ドイツ側に向け流しました。「壁の向こう側に

いる私達の全ての友人達に願いを送ります。」と

“Heroes”を歌いました。壁が崩壊されたのはそ

の２年後でした。

　Keith Emerson　　「この深い苦境に勇敢に耐

えている日本の皆さんに唯一私が出来ることは

イギリスから“音楽”という手を差し伸べること

だけです。強靭でそして美しい国，日本。桜が

毎春必ず花を付けるが如く，皆さんはいつもい

つの時でも家族や友人達に見守られていくこと

でしょう。皆さんはそんな方々の為に心を強

く持ちお互いを助け合いながら歩んでいくの

でしょう」５年半前に彼が日本に向けて発した

メッセージです。こんなに日本を愛してくれて

いたキースが右手の神経障害のため満足に演奏

が出来ないことを悩み，しかも日本公演の前に

自ら命を絶っただなんて居たたまれません。

　Prince　　一昨年，グラミー賞のプレゼン

ターとして壇上に立ちスピーチしました。「ア

ルバムって覚えてるかい？アルバムは今でも大

事だ。本とか黒人の命と同じように大事なん

だ」このコメントのようにネット化された音楽

　医師を取りまく環境のコンピューター化（電

子化）は目覚しく，最近ＩＢＭのパソコンのワト

ソンが血液疾患を診断し治療の成功につながっ

たニュースが流れた。大病院は電子カルテと

なり，診療所のカルテは紙でも保険請求は電

子化されている。社会に目を向けるとＡＩ（人工

知能）による自動運転の自動車が開発されてい

る。ＩoＴ（インターネット・オブ・シングズ）に

より物や人からデータが集められインターネッ

トで共有されるようになった。これによりタク

シー会社ではナビを組み合わせたタクシーの位

置情報により客の需要に応じた配車が可能と

なった。Ｆｉｎ Ｔｅｃｈは金融とテクノロジーを合

わせた造語であるが，フィンテックが進化する

とオンラインの支払い，電子取引や電子マネー

の流通が一般化していくと考えられる。このよ

うに電子化により人の作業が簡素化され便利に

なってきている。

　ところで現代は資本主義の時代で工場やビル

を所有する会社など大資本を持つ人が活躍する

時代であった。しかし，世界中でインフラが整

備され，インターネットで世界の情報が共有で

きるようになると物としての資本は必要なく

なってきている。代わってソフトウェアやシス

テムなど新しい技術を持った人が社会で活躍し

ている。

　このまま電子化が発展すればいわゆる資本

（病院）を持たない開業医が増加していくことが

考えられる。往診や遠隔診療による開業，画像

診断会社による開業、診断や健康管理業務によ

る開業など開業形態の多様化が考えられる。今

後は医師会も医師会員は病院の院長や勤務医と

いう概念を変えなければならない時代が来るか

もしれない。
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卒後50年のにわか健康志向

宮崎市　　　　　　　　　　髙
たか

　崎
さき

　眞
ま

　弓
ゆみ

　九重山の最高峰 ・中岳で休んでいると，帽子

にいっぱいバッジを付けた年寄りが登ってき

た。岩の上にしっかりと足を置き，一歩一歩確

実に登ってくる。見たところ私より高齢だ。早

速，「すごいバッジですね」と声をかける。する

と， 帽子を取って「これね，利尻山，こっちは

旭岳，これ槍ヶ岳」と始まった。「日本の山は大

方行ったよ」。

　話し終わると，ザックから三脚を取り出して

写真を撮り始めた。シャッターくらい押してあ

げるのに，重い三脚を担いできたのか。それ

を見ながら，気になっていたことを聞いた。

「歳，いくつですか」，「俺か，85だよ」。ウエー。

　私が山登りを始めたのは，定年を迎える65歳

状況，また病んだアメリカを憂いていました。

ただ憂いてただけではありません。名前を出さ

ないことを条件に色々な社会活動を支援してい

たそうです。没後，支援を受けた人達から明ら

かにされました。

　Bono(U2)談「モーツァルトには会ったことが

ない。デューク・エリントン，チャーリー・

パーカー，エルヴィスにも。でも僕はプリンス

に出会えた」。

　Ｒ.Ｉ.Ｐ.

九州保健福祉大学
総合医療専門学校

になってからだ。それまでは机の前に座って論

文を書いたり会議に出たり，運動とは無縁の

日々で，生活習慣病にまっしぐら。これでは駄

目だと散歩を始めたが，ケージの中のマウスの

ように，同じところをぐるぐる歩いていても，

つまらない。山登りのほうが面白そうだと始め

たら，まだ続いている。

　昨年の夏，医学部の同期生およびその仲間二

人と富良野岳へ行った。当日は小雨模様であっ

たが，北海道まで行ったのだから登り始めた。

同行の同期生は，かつて地元の山岳会に入って

活躍していたので，案内してもらったわけであ

る。ところが，３分の２ほど登ったところで，

「俺はここで引き返す，お前は頂上まで行って

こい」と言う。何も見えなかったが，私は頂上

を征服した。彼は，私のような“にわか登山愛

好者”ではない。若いときから山で鍛えてきた

のに，なぜだ。

　私は今年で医学部卒業から50年になる。同期

会は毎年開催されているが，大学勤務の間はほ

とんど出席できなかった。だが，最近はときど

き参加している。すでに亡くなった者もいる

が，参加者は大方元気だ。その中でも特に元気

なのがいる。血色もいい。私にはかつての散歩

で時速６㎞の歩行速度が身についているが，彼

と歩くとそれより速い。時速７㎞は出ている。

私は尋ねた。「普段，何を食ってる」。すると，

「野菜中心の食事にしている」と。そうか。か

カット
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男 四十半ばにして，いざ聖地へ

宮崎市　いしかわ内科　山
やま

　田
だ

　琢
たく

　也
や

　年男で寄稿依頼頂いた。ここ１， ２年で(東

大)赤門，マンモス（甲子園）という‘聖地’に遂

に足を踏み入れた。医の道を志す前は進学先と

して父は東大を熱烈に望み，担任の恩師は懇切

に京大推しでいて下さった。いずれも行かない

（いえ行けない）のであるが，多士済々であった

地元の小学，高校の同級生の内２名がこの東の

聖地に進み，憧憬が残存していたのだろう。は

からずも某学会の冬季セミナー会場として訪れ

る機会が巡ってきた。赤門にはある種の荘厳さ

と色気を感じた。受験生と思しき人達が記念

撮影をしていたが， 私も普段する事もない写

メ自撮りでもして父に送ってやろうかと思った

位だ。

　次は甲子園だ。高校野球好きの母の影響で小

学生時から私もその魅力にはまった。ＮＨＫの

島村俊治アナ，テレ朝の植草貞夫アナの名調子

が好きだった。地方大会から新聞，週刊ベース

ボール増刊号，報知高校野球を読み漁り情報を

年次蓄積させる。この夏，前泊の上，朝一で公

共交通機関を乗り継ぎ早朝に着いたが既に絶望

的な程の長蛇の列だ。待つ事２時間，第１試合

の当日券は全て売り切れ。第２試合の追加販売

を規制線の前で座り込み更に２時間待つ。駄目

だった。もう今回はあかん。俺は一体何しに来

たのだろう…とその時，神が降りたとはこの事

だ。通りがかりの男性が入場券を譲ってくれ

た。対価は払った。奇跡的に入場できた。空席

は無くラジオのイヤホンを片耳に突っ込み，立

ち見だ。ブラバンの音響と歓声や拍手。第３試

合は球史に残る東邦-八戸学院光星戦だった。

幾多の名選手，名勝負を生んだ舞台かと考えた

ら感極まり「ナイスゲーム｣「有難う」と号泣，絶

叫，連呼した。夢見心地だった。ちなみに私が

生まれたのは，あの三沢-松山商戦の年だ。

　真冬と真夏に訪れた東西の‘聖地’の興奮と熱

狂は，九州そして宮崎が大好きな一人の中年男

に鮮烈な記憶を刻み込んだ。皆様にとっての聖

地はどの場所ですか？

論より証拠

宮崎市　清
きよ

　山
やま

　知
とも

　憲
のり

　政治の世界へ足を踏み入れると，ＫＫＯ（勘，

経験，思いつき）に基づく意思決定が大変重要

な局面でなされていることに唖然とした。県議

会の本会議場，委員会での議論を是非一度ご覧

頂きたい。

　もちろん臨床現場でもなお，自身の成功体験

や様々なバイアス，相関と因果を混同すること

による判断の歪みは絶えることがない。しかし

少なくともそこには，正しい意思決定の方向性

を指し示すテキストブックや，Pubmedを検索

すれば弱いものから強いものまで過去20年以上

のエビデンスの蓄積にアクセスすることがで

きる。

　医療費を適正化するための施策，子どもの学
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力を向上させるための施策，地域の経済成長を

促すための施策，子どもの貧困状態を改善させ

るための施策など，文字通り森羅万象の課題に

対して政治 ・行政は分析 ・対策を練り，実行し

ている。しかしその99％のものがＫＫＯによる

仮説に基づいたものであり，当然そこにはレト

ロスペクティブに検証可能なもの，もしくは他

の施策と比較可能なものとするためのデザイ

ン，そしてアウトカムの設定を行うという発想

は存在しない。

　ところが近年，こうした医療政策，教育政

策，社会政策の分野でエビデンスの重要性を説

く日本の識者が相次いで登場している。医療政

策学者の津川友介氏，教育経済学者の中室牧子

氏，統計家の西内啓氏。中室氏と西内氏は宮崎

へ招待し講演もしていただいたことがあるが，

それぞれ，「原因と結果の経済学」，「学力の経

済学」，「統計学が日本を救う」といった近著で

も素晴らしい知見を披露されているので，ぜひ

ご一読をお薦めしたい。

　エビデンスに基づく政策形成は，疫学の源流

であるイギリス，そしてアメリカで生まれ，大

きくなりつつある流れだが，疫学の祖である高

木兼寛を輩出した宮崎県こそ身につけたい考え

方である。私も微力ながら実践する立場の者と

して邁進していきたい。

孫の便りにくるめく

都城市　安藤胃腸科外科医院　安
あん

　藤
どう

　健
けん

　一
いち

　その日，孫からのはがきが届いた。女房が手

渡しながら，顔には意味ありげな笑みを湛えて

いる。久しぶりの便り。電話からメールへと変

遷する時代にあって珍しくなった直筆の便り

だ。「あなたが嬉しがる様なこと，書いてるみ

たい…」，との声が続くかに思えたが，はがき

を渡して自分の日常の仕事へ戻ってしまった。

差出人は，確かに東京近郊に在住する小学六年

の孫の名前である。あろうことか，裏返して

目に飛び込んだ光景に，「これはどうしたこと

だ，これは何だ」と，頭が混乱した。驚きの視

覚情報，その不意うちに一瞬たじろぎ，くるめ

く。色鉛筆と鉛筆に線で描かれた絵模様を認識

したのだが，文章が見当たらない，文字が見え

ない。そう錯覚させる画像だったからである。

そんな…，くらくらっとした思考の定まらない

状態から，ゆっくりと我に返った。一面の線描

と軽いタッチで色づけされた抽象画っぽい絵模

様は，何を伝えようとしているのか。めがねに

手をかけ，長方形のはがきを縦にもち直した。

謎解きに挑戦すべく，今一度入念に覗きこん

だ。上方の1/3に山の輪郭と「男体山」と記され

た小さな文字を読み取った。鉛筆書きが薄すぎ

る。中程1/3には水色に塗られた湖と船が描か

れ，「遊覧船にのりました」との文が紛れ込んで

いた。また，その左方には朱に立ち上がる火

が，「キャンプファイア」と。下方の1/3には山

あいの台地らしき鉛筆書きでの描写が，そこ

に，これも鉛筆で重ね書きされた「ここで歌い

ました」という文を判読する。フーと安堵して

カット
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高校生の頃に，やりたかったこと

高鍋町　坂田病院　坂
さか

　田
た

　師
もろ

　通
みち

　梶井基次郎の「檸檬」を初めて読んだのは，中

学三年生の終わりの頃だったと思う。その日か

ら私は，本屋の本棚にレモンを置いて立ち去り

たいという欲望を持ってしまった。私は高校の

三年間は宮崎市内に住んでいたが，週に何回も

山形屋デパートの近くにあった「せいしえん書

店」に通っており，何度もレモンを買って学生

服のポケットに入れて，いつかレモンを置いて

店を出ようと考えていた。けれども，結局一度

も実行することなく，高校を卒業してしまっ

た。大学生になってからは，「レモンを置いて

店を立ち去りたい」という欲望はいつしか消え

てしまった。

　高校卒業後17年後に宮崎に戻って来た時，せ

いしえん書店は既に閉店していた。高校時代に

通い詰めた書店がなくなっていたことは，私に

とって外套を新調するに値する重大なことで

あったが，不思議なことにその時から「レモン

を置きたい」欲望が復活した。最近の私は本屋

に行くと，そのことが頭を離れなくなり，鼓動

が早くなって息苦しさを感じる。もちろんポ

ケットにレモンは入っていないが。

　先日，大学時代の友人と久しぶりに学会で会

い一緒に酒を飲んだ時にその話をしたところ，

友人は「お前は，世間では変人・奇人の類に入

れられている。今は何処にでも防犯カメラが設

置されているので，間違ってもレモンを置いて

はならない。大学にも医師会にも迷惑をかける

ぞ」と釘を刺された。話をする相手を間違えた

と思った。

一息ついた。

　女房の意味ありげな笑みの正体はこれだった

のか。孫からの便りと聞かされた途端，私は色

めきたった。読む前から，ほどよいボリュー

ムの文章を想像し，その内容に成長ぶりを目

の当たりにしたいとの一心で，気持ちが高ぶ

り，逸った。「お元気ですか」，「もうすぐ修学

旅行があります」，「弟も元気にしています」，

「春休みにはみんなで都城へ帰ります」，「…」。

はがきを受け取る瞬間に，あまたの文面が駆け

めぐっていた。自分の子供と趣を異にして，孫

は静かに見守っておれる存在だと思っていたで

はないか。今回のあわてふためいた顚末に少し

気恥ずかしさを覚えている。何も，（認める），

（綴る）とか，しゃれた詩的な文章を期待した訳

ではない。それ相応の漢字と内容が散りばめら

れた文面を夢想していたのだ。一時の興奮と困

惑から解放され，「線描された絵」と「簡潔な説

明」のはがきが，それなりに味わい深いことに

気づかされた。「日光東」と押された消印が目に

入ったのは，あとからだった。

　そして，孫の素直な，いや，いたずらな表

現？に成長を感じながら返事を書き送った。

　<こんばんは。男体山のある日光へ行ったん

だ。はがきの絵から想像して，中禅寺湖を遊覧

船で回遊し，湖畔でキャンプファイヤを楽し

み，男体山へ向かって声をはりあげて歌ったと

いうことなんだろうと思う。男体山の威容と中

禅寺湖の美しさ，その競演に感動した気持ちが

伝わってきました。記憶に残る修学旅行になっ

たこと，よかったネ。…。>
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　しかし，何かの雑誌を読んでいたら「檸檬」の

舞台となった京都の丸善では平成17年に閉店す

る時に，文学ファン達が閉店を惜しんで店内に

レモンを置いたそうで，昨年再オープンした時

に，店内にレモン専用の籠が置かれ，私と同類

の人々の要望に応えたという記事を見つけた。

私は，友人が言うような変人・奇人ではないと

確信した。

　私は未だにレモンを置いていない。しかし，

最近記憶力が低下し，そのうち認知症になると

思う。もしかしたら徘徊して，本棚にレモンを

置いてしまうかもしれない。その時のために，

医師会の諸先生方に，予めお詫びを申し上げ

ます。

ブラジル

日向市　松岡内科医院　松
まつ

　岡
おか

　敬
けい

　子
こ

　幼い頃金曜ロードショーで「愛情物語」をみて

以来，吹替のカーメン ・キャバレロが大好きに

なった。親日家であった彼はなんと来宮。もち

ろん私は親にねだり，ピアノ友達とディナー

ショーに出かけた。「愛情物語」の劇中で演奏

した「トゥ ・ラブ ・アゲイン｣（ショパンのノク

ターンＯｐ９－２）｢ブラジル」も含まれ大満足

のものであった。シヨーの後，積極的であった

年長の友人に引っ張られサインをもらいにいっ

たが，彼は実に紳士で優しい笑顔で対応して下

さった。(そのサインはなくしましたが)あれか

らうん十年が経ち，カーメン ・キャバレロも亡

くなり記憶は薄れていった。

　昨年夏，リオオリンピック開会式で「ブラジ

ル」が流れた。「ブラジル」という曲はもともと

「ブラジルの水彩画」という曲名で，奴隷時代が

終わり自由となったブラジルの情景を表す曲で

あるらしい。作曲者のアリー ・バホーゾは「イ

パネマの娘」など名曲を生んだアントニオ ・カ

ルロス ・ジョビンより，母国では人気があるそ

うだ。

　「ブラジル」のメロディーを聴きなつかしさで

目頭に涙がにじんだ。浮かんでくるのはビー

ルのコマーシャルではなくやはりあの「愛情物

語」だ。やたらとピアノのパートが難しいキャ

バレロの演奏，キム ・ノヴァクの美しい顔，タ

イロン ・パワーの堂々としたエアーピアノの弾

きぶり，そして戦地での少年との連弾。そうだ

以前も，クリスマスソングを聴いたことをきっ

かけにジュディー ・ガーランドの歌声が聞きた

くなって，「若草の頃」がとてもみたくなったっ

け。本当にこんな時，you tube が便利だ。今回

もＰＣでしっかりと頭の中の映像を蘇らせてい

ただいた。便利な世の中になって，よかったよ

かった。今年は何をきっかけに何を思い出すだ

ろう。 
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雑感

宮崎市　盛田内科クリニック　盛
もり

　田
た

　修
しゅう

一
いち

郎
ろう

　医師はできうる限りの知識と技術で救命を行

うべきだが，医療資源（人，物，金）は有限で医

療保険の現実的な運用は現場に一任される。値

段をつけられない命を救うのは限りある金と人

だという矛盾を常に医療現場に押しつけられ

る。社会はこの矛盾を「医療は仁術」という言葉

で現場に放置せず，観念的ではなく現実的に議

論すべきである。

　高齢者が増加することは疾病人口が増加し医

療費が増加することである。一方で，安全やレ

ベルアップした医療の一般化への要求も医療費

の増加の大きな原因である。一昔前には再利用

していた注射器や注射針は現在使用毎後に廃棄

しているし，早期発見の目的で検査の種類（血

液検査の項目の増加など）や機械（ＣＴ，ＭＲＩな

ど）の利用も増加している。また，年々質 ・量

ともに増加する薬剤，手術場での安全と少ない

侵襲を求めての機械（腹腔鏡手術やロボット手

術など）の登場，それに関わる人員の増加など

も要因である。

　今日，移植医療の発達やｉＰＳ細胞などを始め

とした再生医療や遺伝子治療の登場で，我々は

神の領域へ足を踏み入れようとしている（そも

そも神が存在する宗教域に現代人の多くは元々

生活していない）。また血管の老化である動脈

硬化を原因とした脳梗塞，心筋梗塞，腎不全な

ど，そして細胞の老化としての癌の治療なども

医療費の多くを占めるようになっている。一方

で胃瘻造設患者の増加，植物状態患者への人工

呼吸器など生命維持装置の装着など，いわゆる

不可逆的な病態への治療の是非も議論の机上に

あげられている。かつて神のみが決定した老化

という人間の死をも，これからは人類自身が定

義し決定しなければならない時代になってきた

のである。文明とは科学技術の発達のみの進展

ではなく人間の理性の充実（文化，人生観など

の哲学，公共性などの社会観）も随伴するはず

のものである。

　日本の医療が今後も限られた社会保険で行わ

れるならば，めざす医療の帰着点や内容を文明

化した国民自身がそろそろ冷静に判断決定すべ

き時期が迫ってきている。　

患者になって

高鍋町　坂田病院　坂
さか

　田
た

　師
もろ

　隣
さと

　昨年(平成28年)生涯２回目の外科手術を経験

しました。最初は，小学３年生の時，急性虫垂

炎，この時は父の執刀であり，在宅療養の為患

者の認識はありませんでした。２回目は昨年，

白内障の手術をしました。白内障は，数年前に

発症し，近医のクリニックでフォローしていた

だいていました。しかし，昨年主治医の先生よ

り手術をすべきと判断され，宮崎市内の眼科で

手術するよう指示されました。

　手術予定眼科の初診日，私は緊張と恐怖に包

まれ受診，血圧も上昇，しかし，待ち時間に事

務職，看護職，検査技師の方々の働きぶりを観

察する事ができました。当然眼科なので目の不
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近況報告

宮崎市　楠元内科胃腸科　楠
くす

　元
もと

　正
ただ

　輝
てる

　高校生の頃は鹿児島県の大口市に住んでいた

ので友人達としばしば霧島山を縦走した。大学

は鹿児島市だったので櫻島や開門岳等にクラス

メートとハイキングを楽しんだ。その頃櫻島は

全く活動していなかったので南岳火口から深い

火口底を見る事が出来た。阿蘇や九重にもしば

しば出かけたが九山医体では鳥取の大山に登っ

た。仕事が暇になった65歳過ぎになってからは

膝の弱い家内と九重や上高地立山などをうろう

ろした。山頂までは無理で三合目附近で引き返

すことが多かった。最近はますます弱くなり山

は遠くから眺めるだけになった。もっぱら町の

中を徘徊している。昨年５月奈良の友人に誘わ

れて奈良に出かけた。大きな寺をまわり沢山の

佛像を拝んだ。

　これで極楽に行けるような気持ちになった。

最も心に残った佛像は興福寺の十大弟子像の中

の幾つかの若者像であり，その清廉でひたむき

な表情はいつまでも心に残った。８月は四国

にいる同窓生のＯ君から「阿波踊りの桟敷席を

とってあるから出て来い」と同窓会の誘いがあ

り家内と出かけた。新幹線で福山まで行きそこ

からバスで「瀬戸内しまなみ海道」を渡り今治に

向った。天気が良く瀬戸内海の景色を楽しむ事

が出来た。今冶のホテルに集った同窓生は６人

だけで奥様方を入れて10人であった。翌日はマ

イクロバスで徳島市に向った。徳島市の人口は

30万人あまりであるが，約10万人が踊ると云わ

れている。観客は期間中130万人が押しよせる

そうである。約100人の連の踊りは見事なもの

自由な方，特に高齢者の方々の受診が多く見受

けられました。スタッフのその方たちへの誘

導，指示，検査等の配慮が患者の辛さ，不安 ・

恐怖をよく理解して行動されているようでし

た。私は感動しました。

　私を担当していただいた主治医先生をはじ

め，検査，看護職，その他のスタッフの方々の

心配りによって，私の恐怖も次第に薄れていく

のを感じました。

　私は，医療スタッフの些細な言葉，行動のひ

とつでこんなに患者さんの気持ちが穏やかにな

るのかと身をもって実感しました。

　現在の多くの医療スタッフ，特に医師は，豊

富な医学的知識と技術を持ち，高度な医療を進

めています。これは，高く評価すべきで素晴ら

しい事と考えます。しかし，一部変なプライド

による医療を行い，患者に恐怖，不安，医療

不信を抱かせているのではないかと思ってい

ます。

　私は，今後人間味溢れる医師としての仕事を

考慮すべきと痛切に感じました。

　閑話休題　私の病院スタッフは，私の白内障

の手術が決定すると，面白可笑しく私に対し恐

怖，不安を煽り立てました。同様に病に苦しん

でる方にも無意識に行っているかと思うと心が

痛みます。

　私の病院スタッフの事を考えると，せっかく

透明になった私の眼レンズも再び白濁しそう

です。
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　表題の言葉は，云う迄もなくお釈迦さま

(ブッタ様)の最期の言葉である。齢を重ね「赤

いランプの終列車」に乗ると “車内にお忘れ物

のないようにお仕度下さい” の声が時々聞こ

える。

　終着駅が何時なのかわからない。わからない

から人生が楽しくもあり。苦しくもある。

　悟りを開いたブッタ様のこの言葉こそ真の意

味を味わいたいものである。

　「人間この無知なるもの」著者，アレキシス ・

カレル氏の中にある如く，“人間は不思議な存

在である” それ故に命の貴さを学び，平和を学

び「ありがとう｣｢おかげさま｣「私がやります」の

道徳そして教育の原点に立ちたいものである。

“そしてこの世に生まれてよかった” と皆んな

で喜びわかちあいたいと思う。又「日本人たる

気品｣｢伝統的｣な美しさ又「日本の哲学」も忘れ

ないようにしたいものである。

　桜にもいろいろ思い出がある。“涙にぬれた

桜”“勇気を与えてくれた桜”“美しさにみとれ

で次から次へと押し寄せるのは壮観であった。

楽しい体験であった。雄大な風景を見る事は少

なくなりましたが，今は年齢と共に視野を狭く

して見える範囲内での風景を楽しんでいます。

この世は美しい

延岡市　　　　　　　　　　宝
ほう

珠
し

山
やま

　　　弘
ひろしほうしやま子ども

クリニック

た桜” とさまざまである。春爛漫と咲き匂う桜

こそ日本人の心であろう。桜と共に武士道，大

和魂，日本的道徳，そして日本的美しさをもっ

てゆかねばならぬ。

　修身教育をおきざりにした文部省殿 “才能な

し” といわれない内に教育と平和こそ人生の幸

福の原点であることを考えるべきとおもう。

　※味わいたい言葉

　－浜までは海女も蓑きる時雨かな－(瓢水)

お茶しませんか

宮崎市　県立宮崎病院　石
いし

　川
かわ

　恵
え

　美
み

　お茶をしませんか。

　お茶を始めて25年になる。と言っても月に

２， ３回のお稽古でなかなか上達しない。もと

もと料理が好きで懐石料理が作れるようになり

たいとの邪心から始まったことだが，茶道に入

門するとお茶を点てることだけではなく，茶碗

を初めとした焼き物，花，書，香などなど学ぶ

ことが沢山で自分の無知を知らされた。焼き物

の勉強に瀬戸，丹波，備前，信楽，萩，唐津，

高取にも旅をしたし，京都は学会で時間があれ

ば小美術館に足を運んだ。窯元では名品には手

が出ないので，もっぱら若手の作品を求め育成

だの先行投資だのと自分に言い聞かせている。

花に関しては散歩や山歩きを楽しくさせてくれ

る。今まで雑草と思っていたものにも目が留ま
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ラジコン

宮崎市　　　　　　　　　　加
か

　藤
とう

　丈
じょう

　司
じ

　新年，明けましておめでとうございます。さ

て，「ラジコン」という単語に，何をイメージさ

れますか。通常，無線操縦の模型飛行機や自動

車などを意味します。私の趣味の一つがラジコ

ン飛行機で，都城ラジコンクラブの会員です。

同クラブには，独自の飛行場があり熱心な会員

が多いですが，私の場合，休日に必ずしも時間

が取れる訳ではありませので，あまり熱心な会

員とは言えません。模型飛行機の操縦は，たと

えば自動車の運転に比べると，かなり難しく，

曲芸飛行は，さらに難しく奥が深いです。三次

元の空間で，飛行機の姿勢，機速，浮力，高

度，風向き等，多くの因子を常に考慮しつつ操

縦しなければなりません。操縦技術のみでな

く，飛行機の微調整等の整備作業も必要です。

　都城ラジコンクラブ会員は，全て男性です。

男女共同参画社会ですから，クラブ会則に，会

員は男性に限るといった文言はありません。十

数年前に，幼い娘達をラジコン飛行場に連れて

行ったことがありました。飛行機が離陸した時

は，「わー，飛んだ，飛んだー」と叫んでいまし

たが，次の瞬間，娘達の興味は，持参した人形

遊びに移っていました。第二次性徴や閉経の前

後で，女性の模型飛行機に関する興味が変化す

るということはないようですし，男性も成長や

加齢に伴って興味の程度が変化することもない

と思います。研究データがある訳ではありませ

んが，性ホルモンの影響ではなく，本質的な性

差があるのでしょう。男女共同参画社会の意味

は，男女がそれぞれに特徴的な能力を十分に発

るようになった。保護のため掌中になくとも，

頭の中で花入れと組み合わせている。しかし，

ＳＦＴＳのために無防備に草を分け入る事が出来

なくなったのは残念である。書に関しては年を

経て納得するものが多くなった。最初は墨蹟に

ある文字が読めない。幸いに茶席では読みも意

味も尋ねることができる。私の父は開業医をし

ていたが，何故か大徳寺の坊さんと仲良しで熊

本の実家に老師が遊びに来たこともある。父が

70歳を過ぎた頃，自分の片身だと誕生月に合わ

せた軸をくれた。私は２月生まれなので梅の絵

を背景に日々是好日という書である。話を懐石

に戻そう。茶事の中で懐石はあくまでもお茶を

美味しく頂くためのものなので量が多すぎても

いけない。お茶全般が季節感を大事にするよう

に懐石でも時季のものを提供する。温かいもの

を温かいうちにとタイミングも大事である。当

日は開始４時間前に台所に立ち作業を進めるが

必ず，一つ二つ失敗がある。

　平成27年夏に茶室を造り母が遺した道具を

使ってお稽古を重ねている。月に数回だが背筋

を伸ばすのは気持ちが良い。相変わらず慣れな

い正座だが畳の上で普段使わない筋肉も鍛錬さ

れる。茶道は近代まで男社会のものだった。ゴ

ルフも良いけど，交流，文化の継承，おもてな

しに，お茶をしませんか。　

宮崎大学
フロンティア科学
実験総合センター
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風
ふう

々
ふう

居
こ

士
じ

綾町　結い診療所　中
なか

　村
むら

　政
まさ

　人
と

　年来，山田風太郎の『人間臨終図巻』を愛読し

ている。僕は彼の小説の良い読者ではないが，

『人間臨終図巻』，『戦中派不戦日記』，『戦中派

虫けら日記』については文句なしに好きだ。特

に，戦時下の飢えと貧困にあえぎながら空襲の

中を逃げまどう医学生 ・風太郎の孤独な魂の記

録である『不戦日記』と『虫けら日記』には，虚無

と絶望と夢と情熱がゴッタ煮になったような

不思議な魅力が漂っている。一方，『人間臨終

図巻』は，「十代で死んだ人 （々アンネ，森蘭

揮して，多様な社会を構築することであると，

改めて認識させられる現象です。今年の私のラ

ジコンに関する目標は，昨年より１日でも多く

飛行場に出向いて，飛行技術を向上させること

です。とりとめのない文章になりましたが，ラ

ジコンに興味をお持ちの方，お声をかけて下さ

れば幸いです。今年も皆さまにとりまして良き

年でありますようお祈りします。　

丸，天草四郎，ジャンヌ ・ダルクｅｔｃ.）」に始ま

り，「百代で死んだ人 （々野上弥生子，泉重千

代ｅｔｃ.）」に終わる一大評伝集である。その数，

900人余り。読者は，時にわが身に引き寄せ，

あるいは時々の関心に応じて，自由に本書をひ

もとくことが出来る。例えば，「六十歳で死ん

だ人々」の章には森鷗外（1862～1922）と木下杢

太郎（1885～1945）の名が見える。その「木下杢

太郎」の項を締めくくる以下の文章は興味深い。

「彼の尊敬する最大の人物は森鷗外で，鷗外も

また若き日の杢太郎を愛した。文名をうたわれ

つつ，ついに医学から離れることの出来なかっ

た生涯も似た点があるが，その寿命もまた同じ

六十年であった」

　木下杢太郎は敗戦直後の昭和20年10月に「焦

土と化した東京の帝大病院で息をひきとった」

が，そう記す風太郎自身，焦土で敗戦を迎えた

日本人の一人である。当時，彼は東京医専の２

年生。昭和17年に始まる彼の日記からは，明日

をも知れぬ境遇の中で文芸への愛と情熱を抱き

つづける一人の若者の鼓動が伝わってくる。そ

して，敗戦後の混乱がつづく中，貧しく孤独な

この青年は医学の道を離れ，作家として飛び

立っていくのである。　

理　

 

事　
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獅
子
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賢
一
郎

運
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［次回は， 宮崎市の西川 清先生にお願いします］［次回は， 延岡市の松尾 崇先生にお願いします］

エ コ ー ・ リ レ ー
（497回）

（南から北へ北から南へ）

数字

宮崎市　宮崎大学第一内科　皆
みな

　川
かわ

　明
あき

　大
ひろ

　 

トライアスロン

延岡市　いまだ内科・消化器科　今
いま

　田
だ

　真
しん

　一
いち

　学生の頃より数字が苦手で

苦労してきました。 腎臓内科

医となった今でもクレアチニ

ンクリアランスの計算など研

修医の先生に教えるときに

は， こっそり「カンニング」し

た後に， 素知らぬ顔で説明し

ている有様です。 しかし2016

年６月26日の日付だけは決して忘れない数字と

なりました。

　その日は朝から大学院講義を受ける予定であ

り， 大学で時間まで何をしようかと考えている

最中でした。 その直後に妻から連絡が入り， 急

に破水したためこれから病院に向かうとの事で

した。 心底驚きましたが， 主治医の先生より

「状態も安定しており通常の分娩を進めます」と

説明を受け， 看護師 ・ 助産師の方にも気にか

けて頂き， 妻ともども安心して出産に臨む事が

出来ました。 信頼できる医療従事者の言葉とい

うものは患者にとって何よりの妙薬なのだ， と

実感した次第です。

　初産でありましたが幸い大きな問題もなく

2016年６月26日午後５時２分， 待望の長女の顔

を見る事が出来ました。 元々の予定日は７月。

宮崎の早い地区では稲が実りだす時期です。 思

惑違いとはなりましたが， 名前はかねてから決

めていた「穂
ほの

実
み

」としました。 2,408ｇで生まれ

た穂実は両親の不安をよそに， すくすくと大き

くなっています。 毎晩， 天使のような寝顔と悪

魔のような癇癪を楽しませてくれるようになり

ました。

　予定日を間違えて産まれた娘はもしかしたら

父に似て数字が苦手なのかもしれませんが， ど

うか健やかに育ってほしいと願う今日この頃

です。

　先日，福岡での糖尿病の研

究会に参加しました。帰りの

飛行機の中で，アメリカ人の

背の高い男性と隣り合わせの

座席になりました。彼が，機

内で客室乗務員から配られた

飴玉を，不思議そうに見つめていたので，勉強

中の英会話で，“気圧の変化に伴う耳痛を緩和

するために，配られているんだよ。”と説明しま

した。彼は“僕はケビン・マクドウェル。シカ

ゴから，週末の宮崎シーガイアトライアスロン

大会に参加するためにやってきたんだ。”“凄

いじゃないか，もう少し話を聞かせてよ。”と

促すと，“世界ランキングは30位くらいかな？

アメリカでは５位なんだ。今度の東京オリン

ピックにアメリカ代表で参加するのが目標な

んだ。”“アメリカからは何人のアスリートが

オリンピックのトライアスロン代表になれる

の？”“３人だよ，宮崎シーガイアトライアス

ロンは今シーズン最終戦で，宮崎でいい成績を

上げて，ランキングアップを目指しているん

だ。” “ケビン，宮崎シーガイアトライアスロン

でいい成績を上げてぜひ来年も宮崎来てくれ

よ。”と励ますと，“ありがとう，そのつもりだ

よ。”と熱い握手を交わしました。ライブ中継を

チェックしていましたが，残念ながら，今回は

いい成績は上げられなかったようでしたが，機

内で，新しい出会いを楽しめたことに感謝する

と同時に，今度の東京オリンピックに一つの楽

しみができました。
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平成 28 年１月～ 12 月までの

叙位・叙勲及び表彰・祝賀受賞会員

叙勲 ・祝賀

 【宮崎市郡医師会】

保健衛生功労により瑞宝中綬章（平成28年11月３日）　　　　　　　　　　　　　豊　田　清　一

学校保健功労により瑞宝双光章（平成28年11月３日）　　　　　　　　　　　　　竹　尾　康　男

保健衛生功労により旭日双光章（平成28年11月３日）　　　　　　　　　　　　　早稲田　芳　男　

 【都城市北諸県郡医師会】

保健衛生功労により瑞宝小綬章（平成28年４月29日）　　　　　　　　　　　　　藤　元　登四郎

保健衛生功労により旭日双光章（平成28年４月29日）　　　　　　　　　　　　　柳　田　喜美子 

表彰 ・祝賀

 【宮崎市郡医師会】

公衆衛生事業功労により厚生労働大臣表彰（平成28年３月８日）　　　　　　　　阿　南　育　男

第44回医療功労賞（読売新聞社主催）（平成28年３月14日）　　　　　　　　 　　出　盛　允　啓

医療功労により県知事表彰（平成28年６月18日）　　　　　　　　　　　　　　　田　﨑　髙　伸

救急医療功労により県知事表彰（平成28年９月５日）　　　　　　　　　　　　　濱　砂　重　仁

精神保健福祉事業功労により県知事表彰（平成28年10月14日）　　　　　　　　　井　上　雅　文

公衆衛生事業功労により県知事表彰（平成28年11月11日）　　　　　　　　　　　木佐貫　健　一

 【都城市北諸県郡医師会】

第44回医療功労賞（読売新聞社主催）（平成28年１月13日）　　　　　　　　　　 柳　田　琢　也

医療功労により県知事表彰（平成28年６月18日）　　　　　　　　　　　　　　　丸　田　茂　德

警察部外功労者表彰（警察協力章）（平成28年７月１日）　　　　　　　　　　　 石　井　芳　満

学校保健及び学校安全に関する文部科学大臣表彰（平成28年10月27日）　　　　　田　中　昭　彦

公衆衛生事業功労により県知事表彰（平成28年11月11日）　　　　　　　　　　　坂　口　健次郎

 【延岡市郡医師会】

公衆衛生事業功労により日本公衆衛生協会長表彰（平成28年３月８日）　　　　　日　髙　隆　徳

医療功労により県知事表彰（平成28年６月18日）　　　　　　　　　　　　　　　井　上　　　博

救急医療功労により県知事表彰（平成28年９月５日）　　　　　　　　　　　　　髙　見　博　昭

産科医療功労により厚生労働大臣表彰（平成28年９月９日）　　　　　　　　　　井　上　　　博

公衆衛生事業功労により県知事表彰（平成28年11月11日）　　　　　　　　　　　牧　野　剛　緒

 【日向市東臼杵郡医師会】

医療功労により県知事表彰（平成28年６月18日）　　　　　　　　　　　　　　　横　田　　　晃

救急医療功労により県知事表彰（平成28年９月５日）　　　　　　　　　　　　　今給黎　　　承

精神保健福祉事業功労により県知事表彰（平成28年10月14日）　　　　　　　　　水　野　智　秀
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 【児湯医師会】

医療功労により県知事表彰（平成28年６月18日）　　　　　　　　　　　　　　　﨑　濵　國　治

 【西都市西児湯医師会】

医療功労により県知事表彰（平成28年６月18日）　　　　　　　　　　　　　　　鶴　田　曜　三

救急医療功労により厚生労働大臣表彰（平成28年９月９日）　　　　　　　　　　相　澤　　　潔

 【南那珂医師会】

公衆衛生事業功労により厚生労働大臣表彰（平成28年３月８日）　　　　　　　　戸　倉　　　修

国民健康保険関係功績により厚生労働大臣表彰（平成28年10月17日）　　　　　　黒　木　和　男

公衆衛生事業功労により県知事表彰（平成28年11月11日）　　　　　　　　　　　山　元　敏　嗣
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叙勲・祝賀

保健衛生功労により瑞宝中綬章

豊
とよ

　田
だ

　清
きよ

　一
かず

　先生（宮　崎）

　平成28年11月３日，保健衛生功労により瑞宝中綬章をお受けに

なりました。

　衷心より祝意を表しますと共に，今後ますますのご活躍を祈念

いたします。　　

豊田 先生

学校保健功労により瑞宝双光章

 竹
たけ

　尾
お

　康
やす

　男
お

　先生（宮　崎）

　平成28年11月３日，学校保健功労により瑞宝双光章をお受けに

なりました。

　衷心より祝意を表しますと共に，今後ますますのご活躍を祈念

いたします。

竹尾 先生
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叙勲・祝賀

保健衛生功労により旭日双光章

早
わ

稲
せ

田
だ

　芳
よし

　男
お

　先生（宮　崎）

　平成28年11月３日，保健衛生功労により旭日双光章をお受けに

なりました。

　衷心より祝意を表しますと共に，今後ますますのご活躍を祈念

いたします。

早稲田 先生
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表彰・祝賀

公衆衛生事業功労により県知事表彰

木
き

佐
さ

貫
ぬき

　健
けん

　一
いち

　先生（宮　崎）

坂
さか

　口
ぐち

　健
けん

次
じ

郎
ろう

　先生（都　城）

牧
まき

　野
の

　剛
たか

　緒
お

  先生（延　岡）

山
やま

　元
もと

　敏
とし

　嗣
あき

  先生（南那珂）

坂口 先生木佐貫 先生

田中 先生

学校保健及び学校安全に関する文部科学大臣表彰

田
た

　中
なか

　昭
あき

　彦
ひこ

　先生（都　城）

平成28年10月27日，学校保健功労により文部科学大臣表彰をお受けになりました。

衷心より祝意を表しますと共に，今後ますますのご活躍を祈念いたします。

山元 先生牧野 先生

平成28年11月11日，公衆衛生事業功労により県知事表彰をお受けになりました。

衷心より祝意を表しますと共に，今後ますますのご活躍を祈念いたします。
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１　抗癌化学療法により再活性化をきたす肝炎ウ
イルスはどれか。
ａ　Ａ型
ｂ　Ｂ型
ｃ　Ｃ型
ｄ　Ｄ型
ｅ　Ｅ型

２　血液中の脂質変動について正しいのはどれか。
ａ　食後はカイロミクロンが増加する。
ｂ　飢餓時はＬＤＬコレステロールが上昇する。
ｃ　閉経後はＨＤＬコレステロールが上昇する。
ｄ　ＬＤＬコレステロールの著増は乳び血清を

きたす。
ｅ　動物性蛋白をとらないとＬＤＬコレステロー

ルが異常低値を示す。

３　正常な胎児付属物について正しいのはどれ
か。２つ選べ。
ａ　羊水は淡黄色透明である。
ｂ　臍帯内の静脈は２本である。
ｃ　妊娠末期の胎盤重量は約200ｇである。
ｄ　分娩時臍帯動脈血㏗は7.00未満である。
ｅ　卵膜の３層構造で最も内側の層は羊膜で

ある。

４　直腸指診について正しいのはどれか。
ａ　腹臥位で行う。
ｂ　下血があれば行わない。
ｃ　中指を肛門から挿入する。
ｄ　肛門診察の前に直腸の触診から始める。
ｅ　肛門を正面から見て腹側を12時と表記する。

５　23歳の初妊婦。発熱を主訴に来院した。現在，
妊娠15週。３日前から下腹部の違和感と排尿時
痛とを認め，昨日から38.4℃の発熱が出現し
た。既往歴に特記すべきことはない。意識は清
明。体温38.8℃。脈拍100/分，整。血圧118/68
㎜Hg。呼吸数20/分。右肋骨脊柱角に叩打痛を
認める。尿Gram染色でGram陰性桿菌を認めた。
　投与すべき抗菌薬はどれか。
ａ　セフェム系
ｂ　マクロライド系
ｃ　ニューキノロン系
ｄ　テトラサイクリン系
ｅ　アミノグリコシド系

６　産業医の職務として法令に規定されていない
のはどれか。

　ａ　衛生教育

ｂ　作業の管理
ｃ　労働者の健康管理
ｄ　作業環境の維持管理
ｅ　採用を判断するための健康診断

７　２歳の男児。発熱，咳嗽および喘鳴を主訴
に母親に連れられて来院した。今朝から38℃
台の発熱と咳嗽が出現した。数時間後には咳
嗽は犬吠様となり，吸気性喘鳴と嗄声も出現
したため来院した。陥没呼吸を認め胸部に
stridorを聴取する。

　　最も考えられる疾患はどれか。
ａ　肺　炎
ｂ　気管支喘息
ｃ　急性気管支炎
ｄ　急性細気管支炎
ｅ　クループ症候群

８　25歳の男性。バイクを運転中に自動車と接
触して転倒し，後続の自動車にひかれ救急車
で搬入された。来院時，脈拍120/分，整。血
圧110/80㎜Hg。呼吸数32/分。SpO2 89％（リ
ザーバー付マスク10L/分 酵素投与下）。胸郭
は奇異性運動を起こし努力呼吸である。胸部
エックス線写真で右肋骨の多発骨折と肺挫傷
とを認めるが，血胸や気胸はみられなかった。
　直ちに行うべきなのはどれか。
ａ　胸腔穿刺
ｂ　抗菌薬投与
ｃ　挿管陽圧換気
ｄ　バストバンド固定
ｅ　副腎皮質ステロイド全身投与

９　介入を伴う臨床研究について正しいのはど
れか。
ａ　倫理審査委員会の審査は必要ない。
ｂ　被験者は研究計画書を閲覧できる。
ｃ　開始した研究は中止することはできない。
ｄ　研究に伴う有害な事象は開示しなくても

よい。
ｅ　研究で得られたデータの部分的改ざんは

許容されている。

10　アスぺルギルス症が最も合併しやすいのは
どれか。
ａ　無ガンマグロブリン血症
ｂ　Wiskott-Aldrich症候群
ｃ　毛細血管拡張性失調症
ｄ　DiGeorge症候群
ｅ　慢性肉芽腫症

あなたできますか？
－平成27年度 医師国家試験問題より－

(解答は99ページ)
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宮崎県感染症発生動向 ～11月～

肺結核 ４
その他の結核(結核性胸膜炎，結核性脊椎炎) ３
無症状病原体保有者 ４
疑似症 １

表１　結核　病型別報告

表２　結核　年齢別報告

2016年11月 2016年10月
例年と
の比較報告数

（人）
定点当
たり（人）

報告数
（人）

定点当
たり（人）

インフルエンザ 39 0.7 3 0.1 ★
RSウイルス感染症 99 2.8 325 9.0
咽 頭 結 膜 熱 92 2.6 69 1.9
※溶レン菌咽頭炎 203 5.6 164 4.6
感 染 性 胃 腸 炎 1,651 45.9 974 27.1
水 痘 51 1.4 51 1.4
手 足 口 病 494 13.7 589 16.4 ★
伝 染 性 紅 斑 89 2.5 131 3.6
突 発 性 発 し ん 120 3.3 113 3.1
百 日 咳 1 0.0 1 0.0
ヘルパンギーナ 42 1.2 123 3.4
流行性耳下腺炎 105 2.9 144 4.0
急性出血性結膜炎 0 0.0 0 0.0
流行性角結膜炎 42 8.4 60 12.0
細 菌 性 髄 膜 炎 0 0.0 0 0.0
無 菌 性 髄 膜 炎 0 0.0 1 0.1
マイコプラズマ肺炎 34 4.9 36 5.1 ★
クラミジア肺炎 0 0.0 0 0.0
感 染 性 胃 腸 炎

（ロタウイルス）
0 0.0 1 0.1

★　例年同時期（過去３年の平均）より報告数が多い
※　Å群溶血性レンサ球菌咽頭炎

■全数報告の感染症
１類 ：報告なし。
２類 ：  ￮ 結核12例 ：保健所別報告数を【図１】に示した。患

者が７例，無症状病原体保有者が４例，疑似症が
１例であった【表１】。患者は肺結核が４例，その
他の結核（結核性胸膜炎，結核性脊椎炎）が３例で
あった。性別は男性７例 ・女性５例で，年齢別報
告数を【表２】に示した。

３類 ：  ￮ 腸管出血性大腸菌感染症１例 ：都城保健所管内で
報告があった。無症状病原体保有者で20歳代で
あった。原因菌のＯ血清型はO91（ＶＴ1， 2産生）で
あった。

４類  ：  ￮ つつが虫病20例 ：保健所別報告数を【図２】に示し
た。年齢別では50歳代が最も多く，全体の３割を
占めた【表３】。主な症状として，発熱，刺し口，
リンパ節腫脹，発疹，頭痛，全身倦怠感，咳，
痰，体幹 ・四肢筋肉痛がみられた。 

５類 ：  ￮ ウイルス性肝炎２例 ：宮崎市及び日向保健所管内
から各１例ずつ報告があった。

・30歳代で女性，病型はＢ型であった。主な症状と
して嘔吐がみられた。

・30歳代で男性，病型はその他のウイルス性肝炎（サ
イトメガロウイルス）であった。主な症状として
全身倦怠感，発熱，肝機能異常，肝脾腫，頸部リ
ンパ節腫大がみられた。

 ￮ カルバペネム耐性腸内細菌感染症１例 ：宮崎市保
健所管内から報告があった。60歳代で，主な症
状として肺炎がみられた。原因菌はEnterobacter 
cloacaeであった。

 ￮ 後天性免疫不全症候群１例 ：宮崎市保健所管内
から報告があった。20歳代男性でＡＩＤＳであっ
た。指標疾患はニューモシスティス肺炎，カン
ジダ症（食道，気管，気管支，肺）で，主な症状
として指標疾患の症状がみられた。

 ￮ 侵襲性肺炎球菌感染症１例 ：宮崎市保健所管内
から報告があった。70歳代で，主な症状は頭
痛，発熱，全身倦怠感，菌血症，腰痛，浮腫が
みられた。ワクチン接種歴はなかった。

 ￮ 梅毒１例 ：宮崎市保健所管内から報告があった。
60歳代男性で，病型が早期顕彰梅毒（Ⅰ期）で
あった。主な症状は初期硬結，硬性下疳，鼠径
部リンパ節腫脹（無痛性）であった。

 ￮ 風しん１例 ：宮崎市保健所管内で報告された。
30歳代で，検査診断例であった。主な症状は，
発疹，発熱がみられた。ワクチン接種歴は平成
25年に１回目を接種し，２回目は不明であった。

前月との比較

■５類定点報告の感染症

平成28年10月31日～平成28年11月27日（第44週～第47週）

40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳代
１ １ １ ４ ４ １

　定点からの患者報告総数は3,062人（定点あたり95.8）
で，前月及び例年の104％とほぼ横ばいであった。
 前月に比べ増加した主な疾患はインフルエンザと感染
性胃腸炎で，減少した主な疾患はＲＳウイルス感染症と
ヘルパンギーナであった。また，例年同時期と比べて報
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図１　結核　保健所別報告

表３　つつが虫病　年齢別報告
30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代
２ １ ６ ３ ３ ５

中
央

日
向

高
千
穂

高
鍋

小
林

日
南

延
岡

都
城

宮
崎
市

10

8

6

4

2

0

報
告
数（
例
）

図２　つつが虫病　保健所別報告
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■病原体検出情報（微生物部）
検出病原体 件

ウ　

 

イ　

 

ル　

 

ス

ムンプスウイルス ２
エコーウイルス６型 １
エコーウイルス９型 １
エコーウイルス 18型 １
コクサッキーウイルスＡ６型 ２
コクサッキーウイルスＡ 16 型 １
ライノウイルス ６
パラインフルエンザウイルス３型 １

ヒトヘルペスウイルス６ １
パレコウイルス１型 １
パルボウイルスＢ 19 １
インフルエンザウイルスＡＨ３ １

細
　

　

菌

Bordetella pertussis(百日咳菌） ３
Bordetella parapertussis( パラ百日咳菌） １
Salmonella Singapore(O7:k:e,n,x) ２
Salmonella Oranienburg(O7:m,t:-) １
Salmonella Stanley(O4:d:1,2) ２
Salmonella Corvallis(O8:z4,z23:-) １
Salmonella Newport(O8(O6):e,h:1,2) ２
Salmonella Thompson(O7:k:1,5) １
腸管病原性大腸菌(EPEC)(OUT：H21) １
腸管病原性大腸菌(EPEC)(OUT:HUT) １

■月報告対象疾患の発生動向

＜2016年11月＞

　男　　　女

告数の多かった主な疾患はインフルエンザ，手足口
病，マイコプラズマ肺炎であった。
　インフルエンザの報告数は39人（0.66）で前月の約13
倍，例年の約9.9倍であった。中央（5.5），小林（1.0），
宮崎市（0.63）保健所からの報告が多く，年齢別では10歳
代が全体の約４割を占めた。
　手足口病の報告数は494人（13.7）で前月の約0.8倍，例
年の約2.3倍であった。日南（43.7），中央（30.0），宮崎
市（18.0）保健所からの報告が多く，年齢別では１～２歳
が全体の約６割を占めた。
　マイコプラズマ肺炎の報告数は34人（4.9）で前月の約
0.9倍，例年の約5.1倍であった。宮崎市（21.0），高鍋

（6.0），日向（5.0）保健所からの報告が多く，年齢別では
１～４歳が全体の約６割を占めた。　

□性感染症
【宮崎県】　定点医療機関総数 ：13
　定点医療機関からの報告総数は29人（2.2）で，前月比
69％と減少した。また，昨年11月（2.8）の約0.8倍であった。
《疾患別》

 ￮ 性器クラミジア感染症 ：報告数17人（1.3）で，前月
(1.9)の約0.7倍，昨年11月（2.1）の約0.6倍であっ
た。30歳代が全体の約半数を占めた（男性10人・女性
７人）。

 ￮ 性器ヘルペスウイルス感染症 ：報告数５人（0.38）
で，前月（0.15）の2.5倍，昨年11月（0.23）の約1.7倍であった（男性１人，女性４人）。

 ￮ 尖圭コンジローマ ：報告数２人（0.15）で，前月（0.08）の2.0倍，昨年11月（0.15）と同数であった
（男性２人）。

 ￮ 淋菌感染症 ：報告数５人（0.38）で，前月（1.2）の約0.3倍，昨年11月（0.31）の約1.2倍であった（男
性４人，女性１人）。

３

２

１

０

報
告
数
（
人
）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

淋菌

□薬剤耐性菌
【宮崎県】　定点医療機関総数 ：７
　定点医療機関からの報告総数は21人（3.0）で前月比140％と増加した。また，昨年11月（3.6）の約0.8
倍であった。

《疾患別》
 ￮メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 ：報告数20人（2.9）で，前月の約1.3倍，昨年11月（3.4）の

約0.8倍であった。70歳以上が全体の約８割を占めた。
 ￮ ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 ：報告数１人（0.14）で，昨年11月（0.14）と同数であった（前月報

告なし）。

 ￮ 薬剤耐性緑膿菌感染症 ：報告なし。　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮崎県衛生環境研究所）
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　金丸常任理事の司会により開会，本会全理事

協議会において委員長は牛谷義秀先生，副委員

長は三股俊夫先生が選任されたことが報告され

た。続いて河野会長の挨拶の後，委員の自己紹

介が行われた。

　次に，河野会長から牛谷委員長へ「地域包括

ケア ・認知症への対応」について諮問され，牛

谷委員長の進行で議事に入った。

１　主治医研修会について

　金丸常任理事より，毎年県から委託を受け

て行う介護保険主治医研修会について説明が

あり，実施要領を確認のうえ企画を行った。

今年度の研修会は，最初に県庁担当課の長寿

介護課より情報提供を行い，医師，訪問看護

師，介護支援専門員より主治医意見書記載内

容等のポイントについて実践的な講義を依頼

して，テレビ会議システムにより２月に開催

することとなった。

　また，「介護保険主治医意見書予診票」につ

いて，石川常任理事より前回委員会での議論

を反映した一部改訂案の報告があり，最後の

自由記入欄などについて，文言の修正が承認

された。

２　認知症地域医療支援事業について

　金丸常任理事より，県からの委託事業「認

知症地域医療支援事業」について説明があっ

た。事業内容は以下の４つである。

�医療従事者向け認知症対応力向上研修事業

�かかりつけ医認知症対応力向上研修事業

�認知症サポート医スキルアップ事業

�みやざきオレンジドクター普及事業

３　認知症サポート医について

　金丸常任理事より，県庁ホームページに掲

載されている認知症サポート医のリストにつ

いて紹介があった。あわせて，みやざきオレ

－各種委員会－

と　き　平成28年11月21日㈪

ところ　県医師会館

（テレビ会議　延岡，児湯，南那珂）

介 護 保 険 委 員 会

ンジドクターのリストも紹介された。

　リストは以下の県庁ホームページに掲載さ

れている。

認知症について

http://www.pref.miyazaki.lg.jp/

iryokaigo/kenko/koresha/choju00112.

html

みやざきオレンジドクターについて

http://www.pref.miyazaki.lg.jp/

iryokaigo/kenko/koresha/orangedr.html

４　介護保険に対する要望等について

　各市町村の認知症初期集中支援チームの活

動状況，地域ケア会議の状況について，各地

域より報告があり，介護保険に対する要望を

含めて意見交換を行った。市町村と医師会が

連携して取組みを進めることが重要であると

の意見であった。

５　その他

　金丸常任理事より，道路交通法の一部改正

に伴う免許更新時の高齢者講習制度につい

て，話題提供があった。本会より日医等へ情

報収集中であり，関係機関と協議予定である

ことが報告された。

出席者－牛谷委員長，瀬ノ口 ・榎本 ・山口 ・

井藤 ・園田 ・鳥取部 ・石坂 ・中島委員

（県医）　河野会長，富田副会長，金丸 ・立元 ・

石川常任理事，米澤理事，久永課長，

鳥井元課長補佐



日 州 医 事 平成29年１月第809号 49

　池井常任理事の司会により開会，本会全理事

協議会において，委員長は濱砂重仁先生，副委

員長は小牧文雄先生が選任されたことが報告さ

れた。

　河野会長の挨拶に続き，河野会長から濱砂委

員長へ「地域医療構想への対応」について諮問さ

れ，濱砂委員長の進行で議事に入った。

と　き　平成28年11月10日㈭

ところ　県医師会館（テレビ会議　西臼杵）

地 域 医 療 構 想 委 員 会

１　報　告

⑴宮崎県地域医療構想の進捗状況について

⑵第７次医療計画について

　池井常任理事より，10月に策定された地

域医療構想についての概要と平成29年度末

に策定される第７次医療計画との関わりに

ついて説明があった。

　また，本会が県からの委託を受けて実施

する「宮崎県医療計画策定に係る入院患者

実態調査」について，平成28年12月１日を

調査日として県内の全病院，全有床診療所

に入院している患者のすべてを対象に調査

するので，前回（平成23年）に引き続き，各

郡市医師会に該当医療機関への配布と回収

について協力していただくよう依頼した。

⑶救急搬送について

　富田副会長より，県危機管理課より提

供されたデータをもとに各消防本部（県内

10）の救急搬送患者数を疾患ごとに分類，

集計したリストについて説明があった。

⑷療養病床転換の現状について

　池井常任理事より，「社会保障審議会療

養病床の在り方等に関する特別部会」の資

料をもとに説明があった。

⑸医療資源調査・分析支援事業について

　鈴木委員（宮崎大学）より，二次医療圏間

の患者流出入数と代表病院のシェア率等に

ついて，構想区域ごとに実際のデータを用

いて説明が行われた。

　また，各郡市医師会を対象として，鈴木

委員が講師となり，地域医療構想調整会議

のためのデータに関する講演会を開催する

ので，各医師会で日程等を調整していただ

くよう案内があった。

２　協　議

　地域医療構想について，意見交換が行わ

れた。

　今後，構想区域ごとに開催される「地域

医療構想調整会議」については，各郡市医

師会等より参加していただき，詳細な検討

を進めていただくよう依頼した。また，各

調整会議での問題点などが出てきた場合

は，本委員会を開催し，協議することと

なった。

出席者－濱砂委員長，小牧副委員長，

済陽 ・久保田 ・鮫島(貴) ・黒木 ・

鶴田 ・中村 ・丸山 ・鮫島(浩) ・髙村 ・

白尾 ・川野 ・楢原 ・肥後 ・熊原 ・

吉田 ・久永 ・外山 ・鈴木 ・櫛橋 ・

遠藤 ・上田委員

（県医療薬務課）　田中課長，上田主幹，

　　　　野中主査，原田主事

（県医）  河野会長，富田副会長，池井 ・立元 ・

吉田（委員と重複） ・金丸 ・佐々木 ・

石川常任理事，米澤 ・花田理事，

久永課長，鳥井元課長補佐
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九州医師会連合会第１回各種協議会

と　き　平成28年10月１日㈯

ところ　ホテル日航熊本

地 域 医 療 対 策 協 議 会

(地域医療構想，新専門医制度を含む )

　伊津野熊本県医理事の進行により開会し，坂

本熊本県医副会長，松原日医副会長の挨拶の

後，座長に担当県の坂本副会長が選出され協議

に入った。

（１）地域医療構想策定までのプロセスについて

（福岡県)

　＜提案要旨＞

　福岡県は，県内13の構想区域すべての策定

素案を県医師会が作成し，各区域の調整会議

議長（郡市医師会長），医師会選出の委員及び

医師会の担当理事により検討していただき，

各区域の病院，有床診療所及び在宅医療を

行っている診療所から意見聴取している。各

県の策定プロセスをお伺いしたい。

各県回答　宮崎県では，策定前から構想区域

ごとの地域医療構想調整会議を開催し，地域

の意見を聴取した上で策定作業を進めた。各

調整会議に本会役員等が出席し助言を行った

り，地域医療に関するデータを詳細に解説す

る説明会を地域ごとに開催したり，調整会議

での議論が円滑に進むように支援を行った。

他県も，策定前から構想区域ごとに会議を開

催しているところが多かった。　

松原日医副会長　地域医療構想はあくまで目

安である。強制力が働くのは公的病院に対し

てのみである。調整会議で住民にとって何

が必要かの視点に立って協議していただき

たい。

（２）必要病床数の構想区域を越えた調整に

ついて（福岡県）

　＜提案要旨＞

　福岡県には地域医療構想において2025年の

必要病床数が現在の許可病床数を上回る地域

が存在する。福岡 ・糸島構想区域がそれにあ

たり，周辺の３つの構想区域との間で必要病

床数を調整するよう協議を行っているが，各

県においてもこのような事例があるのか，ま

たあるとしたら，どのような方法で調整を

行っているのかお伺いしたい。

各県回答　福岡県以外に，熊本県，鹿児島

県，沖縄県に必要病床数が現在の許可病床数

を上回る地域が存在した。福岡 ・糸島構想区

域の例では，周辺構想区域間でうまく調整が

できたと報告があった。沖縄県からは，病床

が足りない地域があり病院の増加が求められ

ているが，病院が増えると医療従事者が足り

なくなるとの懸念が示された。
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（３）地域医療構想策定と地域包括ケア病棟に

ついて（長崎県）

　＜提案要旨＞

　長崎県では病床過剰地域において公的病院

の合併による増床（100床）があり，民間病院

の脅威となっている。さらに，病床稼働率の

低下も原因し地域包括ケア病棟（50床）への転

換が考慮されている。

　本来公的病院の役割は採算性などの面か

ら，民間医療機関による提供が困難な医療を

補完 ・提供するとされている（公立病院改革

ガイドライン）。

　各県において，大規模急性期病院や公的病

院でこのような地域包括ケア病棟への転換が

行われている事例がないか伺いたい。

（４）公立病院の地域包括ケア病棟への参入に

ついて（佐賀県）

　＜提案要旨＞

　公立病院で７：１病床による重症度，医療 ・

看護必要度25％に達する事が困難であるとの

理由からか地域包括ケア病床への参入の動き

がある。地域に民間の回復期病床も複数あ

り，また将来に向けて急性期から回復期病床

取得を計画する病院もあり，今後の民間病院

の経営を圧迫すると危惧する。

　３， ４は一括協議

各県回答　公立病院は，周産期，小児，救

急，へき地，災害等不採算分野や政策医療を

担うべきで赤字は当然で安易に地域包括ケア

病棟に転換したりして民間医療機関の経営を

圧迫すべきではないという意見が多かった。

回復期が全く足りていない地域や公立病院が

中心となり地域包括ケアシステムに取り組ん

でいる地域等もあるので，それぞれの事情も

踏まえ対応すべきとの意見もあった。また，

長崎県の公的医療機関の地域包括ケア病棟へ

の転換の例は，病院に対し説明を重ね中止に

なったことが報告された。

松原日医副会長　公的病院は赤字であること

は当然である。また，郡市医師会が普段から

公的病院の運営に関わっていくことが重要で

ある。

（５）基準病床数と必要病床数（病床の必要量）と

の関係について（宮崎県）

　＜提案要旨＞

　「基準病床数」と「地域医療構想における必

要病床数」はまったく別の概念であるとの認

識であるが，国は両者をリンクさせて基準病

床数を削減し，診療報酬等による病床削減圧

力を強めてくることを危惧している。また，

一部の地域においては地域医療構想の必要病

床数が現行の基準病床数を上回ることもあ

り，そのような地域からは両者をリンクさせ

るべきとの動きが出てくることも否定でき

ない。

　基準病床数と必要病床数は切り離すべきだ

と考えるが，日医の見解，及び現在の議論の

状況についてお伺いしたい。

松原日医副会長　日医では，必要病床数では

なく病床の必要量である，数ではなく量であ

ると常々主張している。病床数ではなくあく

まで量を検討するものであると考えないと数

が独り歩きしてしまう。

（６）地域医療介護総合確保基金の地域の実情に

応じた配分について（宮崎県）

　＜提案要旨＞

　地域医療介護総合確保基金は，昨年度から

区分Ⅰの病床の機能分化 ・連携に関する事業

に対し重点的に予算が配分され，区分Ⅱの在

宅医療の推進や，区分Ⅲの医療従事者確保に

関する事業は予算要望をしても増額の見込み

はないようである。

　しかしながら，2025年に向けてあるべき医

療提供体制を整備するためには，在宅医療の
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推進や，医療従事者確保も大変重要である。

日医は，医療従事者が不足している地方の現

状や各地域の特殊事情に十分配慮した上で，

きめ細やかな配分をするように国に働きかけ

ていただきたい。

松原日医副会長　日医としても区分Ⅲの配分

を増やすようかなり強く交渉している。人材

育成が大事であることを，政治の世界に分

かってもらえるようさらに努力したい。

（７）新専門医制度がもたらす地域医療への影響

に対する各県の対応について（福岡県）

　＜提案要旨＞

　今回延期となったが，問題の本質は解決し

ておらず，専門医の更新が基幹病院の医師に

限られるのは自明である。医師全員が専門医

資格を維持できるわけでなく，専門医制度は

専門性として各学会へ任せ，日本医師会は傘

下の郡市医師会，一般診療を行う日医会員へ

の指導性を高め，その立場を守る制度確立へ

努力していただきたいと考える。福岡県医師

会では，地域医療に根差した医師を各医師会

が保証し，広く国民の支持を得る制度を確立

すべきと考え，福岡県医師会認定総合医制度

を創設した。これこそが，総合診療を担う総

合診療専門医であると考えている。

　また，新専門医制度がもたらす地域医療へ

の影響を低減させるために，行政と医師会が

現時点で行うべき最重要課題は医師の配置を

地域医療支援センターで決めることであると

考えている。

（８）新専門医制度に対しての各県医師会の取組

みについて（熊本県）

　＜提案要旨＞

　今回の新専門医制度は，様々に問題をはら

み，日医や病院団体などからの反対にて１年

延期されたが，一番の問題点は導入すること

による医師の地域偏在がさらに拡大する懸念

があることである。各県医師会の対応や行政

との協議など実情をお伺いしたい。

　（７），（８）は一括協議された。

各県回答　各県から，新専門医制度により医

師の地域偏在がさらに進むことへの危惧が示

された。佐賀県や大分県ではすでに一部の医

療機関から医師の引き上げが起こっていると

報告があった。地域に混乱をきたさぬよう，

県，大学，医師会の緊密な連携のもと取り組

むことが重要であり，宮崎県では宮崎県臨床

研修 ・専門研修運営協議会（会長：県医師会

長）や宮崎大学医学部附属病院専門研修プロ

グラム連絡協議会において，地域医療に配慮

したプログラム策定をお願いしている。

　また，海外留学や出産，地域枠の勤務義務

などの事情があってもキャリア形成ができる

ような仕組みづくり，離島やへき地で働く医

師へのインセンティブを求める意見があった。

松原日医副会長　この制度の最終目的は，国

が医療に介入して支配下に置き，専門医の定

数や配置を決め国の財政的基盤を守ることだ

と感じた。８千人の医師が２万人の定数に振

り分けられると，研修医の奪い合いが起こ

る。医師が都会の大病院に集中し地域にいな

くなり，地域医療が崩壊するということで政

治を動かし一旦停止をした。ダブルボードを

認めることにし，すべての医師が専門医を取

得しなければならない件は無しにした。サブ

スペシャリティーについても一緒に議論する

ように求めている。規制が強すぎてお産や進

路変更など少しでも外れてしまうと続けられ

ないプログラムも緩やかにする方向で検討し

てもらっている。

　総合診療専門医については，理念は非常に

素晴らしいが，今のプログラムで内科専門医

や外科専門医に対峙できる専門医が育成でき

るのか基本に立ち返って検討する必要がある。
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（９）地域医療連携推進法人へ向けた取組み状況

について（鹿児島県）

　＜提案要旨＞

　改正医療法に基づき，平成29年４月２日に

施行される地域医療連携推進法人（以下「連携

推進法人」）制度に関しては，平成28年３月24

日付けメディファックスによると，認定取得

に向け全国で約30事例の検討が進んでいると

のことである。鹿児島県内でも新聞報道で

公表されている範囲で２事例が検討されて

いる。

　日医のご尽力により，「法人理事のうち，

少なくとも１人は診療に関する学識経験者の

団体（郡市医師会）の代表者が就任をするこ

と。地域の関係者で構成する地域医療連携推

進協議会を設置して，法人の業務状況に対し

て評価を行い，意見具申ができること。この

意見具申を法人は尊重する義務を負うこと。

知事の認可 ・認定に関しては，予め都道府県

医療審議会の意見を聞くこと」など医師会と

して一定のチェック機能が働く仕組みを取り

入れていただいたところであるが，制度施行

半年を控え，日医の考え及び検討状況につい

てお伺いしたい。

各県回答　鹿児島県以外に事例はなかった。

松原日医副会長　地域医療連携推進法人につ

いては，理事の内一人は地域医療の関係者と

すること，地域の関係者で構成する地域医療

連携推進協議会を設置し意見具申できること

などいくつかの制限をつけている。将来の医

療提供体制に大きく関係する制度であり，地

域に与える影響について慎重に見守っていか

なければならない。メリットは病床過剰地域

でも法人内で病床を融通出来るということで

あるが大変危険なことである。地域医療連携

推進協議会で意見を出して，問題があれば日

医に連絡をいただきたい。

出席者－富田副会長，池井 ・佐々木 ・

髙村常任理事，久永課長

医 療 保 険 対 策 協 議 会

　各県から提出された11議題について，討議

が行われ，各議題について各県からのご意

見，日医からのコメントという流れで協議が

行われた。（１～４ ，および７・８について

は，一括討議）

（１）新規個別指導について（福岡県）

　＜提案要旨＞

　新規個別指導は，新規指定から概ね６か月

で実施。本県では毎年100件前後の新規個別

指導の対象医療機関が発生している。新規個

別指導の結果，再指導となった医療機関があ

る。また，返還金を求められているのが現状。

　新規個別指導は教育的指導であるべきで懲

罰的であってはいけないと聞いている。新規

指定医療機関では金額は限定されているが多

数の例で返還金を支払っており，更に再指導

例では通常の個別指導での再指導と全く区別

がない等配慮・改善いただきたい点がある。

　水足熊本県医師会理事の進行により開会し，

八木熊本県医師会副会長，松本日本医師会常任

理事の挨拶の後，座長に担当県の八木副会長が

選出され協議に入った。
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　各県の新規個別指導の状況及び新規個別指

導に対する日医のご意見をお伺いしたい。

各県回答　各県ともに，新規個別指導でも返

還を指示される場合ある。返還は，指導の際

に持参したカルテに限って指示されることが

多い。しかし，「新規指導はあくまで教育的

であるべきで返還を求めるべきでない」とい

う意見が中心であった。

松本日医常任理事　新規の集団指導を行って

から，新規個別指導を実施するようにと厚生

労働省に申し出をしている。新規個別指導に

おける再指導件数の割合は，各地方厚生局の

年間処理件数との関連もあり，新規の再指導

の方向性は現在，厚生労働省と協議・検討中

である。

（２）最近の個別指導における指摘事項について

（沖縄県）

　＜提案要旨＞

　最近の個別指導において，特に重点的に指

摘されている事項があれば情報共有したい。

当県では直接診療報酬の返還に結びつくこと

はないが，電子カルテの運用に関して今年度

からかなり細かな指摘がなされている。

　指摘事項の中には電子カルテのシステムの

根本的な問題が関わっているなど，電子カル

テを提供する業者が対応しないと如何ともし

がたい事もある。提供する業者に対して指導

内容に見合ったシステム開発を担保するよう

義務づける等の対応は出来ないものだろう

か。九州各県のご意見並びに日医の見解をお

聞かせ願いたい。

各県回答　電子カルテについては，各県とも

に医療情報システムの安全管理に関するガイ

ドラインに沿って適切に運用するように指摘

がなされている。指摘事項としては，パス

ワードの定期的な変更や担当者別のパスワー

ド設定などが多いとのこと。

松本日医常任理事　医療機関での対応は難し

いと思われる。システムの関係で行政が推奨

するシステムを認定するなど考慮する。でき

れば，ＯＲＣＡを使用していただきたい。た

だ，ＯＲＣＡも指摘されている問題があるよ

うなので，調査していきたい。

（３）個別指導における往診料の査定について

（長崎県)

　＜提案要旨＞

　長崎県では最近，在宅医療における往診料

の査定が頻繁にみられる。査定は往診におけ

る要件の厳格な運用によるものである。

　緊急的に往診した時，翌日も診察したほう

が良いと判断し，翌日も往診した場合往診料

を算定する医療機関が多く，これは自然の流

れと考えていたが，個別指導の場において，

これは計画的であるから再診料のみの算定と

なると判断され，往診料を査定されている。

　各県では個別指導でどのような指導が行わ

れているか伺いたい。

各県回答　各県ともに妥当性や必要性につい

て判断できるように，注記の記載を遺漏なく

行うこと，病名についても注意することが必

要であるとの意見が多かった。

松本日医常任理事　医療機関の都合で往診す

ることは当然できない。往診の必要性をカル

テに記載し，妥当性を判断し算定できるよう

に，指導していただければと思う。

（４）九州厚生局個別指導時の写真撮影，ビデオ

撮影等に関しての是非について（宮崎県）

　＜提案要旨＞

　最近本県では，九州厚生局個別指導に際

し，指導を受ける医院のスタッフによる写真

撮影，ビデオ撮影を試みたため，その日の指

導は行われず中止となったケースがあった。

指導拒否から監査に進展してしまう恐れもあ

り，当医師会としては取扱いに苦慮してい　　　　　　
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る。各県で同様な事例が無かったか，また，

医師会としてどういう立場で臨んだらいいの

か，各県並びに日医の見解をお伺いしたい。

各県回答　各県，録音の要望または弁護士の

立会の例はあったが，本県のようなビデオ撮

影の事例は無かった。ただ，「指導拒否」の判

断は大きな問題ではないかとの意見もあった。

松本日医常任理事　カルテ等の個人情報もそ

の場にあるため，やはり写真やビデオ等での

撮影については好ましくないと思う。また，

ビデオ撮影を行うことで指導の場が，厳格化

してしまうとも考えられ，それは好ましい姿

ではない。

（５）厚生局との連携した保険診療（適時調査等）

に関する研修会などの実施について

（鹿児島県)

　＜提案要旨＞

　平成28年度からの適時調査の運用見直しが

図られているところである。

　適時調査は，医師会からの立会いがないこ

とから，具体的な指摘事項等に関して，本会

でも把握しづらい状況である。適時調査の指

摘事項や保険診療に関する事項について，九

州各県医師会で九州厚生局各県事務所と連携

した研修会などの取組みがあればご教示いた

だきたい。

各県回答　福岡県のみ研修会を開催してい

る。各県ともに適時調査について立会もなく

適時調査による指摘事項については不明との

こと。

松本日医常任理事　適時調査は，医師会の立

会が無いため，調査を受けた医療機関等から

指摘事項を聞いて，結果を把握していただき

たい。

（６）各県発行の保険診療に関する手引き書に

ついて（大分県）

　＜提案要旨＞

　大分県では昭和53年より「保険診療の手引

き」を発刊している。

　しかし過去に，本書の内容を理由に保険者

側が査定（或いは再審請求）を行う事があった。

　本書はあくまで現場で診療する医師会員の

目安として参考にされる事を想定して発刊し

たが，審査会，保険者のガイドライン化され

る可能性を払拭できず，版を重ねるに従い以

前より消極的な記載内容になるのではないか

という懸念がある。各県の対応についてうか

がいたい。

各県回答　保険診療の手引きは，大分以外に

福岡・佐賀・宮崎が発行している。福岡・佐

賀でも保険者からの再審査請求等に利用され

ることがあったため，取扱いに注意している

との意見があった。

松本日医常任理事　手引書を基に保険者が査

定等に使用されることはあるべきではない。

手引書はあくまでも目安であることを周知し

ていただきたい。

（７）時間外対応加算，在宅療養支援診療所（病

院），地域包括診療加算，地域包括診療

料の届出状況と実態調査等の実施の有無に

ついて（佐賀県）

　＜提案要旨＞

　佐賀県の届出状況は，時間外対応加算は全

診療所の44.3％，在宅療養支援診療所も全診

療所の24.6％が届出を行っているが，地域包

括診療加算は，55施設（全体の9.2％）の届出

にとどまっている。

　この中で，時間外対応加算２，３を除いて

は，24時間， 365日の対応が義務付けられて

いるが，各県医師会ではこの実態の調査など

が行われているか，また，社会保険医療担当

者の指導の場で，24時間， 365日対応の問題

が査定の対象となった事例があるかをお尋ね
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したい。

　また，このような加算や施設基準の届出を

行っていなくても，24時間， 365日に近い対

応をしている医療機関はかなり存在し，その

多くは，時間的に縛られることを理由に届出

を行っていないのではないかと思われる。

届出の有無だけで診療報酬に格差をつけるこ

とは公平性に欠けると思えるし，もし，届出

を行った施設で不備が生じた場合，特に訪問

系では，そのリスクは計り知れない。このよ

うな加算や施設基準は廃止をし，再診料，時

間外加算，訪問診療料などでは，全ての医療

機関に公平となる診療報酬設定を求めたい。

各県回答　実態調査を行っている県は無かっ

た。各県の届出状況はほぼ同様であり，届出

基準の見直しは必要であると感じている。特

に加算のための要件緩和を求める意見が多

かった。

松本日医常任理事　地域包括診療加算は，対

象疾患の限定や届出を行う診療が限られてい

るため，届出が少ないことは仕方ないと認識

している。また， 24時間， 365日対応につい

ては，全てが公平には困難ではある。納得し

ていただけない部分はあるかもしれないが，

長い目で見てほしい。今後，医師の基礎的技

術を評価できる体系を目指したい。

（８）認知症地域包括診療料，認知症地域包括診

療加算の算定状況について（大分県）

　＜提案要旨＞

　2016年診療報酬改定では，認知症施策の目

玉的項目として認知症地域包括診療料（1,515 

点/月１回），認知症地域包括診療加算（30点

/再診時）が新設されたが，いずれも施設基

準や内服薬剤数の制限などから請求しづらい

との声がある。各県における両項目の算定・

請求状況について情報をお聞かせ願いたい。

各県回答　九州各県ともに算定件数はかなり

少ない。

松本日医常任理事　要件緩和の見直しの方針

で努力したい。

（９）薬価改定財源等の行方について（福岡県）

　＜提案要旨＞

　消費税10％引き上げが平成31年10月に延期

されたため，次回平成30年度の医療・介護同

時改定は財源的に極めて厳しい状況が予想さ

れる。潜在的技術料として本体に充当されて

きた薬価・材料費引き下げ分が平成26年度・

平成28年度とも改定財源から切り離されたこ

とは誠に遺憾であるが，切り離しが常態化す

るのであれば，先進諸国に比べ低く評価され

ている技術料のあり方の議論が必要になって

くる。各県並びに日医のご意見をお伺いし

たい。

各県回答　各県ともに賛同するとの意見で

あった。

松本日医常任理事　薬価改定分の本体への充

当については，なかなか難しい問題である。

薬価改定の問題は，財務省との折衝であり，

厚労省とスクラムを組んで対応していきたい。

（10）向精神薬の大量入手事案への対応について

（沖縄県)

　＜提案要旨＞

　重複受診や自費で処方を依頼したり，処方

箋の紛失を理由に再受診する等，不適切な受

診による向精神薬の大量入手事案が発生して

いる。

　本県では，県，県薬剤師会と協議を行い，

対応方針を定めた文書を作成し，各医療機関

へ周知を図っているが，各県の対応等につい

てご意見をお聞かせ願いたい。また，日本医

師会の見解をお伺いしたい。

各県回答　各県において，営利目的での大量

入手の事例が発生している。鹿児島では会員

から情報提供があった場合には，医療機関へ
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周知を行っているとのことであった。

松本日医常任理事　行政や薬剤師会等関係団

体と連携を取って対応していきたい。

（11）高額医療薬品の今後の対応について

（熊本県)

　＜提案要旨＞

　高額薬剤の問題は中医協でも大きく取りあ

げられており，高額薬剤の拡大による地域医

療費への影響が顕著である。一方で，難治性

疾患患者に福音をもたらし，開発メーカーの

イノベーションを保つためにはやむを得ない

点もあると思う。

　今後，様々な高額薬剤への薬価対応は公的

保険制度維持において非常に重要な問題と

なってくると思われるが，日医の今後の対応

と見通しについてお伺いしたい。

各県回答　各県ともに賛同するとの意見で

あった。

松本日医常任理事　画期的な新薬が出ること

は，歓迎するものであるが，あまりにも高価

になる等算定ルールの見直しを中医協で主張

している。現在は，国の留意事項通知等で使

用が制限されるという形を取っている。

　今後ガイドラインが徹底すれば，使用量も

価格も安定してくるだろう。

出席者－濱田副会長・小牧常任理事・

佐々木（究）理事・田﨑主事

　林熊本県医理事の進行により開会し，髙橋熊

本県医副会長，鈴木日医常任理事の挨拶の後，

座長に担当県の林熊本県医理事が選出され協議

に入った。

介 護 保 険 対 策 協 議 会

(在宅医療 ・地域包括ケアを含む )

（１）認知症サポート医の養成について（福岡県）

　＜提案要旨＞

　今年度の診療報酬改定で新設された「認知

症ケア加算Ⅰ」算定のための施設基準におけ

る適切な研修に，認知症サポート医養成研修

が該当することから，算定要件を満たすため

の受講希望が増えている。福岡県では，福岡

県医の推薦者以外の受講は認めていない。各

県の状況と対策，日医の見解を伺いたい。

（２）認知症サポート医養成研修の実態について

（大分県）

＜提案要旨＞

　大分県では，今年度の診療報酬改定の影響

で，認知症サポート医養成研修の受講希望者

が大幅に増え，特に病院勤務医師の増加が目

立っている。認知症サポート医の本来の役割

は，各地域での多職種連携を推進するなど，

地域資源をサポートすることである。今回の

診療報酬で求められる要件は病院内での活動

が主体であるため，認知症サポート医の研修

内容を算定要件とすることには疑問がある。

各県の現状と見解を伺いたい。

　（１），（２）は一括協議された。

各県回答　福岡，鹿児島，大分県医では，医

師会推薦の医師のみについて養成研修の受講

を認める制限が設けられていた。しかし，県

等から旅費の補助がなく，自費での参加を希
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望する場合は多くの県で制限が設けられてい

ない。診療報酬算定のみを目的とする受講者

の増加は望ましくないため，対策が必要との

意見があった。

鈴木日医常任理事　診療報酬の要件を満たす

ためだけに養成研修を受ける医師が増えるこ

とは，好ましくない。サポート医本来の主旨

を理解し，機能を果たせる医師の受講が望ま

しい。今後，実態把握に努め，厚労省と対策

を協議したい。

（３）要介護者の重度化と介護サービス運営主体

の経営形態に関して（福岡県）

＜提案要旨＞

　今後，要介護認定が厳しさを増し，要介護

者は重症者で占められることが予測され，医

師の関与の必要性はさらに高まる。そのよう

な中，特別養護老人ホームは社会福祉法人，

その他の多くの介護保険サービスは株式会社

で運営が可能で，医師以外が最高責任者と

なっている。今後，医療系サービスと同様

に，介護サービスも医師を最高責任者とする

必要性が出てきたと思うが，日医の見解を伺

いたい。

各県回答　各県とも賛同する意見であった。

鈴木日医常任理事　まずは，医師が介護サー

ビスへの理解を深め，医師が医療と介護を一

体的にみていく必要があるという意識を持つ

ことが重要である。そのための研修等を医師

会主導で行っていただきたい。

（４）地域医療介護総合確保基金（介護分）を活用

した介護従事者の確保に関する取組み状況

について（鹿児島県）

　＜提案要旨＞

　地域医療介護総合確保基金（以下「基金」）を

活用した介護従事者の確保に関する事業につ

いて，鹿児島県では，「鹿児島県介護人材確

保対策検討会」（県医を含む22団体で構成）を

設置し，県行政や関係団体の実施事業等につ

いて情報共有を図り，対策を協議している。

基金を活用した事業の好事例などについて各

県と日医へ伺いたい。

（５）地域医療介護総合確保基金（介護分）におけ

る介護施設等の整備に関する事業の実施状

況について（長崎県）

＜提案要旨＞

　基金（介護分）の施設整備事業は，主に市町

が事業主体となっており，本会ではその決定

のプロセスや行われた事業の把握が医療分に

比べ出来ていない。各県の状況について伺い

たい。

　（４），（５）は一括協議された。

各県回答　各県の状況について報告があっ

た。なかでも介護従事者確保のための基金事

業として，福岡県医より，小 ・中 ・高生，大

学等一般，介護事業者のそれぞれを対象に，

介護の仕事を解説するための冊子を作成して

配布した事業が紹介された。介護職に対する

イメージの誤解を解消し，人材確保の促進を

目的に作成されたもので，各教育現場で反応

が良かったと報告された。

鈴木日医常任理事　全国的にみて，九州は基

金事業が順調に進んでいる印象がある。九州

各県で好事例を共有しながら事業を実施して

いただきたい。介護分野でも医師会がリー

ダーシップをとれるよう，協議の場を設けて

ほしい。

（６）介護職の報酬の基本問題を考える（大分県）

　＜提案要旨＞

　以前より，介護職の収入は全産業平均の約

70％または月収で約10万円低いといわれてい

る。介護職員処遇改善加算で改善しようとし

ているが，いまだ満足できる報酬にはなって

いない。介護職員確保のためにも，介護報酬

総額を上げるか，何かツールを活用して介護
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職一人当たりの仕事効率を上げる必要があ

る。日医及び各県の見解を伺いたい。

各県回答　介護職員の処遇改善には，加算対

応ではなく，介護報酬そのものの引き上げが

必要であるとして，各県とも賛同する意見で

あった。また，鹿児島県医から，介護従事者

の確保に向けては財源がない中でどのように

システムを整備するかが課題であるとして，

復職支援や職場環境改善の取組みを，県行

政と協議しながら進めていることが報告さ

れた。

鈴木日医常任理事　介護職員処遇改善加算に

ついては，来年度に介護報酬の一部改定が行

われ，さらに見直される見込みである。介護

職員の確保は全国的に大きな問題であり，高

齢者や女性が働きやすい職場体制づくりの推

進と次の世代の育成を同時に検討していかな

ければならない。

（７）在宅における看取りについて（鹿児島県）

　＜提案要旨＞

　在宅患者が増える中で，在宅で看取りを行

う医師などの医療関係者の負担軽減をどのよ

うに行うか検討する必要がある。鹿児島県で

は，医師が常駐せず巡回診療で対応している

有人離島が存在する。このような地域では，

看護師による看取りのサポートが欠かせな

い。看護師へ法医学等に関する十分な教育を

行うことは必須であるが，無医地区では研修

会等へ出席することも難しいのが現状であ

る。開催場所やカリキュラム，ｅラーニング

の活用など開催方法に関しては受講者に負担

のかからない対応が望まれる。在宅看取りに

関する各県の取組み状況と日医の見解を伺い

たい。

各県回答　基本的には，医師が死亡診断を行

う原則を守りながら，限定的に看護師の看取

りサポートが行われるような体制づくりを検

討する必要があるとの意見であった。

鈴木日医常任理事　政府の規制緩和の提言を

受け，厚労省に設置された検討会では，専門

的な教育を受けた看護師の補助のもとに医師

が遠隔から死亡診断書を交付できる場合の限

定的な条件等について協議されている。

（８）各県における地域ケア会議への医師の参画

状況について（佐賀県）

　＜提案要旨＞

　地域包括ケアシステムの構築には地域ケア

会議が重要であるが，佐賀県では地域ケア会

議に医師が参画していない市町がある。各県

の医師の参画状況，また医師の参画に向けて

の好事例があれば伺いたい。

（９）医師が参加する地域ケア会議について

（大分県）

　＜提案要旨＞

　大分県では，医療と介護の連携強化，地域

ケア会議の質の向上を目的として，今年度よ

り医師が参加する地域ケア会議を県内３市で

モデル的に開催することになった。各県の地

域ケア会議において，すでに医師が参加して

いる事例があれば伺いたい。

　（８），（９）は一括協議された。

各県回答　長崎県医から，長崎市の取組みと

して，在宅医療に関心のある「サポート医」を

地域包括支援センターに配置して，地域包括

ケア全体に関わる課題を検討する会議は「サ

ポート医」，個別事例を検討する会議は「主治

医」を優先して会議の日程を調整し，全ての

地域ケア会議に医師が参画する体制を作った

ことが報告された。

鈴木日医常任理事　郡市医と市町村で連携

し，どの段階のケア会議に医師が参加すべき

かの整理や，医師が参加しやすい時間帯に開

催するなどの体制づくりを行っていただきた

い。そのために県医と県が，郡市医と市町村
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を十分にサポートする必要がある。

（10）在宅療養支援診療所の届け出状況について

（宮崎県）

　＜提案要旨＞

　日医が進める，かかりつけ医機能向上の研

修会などにより，これまで在宅医療を行って

いなかった診療所も関心を持たざるを得ない

状況になってきたことから，今後は在宅療養

支援診療所が増えていくと思われる。各県の

在宅療養支援診療所の届け出状況を伺いた

い。また，在宅療養支援診療所の組織化が必

要と考えられるが，各県の現状と日医の見解

を伺いたい。

各県回答　各県とも，在宅療養支援診療所の

届け出数は近年横ばい，もしくは減少と報告

された。また，在宅療養支援診療所のみで協

議会等を立ち上げている県はなく，今後の検

討課題との意見であった。

鈴木日医常任理事　全国的にみると，在宅療

養支援診療所の数は少しずつ増えている。医

師会主導で組織化はしていないが，全国在宅

療養支援診療所連絡会と連携を図っている。

地域の在宅医療連携体制の構築には，在宅療

養支援診療所以外の医師の役割も大きいこと

から，地域全体で24時間365日で在宅患者を

支える体制の整備を行っていただきたい。

（11）「在宅医療 ・介護連携推進事業」に係る取

組みについて（沖縄県）

　＜提案要旨＞

　沖縄県医では，市町村の「在宅医療・介護

連携推進事業（以下，推進事業）」を適切かつ

効果的に実施いただくための支援を目的に，

県からの委託を受け「在宅医療 ・介護連携に

関する市町村支援事業」を実施している。各

県の推進事業の進捗状況や，医師会としての

支援体制等の有無等について伺いたい。

各県回答　各県とも，郡市医，県行政と連携

し情報を共有しながら市町村で順次開始して

いるとの報告であった。

鈴木日医常任理事　医師会から積極的に市町

村に働きかけ，良好な関係を構築し，連携し

て事業を進めていただきたい。

（12）在宅医療を担う医師の確保等について

（沖縄県）

＜提案要旨＞

　在宅医療を担う医師の確保が喫緊の課題と

なっているが，平成26年度の診療報酬改定に

より，在宅療養支援診療所の届け出を取り下

げる医療機関も出てきている。各県での対策

や取組み状況を伺いたい。

各県回答　各県から，基金等を活用して会員

に在宅医療を普及啓発し推進するための研修

を実施していることなどが報告された。

鈴木日医常任理事　地域のかかりつけ医等で

連携し，お互い在宅患者の診療をカバーし合

えるような体制の構築が望ましい。

（13）在宅訪問リハビリの往診料について

（長崎県）

＜提案要旨＞

　在宅訪問リハビリの継続には，３ヶ月毎の

医師の診察と指示が義務付けられている。し

かし，訪問診療を行うかかりつけ医とリハビ

リの主治医が異なる場合，リハビリの主治医

がリハビリの指示の目的で往診しても点数

が取れない状況である。日医の見解を伺い

たい。

鈴木日医常任理事　現場での問題点を検証し

ながら，次期改定に向けて議論を深めたい。

（14）介護予防 ・日常生活支援総合事業について

（熊本県）

＜提案要旨＞

　新たな総合支援事業として，既に早い市町

村では平成27年度より要支援１， ２及び第二

次事業適合高齢者に対して事業が運用されて
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いる。各市町村の提供サービスの種類はそれ

ぞれ異なるが，サービスの種類が多くなり，

その介護報酬も引き下げられ利用時間もほと

んど短縮されている。その結果として，利用

者もサービス提供側もサービスの内容を理解

していない，事業者参入が少ない等の課題が

出てきた。このような問題点を郡市医から市

町村に訴えていくべきと考えるが，各県及び

日医の見解を伺いたい。

各県回答　各県とも賛同する意見であった。

本会から，限られた財源のなかで事業を行う

ためには，事業所やボランティアの協力はも

ちろんのこと，住民主体型のサービス展開を

行うことが不可欠なので，地域に密着した活

動のできる郡市医レベルでの協力支援が重要

であると意見を出した。

鈴木日医常任理事　介護予防については，大

分県臼杵市でモデル事業を行い，全国に広げ

ていくこととされている。予防の段階から介

護に医師が関わるという意識付けが重要であ

り，医師会主導で地域リハビリテーションの

枠組みを作っていただきたい。リハビリテー

ション支援センターを継続して運営されてい

る医師会は，今後も充実と継続に努めていた

だきたい。

出席者－立元 ・荒木・金丸常任理事，

鳥井元課長補佐

宮崎県医師会医療情報コーナー

　県医師会館１階の「医療情報コーナー」では，分かりやすい医療や介護の本，闘病記のほか，

難病 ・認知症 ・健康増進や子育てに役立つ本 ・雑誌 ・ＤＶＤなどを幅広く取り揃えています。

県民の皆様への貸出もしておりますので，お気軽にお立ち寄りください。パソコン情報検索，

ビデオ ・ＤＶＤの視聴もできます。

〒 880-0023　宮崎市和知川原１丁目 101 番地

TEL 0985-22-5118　E-mail：tosho＠miyazaki.med.or.jp

開室時間 ：月～金曜日　10 ： 00～19 ：00， 土曜日　10 ：00～18 ：00

休 館 日 ：日曜 ・祝日， 12月29日～１月３日，８月14日～15日，特別整理期間（３日間）
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九州医師会連合会第360回常任委員会

と　き　平成28年11月18日

場　所　ホテル日航熊本

１　開　　会

２　九州医師会連合会長挨拶

（福田稠熊本県医師会長)

３　報　告

　１) 九州医師会連合会事業現況について

(熊本)

　２) 九州医師会連合会歳入歳出現計について

(熊本)

　１）及び２）については，平成28年７月１

日から平成28年10月31日までの常任委員会

等各種会議開催状況及び歳入歳出現計につ

いて報告があり了承された。 

　３) 第116回九州医師会連合会総会及び医学

会関連行事について(熊本)

　本日の諸会議及び明日11月19日の合同協

議会，総会，医学会，20日の分科会，記念

行事について日程等報告があった。

　４) 第69回日本医師会設立記念医学大会にお

ける各種表彰者に対する慶祝について

(熊本)

  11月１日に開催された日医医学会で在任

６年の日医役員をはじめ各種表彰者に対す

る慶祝に関する報告があった。

　５) 秋の叙勲等受賞者に対する慶祝について

(熊本)

　６) その他

４　協　議

　１) 第116回九州医師会連合会総会の宣言・

決議(案)について(熊本)

  熊本県で原案を作成し，九州各県医師会

からの修正意見を取り入れ第359回九医連

常任員会で承認された宣言 ・決議（案）を

この常任委員会終了後に開催される第112

回臨時委員総会に提案することが了承さ

れた。

　２) その他

　　　出席者―河野会長，山内事務局長

　「薬事情報センターだより」は都合によりしばらく掲載を休止いたします。
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　医療勤務環境改善支援センターを
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日医インターネットニュースから

　横倉義武会長は11月26日，大阪市内で開かれ

た全国医師会勤務医部会連絡協議会で講演し，

地域包括ケアシステムを構築していく上で，日

頃から地域の医師，診療所や他の病院との連携

がより不可欠になると強調した。その上で，勤

務医も医師会活動を通じて，地域の他の医療機

関で働く人や介護 ・福祉関係者との連携を図

り，顔の見える関係づくりを進めていくことが

重要だと述べた。

　またかかりつけ医と，これをサポートする地

域密着型病院の勤務医らが，全体の中で連携し

ていく重要性も指摘。既存の医療資源を有効活

用しながら超高齢社会に対応していく必要性に

も触れ，日本には中小病院や有床診療所が多

く，身近なところでいつでも入院できる高齢者

の在宅支援システムの構築が可能だという考え

を示した。              （平成28年12月２日）

■医師会活動通じ地域での関係づくりを

－ 勤務医部会連絡協で横倉会長 －

■「同意」と「ＩＣ」の違いを提示

－ 厚労省など合同会議 －

　厚生労働省は12月１日，文部科学省や経済産

業省との「医学研究等における個人情報の取扱

い等に関する合同会議」で，改正版の「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」などのＱ

＆Ａに記載する事項の素案を示し，指針の「イ

ンフォームド ・コンセント｣（ＩＣ）と要配慮個人

情報を取得する場合の「同意」の意味の違いを整

理した。

　「ＩＣ」は“同意”と和訳される場合があり，こ

れまでの会議で紛らわしさを懸念する意見が

出ていた。Ｑ＆Ａの素案では，「ＩＣ」を「指針に

おいて研究対象者らに対し説明すべき事項とし

て定めた項目について説明し，同意を受けるこ

と」とした一方，「同意」は「研究対象者の個人情

報が，研究機関によって示された取り扱い方法

で取り扱われることを承諾する旨の当該￥研究

対象者の意思表示」と定義した。

　これまで個人情報でないとして取り扱ってき

た場合でも，指針改正後は個人情報と見なされ

■同時改定に向け議論スタート，連携重視

－ 中医協 －

　中医協総会（会長＝田辺国昭 ・東京大大学院

教授）は12月14日，2018年度の診療報酬改定に

向けた実質的な議論をスタートさせた。同日は

厚生労働省が，介護報酬との同時改定を見据え

た検討の考え方案などを提示。療養病床・施設

系サービスや居宅等における医療や，維持期の

リハビリテーションに関する議論を進めること

を確認した。各側の委員からさまざまな意見や

要望が出たことを受け，次回以降の総会に18年

度改定に関する検討スケジュールが提示される

見通しだ。

　議論のキックオフとなった同日の総会に厚労

省は，診療報酬と介護報酬の同時改定に向けた

現状と課題を示した。具体的には▽現状と課題

▽これまでの検討の概要▽医療 ・介護提供体制

に係る基本施策▽診療報酬改定での対応―に分

けて整理。特に診療報酬については「医療と介

護の提供体制の確保に多大な影響を及ぼす仕組

みである」との基本認識の下，18年度同時改定

る情報には「ゲノムデータ等」を例示。「新指針

の対象となる」と明記した。

　ただし，今回の素案は議論の途中経過に基づ

くもので，事務局の医政局研究開発振興課は

「今後変更があり得る」と強調している。

●改正法などの「研究」，定義の明確化を

　また，同日の議論では改正個人情報保護法や

改正医学研究指針の対象となる「研究」や「研究

グループ」の明確な定義が焦点になった。研発

課は「全ての研究活動が改正個人情報保護法の

適用除外に該当するわけではない」とし，「目的

が学術研究である場合」など，同法が適用され

ないケースを示した。ただ，具体例が示されて

いるわけではないため，日医の石川広己常任

理事は「学問研究が滞ることがあってはならな

い」と強調した上で，「（具体例などを）文面で見

せてほしい」と要望。「研究」の解釈についての

議論は，次回に持ち越した。

             　　　　　 （平成28年12月６日）
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日医インターネットニュースは日本医師会ホームページからご覧になれます（毎週火 ･ 金更新）。

　日本医師会（http://www.med.or.jp/）＞メンバーズ＞日医インターネットニュース
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■調整幅「５％くらいまで上げてほしい」

－ 横倉会長 －

　横倉義武会長は12月14日の会見後，記者団に

■薬剤の安全管理でダブルチェックを

－ 厚労省が通知 －

　点滴袋に穴が開けられるなど，患者の安全を

脅かす事例が続いていることを受け，厚生労働

省医政局総務課は，医療機関の安全管理に関す

る通知（医政総発1125第２号）を都道府県に出し

た。薬剤を使用する前に，容器の破損や異物混

入がないかをダブルチェックするよう求めてい

る。通知は11月25日付で，日本医師会や日本医

学会に対しても周知するよう依頼。日医，医学

会とも依頼を受け，都道府県医師会長や医学会

分科会の理事長 ・会長に通知を出すなどの動き

を見せている。

　通知では▽医薬品の使用前には，容器やふた

（汚染防止用のシールを含む）の損壊や異物混入

などがないか，ダブルチェックなどにより確認

すること▽注射薬の混合調製を行う場合は，定

められた環境，手順を順守するとともに，処方

箋 ・ラベル ・注射薬の照合をダブルチェックな

どにより確実に行い，調製後は原則として速や

かに使用すること▽医薬品の保管に当たって

は，適切な在庫 ・品質の管理を行うとともに，

必要に応じ施錠管理など，盗難 ・紛失防止の対

策を取ること―の３点を，医療機関に周知徹底

するよう求めている。　　（平成28年12月20日）

が極めて重要な意味を持つことや，医療と介護

の提供体制の確保には，2025年から先の将来を

見据えた対応が求められるとした。

　その上で医療と介護の連携に関する検討項目

として▽療養病床 ・施設系サービスにおける医

療▽居宅等における医療（訪問診療 ・訪問看護，

歯科訪問診療，薬剤師の業務）▽維持期のリハ

ビリテーション―の３項目を「特に重要と考え

られる」項目に位置付けた。

●医療と介護の財源論で応酬　

　厚労省の説明に対し，支払い側の吉森俊和委

員（全国健康保険協会理事）は「総論としては異

論ない」とした上で「次期改定では薬価制度の抜

本的見直しも大きな論点になると考えている

が，今回の検討項目に書き込まれていないのは

どういうことか」と質問。厚労省保険局の迫井

正深医療課長は，薬価制度の抜本改革や入院，

外来，調剤など診療報酬における総点検は次期

改定でも行うと説明。幸野庄司委員（健保連理

事）は「同時改定では，早い段階で医療と介護の

連携をどうするのかの基本方針を固め，その方

針に沿って中医協，介護給付費分科会でそれぞ

れ議論できるようにすべき。財源も，医療と介

護のすみ分けの方向をきちんと示すことが重要

で，早めに進めるべきだ」と指摘した。

　これに対し，日医の中川俊男副会長は「診療

報酬と介護報酬のすみ分けは財源をどうするか

の議論であり，必ずしも早くしないといけない

ものではない。むしろ財源が厳しい時にさまざ

まなことをしようとすると医療と介護の均衡が

壊れることがあることも認識していただきた

い」と慎重な議論を求めた。さらに，社会保障

に係る財政状況の書きぶりについて誤解を招き

かねないと指摘した。　　（平成28年12月16日）

対し，薬価改定時の調整幅について「医療機関

で発生する医薬品のロスを考えると，現状の

２％ではあまりにも少ない。５％くらいまでは

上げてほしい」と訴えた。「医薬品の包装単位が

大包装になると，残薬が相当出る。（２％のま

までは）処理しきれない」とも述べた。

　今月９日の中医協 ・薬価専門部会では，支払

い側の幸野庄司委員（健保連理事）が「もし薬価

改定の頻度を変更するという議論になった場合

には，調整幅の値が妥当かどうかも議論に入っ

てくる」と問題提起。日医の松原謙二副会長）も

「２％では対応できない」と応じ，調整幅の引き

上げを求めていた。　　　（平成28年12月20日）　
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医師会関係　

（議決事項）

１．医療事故調査制度に係る「支援団体統括者

セミナー」の開催について

　医療事故調査等支援団体連絡協議会に関

係し，医療事故調査の支援及び研修講師と

して活動される予定の医師および看護師を

対象に行われるセミナーで，３名１グルー

プとなっていることから，小牧常任理事と

本会支援委員会及び看護協会から人選を

行った上で参加することが承認された。

２．後援 ・共催名義等使用許可について

①平成29年１/15㈰（県歯科医師会館）「第

６回食を支援する口腔ケア元気塾in宮

崎市」へのご後援のお願いについて

→「多職種から学ぶ口腔ケアの実際」をメ

インテーマに開催される研修会で，名義

後援を行うことが承認された。

３．白菊会への運営資金援助についてのお願い

　医学 ・医療の発展を願い解剖体を提供す

る篤志検体登録者の会で，会員に対する運

営資金の援助依頼があり，例年同様，県医

師会として案内等に協力することが承認さ

れた。

　また，医学部が主催する解剖体追悼式に

もなかなか協力できないことから，県医師

会として白菊会を支援することが承認さ

れた。

４．日本医師会の委員会委員の委嘱について

　日本医師会から，学術推進会議の委員に

河野会長を委嘱したいとの依頼があり，本

会として了承することが承認された。ま

た，平成28年度，本会を経由して日本医師

会が委嘱した委員（10委員会９名）の確認が

行われた。

５．11/８㈫（県医）県福祉保健部 ・病院局と県

医師会との意見交換会について

　当日のスケジュール及び要望書の最終確

認が行われ，軽微な変更は河野会長に一任

すると共に円滑な進行に努めることが承認

された。

６．業務委託について

①宮崎県主治医研修の業務委託契約に

ついて

→主治医意見書に関する記載方法等の研

修を行うことによって，適切な要介護認

定等の実施に資することを目的とする事

業で，契約を締結することが承認された。

（報告事項）

１．10月末日現在の会員数について

２．10/27㈭（日医）日医医療秘書認定試験委員

会について

３．10/28㈮（九州厚生局宮崎事務所）九州地方

社会保険医療協議会宮崎部会について

４．10/28㈮（県医）治験セミナーについて

５．10/29㈯ ・10/30㈰（県医）ＩＣＬＳ指導者養成

ワークショップ及びＡＣＬＳ研修会について

６．10/28㈮（宮大医学部）地域医療現場におけ

る働きやすい環境を考える会検討会に

ついて

７．11/１㈫（県医）治験審査委員会について

８．10/31㈪（県医）県認知症高齢者グループ

ホーム連絡協議会理事会について

平成28年11月１日㈫第22回常任理事協議会
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９．10/27㈭（ＪＡ-ＡＺＭ）社会保険医療担当者の

個別指導について

10．10/29㈯（県医）産業医研修会 (実地 )に

ついて

11．10/31㈪（県医）県産業保健連絡協議会等に

ついて

12．10/29㈯（北海道）全国学校保健 ・学校医大

会について

医師連盟関係　

（議決事項）

１．11/28㈪（宮観ホテル）河野宮崎県知事と宮

崎県経済団体協議会との懇談会の開催に

ついて

　県政及び各経済団体間の連携を図るため

に開催される懇談会で，河野会長が出席す

ることが承認された。

２．11/30㈬（東京）衆議院議員江藤拓「希望ある

未来を拓く」政経セミナーについて

　「希望ある未来を拓く」政経セミナーと称

して開催される会で，協力することが承認

された。

３．12/１㈭（東京）第19回武見セミナーのご案

内について

　本年の総決算と更なる飛躍を願い開催さ

れるセミナーで，協力することが承認さ

れた。

平成28年11月８日㈫第８回全理事協議会

医師会関係

（議決事項）

１．本会外の役員等の推薦について

①宮崎県新人看護職員研修推進協議会委員

の推薦について

→新人看護職員研修事業の推進を図るた

めに設置される協議会で，役員改選に伴

う後任の推薦依頼があり，佐藤理事を委

員として推薦することが承認された。

２．各専門分科医会長会の開催について

　主に県医師会医学会副会長の人選及び幹

事の推薦を行う会長会で，新たに医療事故

調査制度の報告を加え，11月24日㈭に開催

することが承認された。

３．郡市医師会からの忘年会のご案内について

　３つの郡市医師会から忘年会の出席依頼

があり，日頃の御礼も兼ね，可能な限り河

野会長及び複数名参加できるよう調整を行

うことが承認された。

４．平成29年１/４㈬（宮観ホテル)2017年寿新

年賀詞交歓会のお知らせ

　毎年開催されている新年の賀詞交歓会

で，河野会長の出席及び参加を希望する役

員は事務局に申し出ることが承認された。

５．「平成28年度在宅医療関連講師人材養成事

業研修会」都道府県医師会へのご案内に

ついて

　地域における在宅医療推進活動の中心的

役割を担う講師の育成を目的に開催される

研修会で，本会から石川常任理事を推薦す

ると共に各郡市医師会に案内することが承

認された。

（報告事項）

１．11/８㈫（県庁）県地方独立行政法人評価委

員会について

２．11/３㈭（ハイビスカスＧ.Ｃ.）県医親善ゴル

フ大会について

３．11/４㈮（宮観ホテル）宮崎銀行との懇親会

について

４．11/２㈬（県医）日医社保指導者講習会復講

について

５．11/７㈪（県庁）県防災会議国土強靭化部会

について

６．11/７㈪（県医）健康教育委員会について
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７．11/２㈬（県医）九州プライマリ・ケア功労

賞検討会議について

８．11/４㈮（日医）日医勤務医委員会について

９．11/４㈮（日医）日医救急災害医療対策委員

会について

10．11/３㈭（滋賀）滋賀県在宅医療セミナーに

ついて

11．11/４㈮（県医）認知症サポート医フォロー

アップ研修会について

12．11/５㈯（県医）人体シミュレータを用いた

在宅医療研修会について

13．10/26㈬（宮崎労働局）労災診療指導委員会

について

14．10/26㈬（県医）県ロコモティブシンドロー

ム対策協議会について

医師会関係　

（議決事項）

１．11/23（水・祝）（宮崎市民プラザ）「産業カウ

ンセラーの日無料公開講座」のご案内に

ついて

　「自分らしく働く“私”のために～カウン

セリング体験をしよう！～」をメインテー

マに開催される無料公開講座で，会員への

周知依頼があり，県医師会のメーリングリ

スト（ＭＭＡ通信）を通じて案内することが

承認された。

２．本会外の役員等の推薦について

①宮崎県個人情報保護審議会委員の委嘱に

ついて

→行政等が実施する個人情報保護制度の

運用に関して意見する審議会で，引き続

き濱田副会長が委員に就任することを承

認した。

平成28年11月15日㈫第23回常任理事協議会

３．11/29㈫（県医）各郡市医師会長協議会に

ついて

　各郡市医師会長の出席及び提出議題の最

終確認が行われ，制度開始１年を経過した

医療事故調査制度の状況を追加報告するこ

とが承認された。

４．平成28年度県内医療機関合同就職説明会に

ついて

　県立看護大学が県内就職支援の一環とし

て開催する説明会で，申し込みを行った医

療機関の情報が全て提供されるよう要望す

ると共に，周知活動に協力することが承認

された。

５．12/8㈭（ＪＡ-ＡＺＭ）九州厚生局及び宮崎県に

よる社会保険医療担当者の新規個別指導等

の実施に係る立会について

　４医療機関を対象に行われる新規医療機

関を対象とした個別指導で，嶋本理事を立

会人として派遣することが承認された。

６．平成29年１/７㈯・８㈰（熊本）「九州医師

会連合会平成28年度救急・災害医療担当理

事連絡協議会」並びに「九州医師会連合会平

成28年度第１回災害医療研修会」の開催に

ついて

　担当理事連絡協議会に加え，災害時にお

ける医療コーディネート及び医療体制の強

化を目的に研修会を開催するもので，出席

者については，各県の受講定員が６名のた

め担当理事を中心に人選することが承認さ

れた。

７．平成29年１/21㈯（福岡）次期診療報酬改定

の要望事項に係る平成28年度九医連医療保

険対策協議会の開催について

　日医社会保険診療報酬検討委員会に提出

する要望を検討すべく開催される協議会

で，出席者については，担当理事を中心に

人選すると共に，各郡市医師会及び専門分
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医師会関係　

（議決事項）

１．国保審査委員の推薦について

　選任基準に従い郡市医師会及び専門分科

医会等から出された委員，保険医代表15

名，保険者代表15名を推薦することが承認

された。

２．本会外の役員等の推薦について

①宮崎県指定難病審査会委員の推薦に

ついて

→任期満了に伴い神経内科及び皮膚科領

域の推薦依頼があり，引き続き赤嶺俊彦

（赤嶺クリニック）先生及び帖佐宣昭（古

賀総合病院）先生を推薦することが承認

された。

３．平成29年１/17㈫（日医）平成28年度第３回

都道府県医師会長協議会の開催について

　同日，日医連執行委員会との合同新年会

が開催される会長協議会で，河野会長が出

席すること及び提出議題は河野会長に一任

することが承認された。

４．平成29年２/４㈯（熊本）「九州医師会連合

会第361回常任委員会」並びに「平成28年度

九州医師会連合会第２回各種協議会」の開

催について

　各種協議会の開催種目等が決定したこと

から，医療事故調査制度を濱田副会長，地

域医療対策を池井常任理事，医療保険対策

を小牧常任理事，介護保険対策を金丸常任

理事に提案事項等の取りまとめをお願いす

ることが承認された。

５．会費減免申請について

　在籍20年以上で満80歳（県医）の高齢によ

る会費減免２名が承認された。

６．県医役員等報酬支給について

　県医師会役員等の報酬等規程に基づき，

12月６日に27名の役員等に支給することが

承認された。

７．県医職員の冬季手当支給について

　県医師会職員給与規程に基づき，県人事

委員会の勧告等を参考に期末・勤勉手当を

12月９日に支給することが承認された。

８．12/15㈭（宮崎市民プラザ）九州厚生局及び

宮崎県による社会保険医療担当者の個別指

導等の実施に係る立会いについて

　１医療機関を対象に行われる個別指導

平成28年11月29日㈫第９回全理事協議会

科医会等に次期診療報酬改定の要望事項を

照会することが承認された。

（報告事項）

１．週間報告について

２．11/10㈭（国保連合会）県保険者協議会に

ついて

３．11/14㈪（県医）医療安全対策セミナーに

ついて

４．11/14㈪（県医）広報委員会について

５．11/10㈭（県医）地域医療構想委員会に

ついて

６．11/12㈯（シーガイア）病院部会・医療法人

部会合同研修会について

７．11/13㈰（宮崎市民プラザ）世界糖尿病デー

市民公開講座について

８．11/14㈪（県医）県総合診療円卓会議に

ついて

９．11/12㈯（県医）産業医研修会について

10．11/９㈬（福岡）九医連感染症対策協議会に

ついて

11．11/９㈬～11㈮（福岡）世界医師会one health

国際会議について

12．新型インフルエンザ等対策特別措置法の規

定に基づく特定接種（医療分野）の登録に

ついて
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で，小牧常任理事を立会人として派遣する

ことが承認された。

９．12/22㈭（宮崎市）九州厚生局及び宮崎県に

よる社会保険医療担当者の個別指導等の実

施に係る立会いについて

　１医療機関を対象に行われる個別指導

で，川野理事を立会人として派遣すること

が承認された。

10．12/８㈭（東京）日医・米国研究製薬工業協

会(PhRMA)共催シンポジウムについて

　「日本そして世界における今後の認知症

対策について（仮）」をテーマに開催される

シンポジウムで，金丸常任理事が出席する

ことが承認された。

11．医師確保対策委員会委員の追加委嘱に

ついて

　吉村学先生（宮崎大学医学部地域医療・

総合診療医学講座教授）及び日髙良雄先生

（県福祉保健部次長）を新たに委員として委

嘱することが承認された。

12．平成29年１/23㈪（県医）平成28年度宮崎県

感染症危機管理・予防接種実務担当者研修

会について

　県内の医療関係者及び学校，市町村，保

健所等の予防接種・感染症実務担当者を対

象に行われる研修会で，会場及びテレビ会

議システムの利用等を含め共催することが

承認された。

13．12 ・１月の行事予定について

　12月の追加行事について確認が行われた。

（報告事項）

１．週間報告について

２．11/９㈬（福岡）九医連常任委員会について

３．11/15㈫（日医）都道府県医師会長協議会に

ついて

４．11/16㈬（県庁）県障害者施策推進協議会に

ついて

５．11/16㈬（県庁）県障がい者差別解消支援協

議会について

６．11/18㈮（熊本）九医連常任委員会について

７．11/24㈭（宮大）宮大経営協議会・学長選考

会議について

８．医療に係る消費税問題の解決をはじめとす

る税制改正要望地元選出国会議員への働き

かけについて

９．11/26㈯（宮観ホテル）宮崎県歯科医師会創

立100周年記念式典・祝賀会について

10．11/15㈫（県医）医療事故調査支援委員会常

任委員会について

11．11/17㈭（福岡）九州・沖縄地区医療安全に

関するワークショップについて

12．11/29㈫（九州厚生局宮崎事務所）九州地方

社会保険医療協議会宮崎部会について

13．11/17㈭（宮崎市）社会保険医療担当者の個

別指導について

14．11/18㈮～20㈰（熊本）九州医師会総会・医

学会関連行事について

15．11/22㈫（シーガイア）福岡・佐賀両県医師

会長との協議懇談会について

16．11/24㈭（県医）各 専 門 分 科 医 会 長 会 に

ついて

17．11/20㈰（宮大医学部）県災害医療コーディ

ネーター研修について

18．11/25㈮（県医）熊本地震におけるＤＭＡＴ及

びＪＲＡＴ活動の報告・打合せ会について

19．11/21㈪（県医）広報委員会について

20．11/24㈭（日医）日医医療ＩＴ委員会について

21．11/26㈯（宮観ホテル）県訪問看護ステー

ション連絡協議会総会・研修会について

22．11/21㈪（県医）介護保険委員会について

23．11/28㈪（県医）医療従事者向け認知症対応

力向上研修会について

24．11/16㈬（県医）首都直下地震を想定した衛

星利用実証実験（防災訓練）について
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12月のベストセラー（宮崎県）

集計 ：2016年12月１日～12月25日

１ ハリー ・ポッターと呪いの子 Ｊ．Ｋ．ローリング 静 山 社

２
どんなに体がかたい人でもベターッ
と開脚できるようになるすごい方法

Ｅ ｉ ｋ ｏ サンマーク出版

３ 雪煙チェイス 東 野 圭 吾 実業之日本社

４ 九十歳。何がめでたい 佐 藤 愛 子 小 学 館

５ 雑談力 百 田 尚 樹 ＰＨＰ研究所

６ こころの匙加減 高 橋 幸 枝 飛 鳥 新 社

７
あなたの中の小さな神さまを目覚め
させる本

ま さ よ 永 岡 書 店

８
はじめての人のための 3000円投資
生活

横 山 光 昭 ア ス コ ム

９
ぼくは明日，昨日のきみとデート
する

七 月 隆 文 宝 島 社

10 よるのばけもの 住 野 よ る 双 葉 社

明林堂書店調べ　提供 : 本郷店（宮崎市大字本郷北方） ☎（0985)56-0868

25．11/26㈯（福岡）九州学校検診協議会専門委

員会について

26．11/26㈯（福岡）九州各県医師会学校保健担

当理事者会について

27．11/17㈭（日医）日医予防接種・感染症危機

管理対策委員会について

28．11/24㈭（県庁）県蚊媒介感染症対策会議に

ついて

29．11/28㈪（宮大医学部）宮大医学部医の倫理

委員会について

医師協同組合理事・運営委員合同協議会　

（報告事項）

１．11/29㈫（県医）医協理事会について

医師連盟関係　

（議決事項）

１．平成29年１/12㈭（宮観ホテル）新春の集い

ご案内について

　午前中に開催されることもあり，出欠等

を含めた対応の判断は，河野委員長に一任

することが承認された。

２．平成29年１/17㈫（日医）日医連常任執行委

員会の開催について

　日医連の常任執行委員を務める河野委員

長が出席することが承認された。

３．平成29年１/17（火）（日医）日医連執行委員

会の開催について

　都道府県医師会長協議会の後に開催され

る執行委員会で，河野委員長及び富田常任

執行委員が出席することが承認された。

（報告事項）

１．11/28㈪（宮観ホテル）県経済団体協議会代

表者会議について

２．11/28㈪（宮観ホテル）河野知事と県経済団

体協議会との懇談会について
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お知らせ

平成28年度日本医師会認定医療秘書養成制度

卒業生求職のお願い

　宮崎県医師会では，日本医師会認定医療秘書養成を県内３教育機関に委託しております。日本医師

会医療秘書認定試験の合格を目指し，医療事務に必要な知識，最新の情報処理技能などの資格を備え

るとともに，医療機関の今日的な使命を自覚し，誠実さと思いやりの心を大事にする人間形成にも力

を入れています。

　今年度，医療事務職員採用のご予定がございましたら，何卒，県内３教育機関からご採用いただき

ますようご検討をお願いいたします。

　なお，求職に関するお問い合わせ等につきましては，直接各教育機関の担当者までご連絡ください。

宮崎学園短期大学

(宮崎市 )

宮崎医療管理専門学校

(宮崎市 )

都城コアカレッジ

(都城市 )

就職希望者９名

(女９名 )

就職希望者６名

(男１名，女５名 )

就職希望者１名

(女１名 )

連絡先 ：ＴＥＬ0985-85-0146

宮崎市清武町加納丙1415

担当 ：田村　広美

武村　順子

連絡先 ：ＴＥＬ0985-86-2271

宮崎市田野町甲1556-1

担当 ：福元　　進

馬原裕加里

連絡先 ：ＴＥＬ0986-38-4811

都城市吉尾町77-8

担当 ：𠮷原真由美

中山ゆかり

お知らせ

麻薬譲受証に記載すべき譲受人氏名及び押印する麻薬専用印について

　このことについて，「麻薬管理マニュアルの改訂について」（平成23年４月15日付け薬食監麻発0415

第２号厚生労働省医薬食品局監視指導薬対策課長通知）で示されているところです。

　しかしながら，一部の麻薬業務所でこれらの内容を満たさない麻薬譲受証が見られたとの指摘が県

福祉保健部からありました。具体的には，「理事長の個人名のみの印鑑が押印されていた」事例であり

ます。

　麻薬譲受証の押印については以下をご注意下さい。

記

１　麻薬譲受証に記載すべき譲受人氏名

法人にあっては，名称，代表者の職名及び氏名を記載すること。

２　麻薬専用印

法人にあっては代表者印を原則とするが，麻薬専用印を使用する場合は，次の様式を満たすこと。

病院・診療所の場合　　　　　　　　　麻薬と覚せい剤原料を兼用する印の様式

麻薬専用印の様式　

医療法人△△
病院理事長麻
薬専用之印

医療法人○○
病院理事長麻
薬・覚せい剤
原料専用之印

（※12月15日時点　就職内定者除く）
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県　医　の　動　き

１

（日医）都道府県医師会医事紛争担当理事連
絡協議会（立元常任理事）
生活習慣病検診従事者研修会（肺・乳・胃・
大腸がん検診研修会）（ＴＶ会議）（会長他）

２
（日医）大学医学部・医学会女性医師支援担
当者連絡会（荒木常任理事他）
県医中間監事監査（会長他）

３
（日医）家族計画・母体保護法指導者講習会

（濱田副会長他）

５

生活習慣病検診従事者研修会（肺・乳・胃・
大腸がん検診研修会）（ＴＶ会議）

（金丸常任理事）
広報委員会（会長他）

６

地方公務員災害補償基金県支部審査会
（吉田常任理事）

治験審査委員会（富田副会長他）
第24回常任理事協議会（会長他）

７

（日医）医療事故調査制度に係る支援団体統
括者セミナー (小牧常任理事）
（東京）社会保障審議会医療保険部会療養費
検討専門委員会（会長）
（日医）日医医療秘書認定試験委員会

（富田副会長）
（ホテル中山荘）都城市北諸県郡医師会忘年
会（会長他）

８

社会保険医療担当者の新規個別指導
（嶋本理事）

（東京）日医・米国研究製薬工業協会（ＰｈＲＭ
Ａ）共催シンポジウム（金丸常任理事）
女性医師委員会（会長他）

９
医療従事者確保予算に関する県への要望

（会長）
県総合診療フォーラム（金丸常任理事）

10

ごちゃまぜＧＯ！（金丸常任理事）
生活習慣病検診従事者研修会（肺・乳・胃・
大腸がん検診研修会）（ＴＶ会議）

（立元常任理事）
県産婦人科医会全理事会（濱田副会長他）

12
自民党県連党紀委員会（河野委員長）
県ドクターヘリ運航調整委員会（米澤理事）
医学賞選考委員会（濱田副会長他）

（12月）

13

（新富）「自信をもって取り組める医薬品の
教育」研修会開会式（会長）
図上訓練に係る研究会
県総合防災訓練研究会
医協打合せ会（立元副理事長）
第25回常任理事協議会（会長他）

14

ＤＶ被害者保護支援ネットワーク会議
（荒木常任理事）

支払基金幹事会（会長）
県がん対策審議会（会長）

15
感染症危機管理研修会（ＴＶ会議）

（髙村常任理事）
広報委員会（荒木常任理事他）

16 宮大医学部医の倫理委員会（糸数理事）

17

指導医のための教育ワークショップ
（会長他）

（沖縄）女性医師支援センター事業九州ブロッ
ク会議（荒木常任理事他）

18
指導医のための教育ワークショップ

（金丸常任理事）

19
次年度の運動器検診についての打合せ

（髙村常任理事他）
医療保険委員会（会長他）

20

医協理事会（富田理事長他）
第10回全理事協議会（会長他）
医協理事・運営委員合同協議会（会長他）
役職員懇談会（会長他）

21

労災診療指導委員会（川野理事他）
（日医）日医医療秘書認定試験委員会

（富田副会長）
（ホテルメリージュ延岡）延岡市医師会忘年
会（会長他）

22
社会保険医療担当者の個別指導（川野理事）

（江戸長）西都市西児湯医師会忘年会
（会長他）

26 医師確保対策委員会（会長他）

27

県医療審議会医療法人部会（富田副会長）
九州地方社会保険医療協議会宮崎部会

（濱田副会長）
第26回常任理事協議会（会長他）

29 　　　（年末休業）

30 　　　（年末休業）

31 　　　（年末休業）
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ドクターバンク情報
                           　 （無料職業紹介所）   　     平成28年12月12日現在

本会では，会員の相互情報サービスとしてドクターバンク（求人 ・求職等の情報提供）を設置しておりま

す。登録された情報は，当紹介所で管理し秘密は厳守いたします。

現在，下記のとおりの情報がよせられております。お気軽にご利用ください。

お申し込み，お問い合せは当紹介所へ直接お願いいたします。

また，宮崎県医師会ホームページでも手続きと情報のあらましを紹介しておりますのでご覧ください。

１．求職者登録数　　５人

　１) 男性医師求職登録数　　５人                                                  (人)

希望診療科目 求 職 数 常　勤 非 常 勤
内　    　科 ３ ２ １
老　    　健 ２ １ １

　２) 女性医師求職登録数　　０人                                                  (人)  

男性医師 女性医師 合　計
平  成  28  年  度 ３ １ ４
平成 16年度から累計 40 15 55

３．求人登録　　　96件　　332人  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 (人)

募集診療科目 求人数 常　勤 非常勤
内 科 118 88 30
外 科 28 24 ４
整 形 外 科 25 22 ３
精 神 科 18 16 ２
循 環 器 科 ７ ６ １
脳 神 経 外 科 12 ９ ３
消 化 器 内 科 12 ９ ３
麻 酔 科 10 ８ ２
眼 科 ６ ５ １
放 射 線 科 10 ９ １
小 児 科 １ ０ １
呼 吸 器 内 科 11 10 １
リハビリテーション科 ５ ４ １
総合診療科  ・内科 ７ ６ １
神 経 内 科 ７ ６ １
救 命 救 急 科 ７ ７ ０
健 診 ３ １ ２
産 婦 人 科 １ １ ０
泌 尿 器 科 １ ０ １
検 診 ４ ２ ２
皮 膚 科 ３ ２ １
人 工 透 析 ４ ４ ０
在 宅 担 当 医 １ １ ０
そ の 他 31 26 ５
合 　 計 332 266 66

２．斡旋成立件数　55人                                              　　　　　　　(人)

希望診療科目 求 職 数 常　勤 非 常 勤
０ ０ ０
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求　人　登　録　者（公開）
※求人情報は，申し込みが必要です。宮崎県医師協同組合，

    無料職業紹介所（ドクターバンク）へお申し込み下さい。

※下記の医療機関は，公開について同意をいただいております。

登録番号 施　　設　　名 所在地 募集診療科 求人数 勤務形態

160011 赤十字センター 宮 崎 市 検診 ３ 常勤 ・非常勤
160013 医)三晴会 金丸脳神経外科病院 宮 崎 市 脳外,整,放,麻,内 10 常勤 ・非常勤
160017 医)ブレストピア ブレストピア宮崎病院 宮 崎 市 乳外,放,内,麻 ３ 常勤
160020 財)弘潤会 野崎病院 宮 崎 市 精,内 ２ 常勤

160031 社医)同心会 古賀総合病院 宮 崎 市
呼内,神内,眼,総診,呼外
臨病,乳外,整外,麻酔

11 常勤

160033 医)如月会 若草病院 宮 崎 市 精 ２ 常勤

170046 医)社団善仁会 市民の森病院 宮 崎 市
消内,内泌糖内,呼内,
リウマチ,神経内,健診

６ 常勤 ・非常勤

170048 医)慶明会 けいめい記念病院 国 富 町 内,放,在宅医療 ３ 常勤
180082 国立病院機構宮崎東病院 宮 崎 市 内,神内,整,消内 ５ 常勤

190087宮崎市郡医師会病院 宮 崎 市
内(緩和ケア),消内,呼内,
総診

８ 常勤

190094 医)耕和会 迫田病院 宮 崎 市 総内,内視鏡 ６ 常勤 ・非常勤
190095 医)慶明会 宮崎中央眼科病院 宮 崎 市 眼 １ 常勤

200104 医)社団善仁会 宮崎善仁会病院 宮 崎 市
内,外,救急,呼外,婦人,整,
麻

７ 常勤

200105 医)誠友会 南部病院 宮 崎 市 内,外,放 ３ 常勤
210110 医)幸秀会 大江整形外科病院 宮 崎 市 整 １ 常勤
210118 慈英病院 宮 崎 市 内,整,リハビリ ７ 常勤 ・非常勤
230128 医)真愛会 高宮病院 宮 崎 市 内,精 ２ 常勤
230132 医)康友会 青島クリニック 宮 崎 市 内 １ 常勤
230134 医)慈光会 宮崎若久病院 宮 崎 市 精 １ 常勤
230139 介護老人保健施設サンフローラみやざき 国 富 町 内,外 ２ 常勤
230143 医)社団孝尋会 上田脳神経外科 宮 崎 市 脳外,内 ２ 常勤
230144 宮崎生協病院 宮 崎 市 総内,呼内,消内,健診 ８ 常勤 ・非常勤

230146 財)潤和リハビリテーション振興財団 潤和会記念病院 宮 崎 市
内,神内,外,整外,脳外,
リハ,麻酔,救急,緩和ケア

10 常勤

230148 医)コムロ美容外科 宮 崎 市 美外,形成外,外,麻酔 ８ 常勤 ・非常勤

230161 医 )健心会 滝口内科病院 宮 崎 市 内 ２ 常勤 ・非常勤
230164 宮崎県保健所 宮 崎 市 公衆衛生 ３ 常勤
230165 野崎病院健診センター 宮 崎 市 健診 １ 非常勤
230171 医 )いなほ会 日高病院 宮 崎 市 内 １ 非常勤
230174 医 )常聖会 巴外科内科 宮 崎 市 内 １ 非常勤
230175 社会福祉法人 キャンパスの会 宮 崎 市 内,小,整 １ 常勤
230177 医 )社団尚成会 近間病院 宮 崎 市 内,消内,消外,放(いずれか) １ 常勤 ・非常勤
230178 介護老人保健施設 むつみ苑 宮 崎 市 内 １ 常勤
230180 一社 )藤元メディカルシステム 藤元中央病院 宮 崎 市 内,糖内,呼内,血内 ４ 常勤
160008 医 )正立会 黒松病院 都 城 市 泌 １ 非常勤
160010 徳医 )敬和会 戸嶋病院 都 城 市 内,消内,整,神内 ７ 常勤 ・非常勤

160018 医)宏仁会 メディカルシティ東部病院 都 城 市
内,救急,放射,脳外,外,
眼,透内,皮膚

８ 常勤

170057 医)清陵会 隅病院 都 城 市 内,外,整 ３ 常勤
180064 国立病院機構都城医療センター 都 城 市 内,呼内,総診 ４ 常勤
180081 医)恵心会 永田病院 都 城 市 精 １ 常勤
190092 都城市郡医師会病院 都 城 市 内,呼内 ６ 常勤
210114 藤元病院 都 城 市 精,内 ３ 常勤
230127 医)倫生会 三州病院 都 城 市 外 ,内 ,整 ７ 常勤 ・非常勤
230133 介護老人保健施設すこやか苑 都 城 市 不問 １ 常勤
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登録番号 施　　設　　名 所在地 募集診療科 求人数 勤務形態
230137 医）宏仁会 海老原内科 都 城 市 内 １ 常勤
230142 医）魁成会 宮永病院 都 城 市 内,リハビリ ２ 常勤
230153 都城健康サービスセンター 都 城 市 内 １ 非常勤
230157 医）一誠会 都城新生病院 都 城 市 精,内 ４ 常勤・非常勤

230162 藤元総合病院 都 城 市
内,透,循内,救急,放射,
病理,呼内,精

16 常勤

230172 医）静雄会 藤元上町病院 都 城 市 内 ４ 常勤・非常勤
230176 一社）藤元メディカルシステムグリーンホーム 三 股 町 内 １ 常勤
230179 医）与州会 柳田クリニック 都 城 市 外 １ 非常勤
230181 介護老人保健施設 はまゆう 三 股 町 内 １ 常勤
230183 医）恵心会 坂元医院 都 城 市 消内，老人内 ２ 非常勤
160012 医）伸和会 共立病院 延 岡 市 外,整,放,内 ６ 常勤
160021 医）建悠会 吉田病院 延 岡 市 精 ３ 常勤・非常勤
160034 特医）健寿会 黒木病院 延 岡 市 外,内,緩和ケア ６ 常勤・非常勤
190086 早田病院 延 岡 市 内 １ 常勤
200100 医）育生会 井上病院 延 岡 市 産婦,内 ２ 常勤
200102 延岡市医師会病院 延 岡 市 消内,消外,内 ５ 常勤
210109 延岡市夜間急病センター 延 岡 市 内,小 ２ 非常勤
230151 介護老人保健施設エクセルライフ 延 岡 市 内 １ 常勤
230156 医）中心会 野村病院 延 岡 市 内,外 ２ 常勤
230163 堺胃腸科内科クリニック 延 岡 市 内 １ 非常勤
160039 医)誠和会 和田病院 日 向 市 外,内,整,神内 ６ 常勤
210111 宮崎県済生会 日向病院 門 川 町 内 ３ 常勤
230147 美郷町国民健康保険西郷病院 美 郷 町 内,整 ２ 常勤
230152 美郷町国民健康保険南郷診療所 美 郷 町 内 １ 常勤
230160 日向市立東郷病院 日 向 市 内,整 ２ 常勤
160006 都農町国保病院 都 農 町 内,放,外 ３ 常勤

160023 医)宏仁会 海老原総合病院 高 鍋 町
整,内,総診,麻,眼,健診,
循内,脳

10 常勤・非常勤

230170 介護老人保健施設なでしこ園 高 鍋 町 内 １ 常勤
160024 医）隆徳会 鶴田病院 西 都 市 内,外 ２ 常勤
150002 医)慶明会 おび中央病院 日 南 市 内,外,整 ４ 常勤・非常勤
150003 医)同仁会 谷口病院 日 南 市 内 １ 非常勤
160022 医)愛鍼会 山元病院 日 南 市 内 ２ 常勤
160037 医)十善会 県南病院 串 間 市 精,内(いずれか) １ 常勤
170047 日南市立中部病院 日 南 市 内,外,整,リハビリ,在宅医療 ５ 常勤
180071 串間市民病院 串 間 市 内,外 ２ 常勤
230138 小玉共立外科 日 南 市 不問 ２ 常勤・非常勤
230149 介護老人保健施設おびの里 日 南 市 内 ２ 常勤・非常勤
230166 医)秀英会 英病院 串 間 市 内 １ 常勤
230168 医)月陽会 きよひで内科クリニック 日 南 市 内 ７ 常勤・非常勤
230182 串間市市木診療所 串 間 市 総診,内（いずれか） １ 常勤
160019 医)相愛会 桑原記念病院 小 林 市 内,皮膚 ４ 常勤・非常勤
170043 医)和芳会 小林中央眼科 小 林 市 眼 ２ 常勤・非常勤
180067 小林市立病院 小 林 市 救急,総診,放 ５ 常勤
180076 医)友愛会 園田病院 小 林 市 外,循内,整,脳外 ９ 常勤・非常勤
190090 特医)浩然会 内村病院 小 林 市 精,内 ３ 常勤
190091 医)友愛会 野尻中央病院 小 林 市 整,内 ４ 常勤・非常勤
230155 医）三和会 池田病院 小 林 市 脳外,内,放射,外,リハビリ ６ 常勤・非常勤
230167 介護老人保健施設さわやかセンター 小 林 市 内 １ 非常勤
230169 医）連理会 和田クリニック 小 林 市 内 ２ 常勤
230173 医）高千穂会 大森内科 小 林 市 内 ２ 常勤・非常勤
170049 五ヶ瀬町国民健康保険病院 五ヶ瀬町 内,外 ２ 常勤
180070 高千穂町国保病院 高千穂町 内,透 ３ 常勤
190088 日之影町国保病院 日之影町 内,整 １ 常勤
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病医院施設の譲渡 ・ 賃貸

◆譲渡，賃貸希望の物件を紹介いたします。

平成28年12月12日現在

１．譲渡物件

①宮崎市阿波岐ヶ原町前田 2633番 ,2634番
　土地のみ：2022.17㎡ (593.57坪 )

所有者：児湯医師会員

　(医)　雲会 林クリニック

②西都市中央町２丁目６番地
　土地：　2,280.83㎡(691.16坪)
　建物：鉄筋コンクリート造陸屋根３階建
　１階　674.74㎡
　２階　547.79㎡　　1,400.48㎡(424.38坪)
　３階　177.95㎡
　　※別途駐車場あり(20台)

所有者：西都市西児湯医師会員

　図師医院跡

２．譲渡又は
　　賃貸物件

①小林市南西方49番地１
　土地：1,991.34㎡(603.43坪)
　建物：鉄筋コンクリート造陸屋根２階建
　１階　471.41㎡
　２階　638.35㎡　　
　　※駐車場あり(30台)

所有者：西諸医師会員

　(医)社団 産婦人科

　生駒クリニック跡

②日向市鶴町２丁目９番15号
　土地：792㎡(240坪)
　建物：ＲＣ造　鉄骨造
　１階　237.49㎡
　２階　338.25㎡　　913.99㎡(276.96坪)
　３階　338.25㎡
　　※別途駐車場あり(10台)

所有者：日向市東臼杵郡医師会員

　三ヶ尻整形外科跡

｝

1,109.76㎡(336.29坪)｝

ドクターバンク無料職業紹介所利用のご案内

１．取扱範囲は宮崎県内全域です。但し，求職者は県外でも結構です。

２．紹介受付は，月～金の９時～12時及び13時～17時です。

３．申込み方法は，所定の用紙 ｢求職票 ｣｢求人票 ｣にご記入後登録させていただきます。

４．ご希望に沿った先を斡旋させていただきます。

５．求職者の紹介時には各医療機関で医師免許等のご確認をお願いいたします。

６．斡旋成立時の紹介料は，｢求人 ｣｢求職 ｣いずれも無料です。

　　　　　　　ドクターバンク無料職業紹介所

　　〒 880-0023 宮崎市和知川原１丁目 101番地 (宮崎県医師協同組合 )

　　　　　　　　TEL 0985-23-9100㈹ ・FAX 0985-23-9179

　　　　　　　　E-mail：isikyou＠ miyazaki.med.or.jp

お問合せ先

松

｝
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日州医事へのご意見 ・ご感想をお待ちしています

宮崎県医師会広報委員会

Ｅ - Ｍａｉｌ ： ｇｅｎｋｏ＠ｍｉｙａｚａｋｉ . ｍｅｄ . ｏｒ . ｊｐ

FAX：０９８５-２７-６５５０

TEL：０９８５-２２-５１１８

　日州医事では，読者の皆様から広くご意見 ・ご感想 ・ご要望をお待ち

しています。本誌に対するご感想や，読みたい記事のご提案など，忌憚

のないご意見を是非お寄せください。

　なお，いただいたご意見は「読者の広場」として日州医事上で匿名に

て紹介させていただくことがあります。掲載を希望されない場合はその

旨お知らせください。

注 ：FAXの際は，このページを切り取り，

　　裏面の原稿用紙もご利用になれます。

き

り

と

り

せ

ん
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宮崎県医師会広報委員会 行　　FAX： ０９８５-２７-６５５０

お 名 前：

ご 所 属：

Ｔ Ｅ Ｌ： Ｆ Ａ Ｘ：

き

り

と

り

せ

ん
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宮 崎 県 医 師 会 行 事 予 定 表

※都合により，変更になることがあります。

　行事予定は県医師会のホームページからもご覧になれます。

17 火

14：00　（日医）日医連常任執行委員会  
14：20　（日医）都道府県医師会長協議会  
16：30　（日医）日医連執行委員会  
17：30　（日医）都道府県医師会長協議会・

日医連執行委員会合同新年会
19：00　第28回常任理事協議会

18 水

13：00　社会保障審議会医療保険部会療養
費検討専門委員会

15：00　新人看護職員研修推進協議会  
19：00　医師国保組合定例事務監査  
19：00　県内科医会学術委員会

19 木

13：30　県後期高齢者医療広域連合運
営懇話会   

19：00　特定健康診査等従事者研修会
（ＴＶ会議）

20：30　新規保険医療機関への説明会

20 金 19：00　医師国保組合理事会

21 土

14：00　人体シミュレータを用いた在
宅医療研修会   

16：00　次期診療報酬改定の要望事項
に係る九医連医療保険対策協
議会

22 日
10：30　県アイバンクライオンズ協力

会御芳名奉納式

23 月
19：00　広報委員会   
19：00　県感染症危機管理・予防接種

実務担当者研修会（ＴＶ会議）

24 火
18：20　医協打合せ会   
19：00　第29回常任理事協議会

25 水
医療事故調査支援委員会常任委
員会 

15：00　労災診療指導委員会

26 木

13：30　宮大経営協議会・学長選考会議  
18：30　医協理事会   
19：00　県内科医会誌編集委員会  
19：00　県外科医会全理事会

27 金

18：00　九州地方社会保険医療協議会
宮崎部会   

19：00　人体シミュレータを用いた在
宅医療研修会

28 土
14：30　自賠責保険研修会 
15：00　県産婦人科医会冬期総会

29 日
９：00　（日医）在宅医療関連講師人材

養成事業研修会

30 月 19：00　高次脳機能障害講演会（ＴＶ会議）

31 火
18：30　第11回全理事協議会  
終了後　医協理事・運営委員合同協議会 
19：20　各郡市医師会長協議会

１ 日 　　　（年始休業）

２ 月 　　　（年始休業）

３ 火 　　　（年始休業）

４ 水 13：00　新年賀詞交歓会

５ 木
16：30　宮大医学部カリキュラム委員会  
19：00　県臨床研修・専門研修運営協議会

ＷＧ

６ 金

７ 土

15：00　九医連九州ブロック災害医療研
修会

17：00　九州各県医師会救急災害医療担当
理事連絡協議会 

19：00　三師会合同新春懇談会

８ 日
９：00　九医連九州ブロック災害医療研

修会

９ 月
　　　（成人の日）   
９：00　緩和ケアチーム研修会

10 火
18：00　治験審査委員会   
19：00　第27回常任理事協議会

11 水

13：30　県総合計画審議会・県地方創生推
進懇話会   

14：00　日医救急災害医療対策委員会（日
医ＴＶ会議）

16：00　支払基金幹事会   
18：30　病院部会・医療法人部会理事会・

新年会

12 木

13：00　社会保険医療担当者の個別指導  
19：00　ロコモティブシンドローム予防講

演会   
19：30　県産婦人科医会常任理事会

13 金

19：00　労災部会自賠委員会   
19：00　宮崎市郡医師会新年例会並びにし

ののめ医学会特別講演会 
19：45　損害保険医療協議会

14 土
14：00　人体シミュレータを用いた在宅医

療研修会   
14：30　産業医研修会（ＴＶ会議）

15 日

16 月
14：00　宮大医学部医の倫理委員会  
19：00　広報委員会

国

　

保

　

審

　

査

社
　
保

　
審

　
査

１　　　　　　月

平成28年12月27日



平成29年１月 第809号日 州 医 事82

宮 崎 県 医 師 会 行 事 予 定 表

※都合により，変更になることがあります。

　行事予定は県医師会のホームページからもご覧になれます。

14 火 19：00　第31回常任理事協議会

15 水

16 木 19：00　医師国保組合理事会

17 金

13：00　医療関連サービス振興会シンポ
ジウム

13：00　国保連合会通常総会   
15：00　（日医）日医医療秘書認定試験委

員会   
19：00　県外科医会冬期講演会   
19：00　人体シミュレータを用いた在宅

医療研修会   
19：00　広報委員会

18 土

14：00　人体シミュレータを用いた在
宅医療研修会

14：30　かかりつけ医認知症対応力向
上研修会（ＴＶ会議）

16：00　勤務医部会後期講演会

19 日 16：00　県小児科医会役員会

20 月
19：00 介護保険に関する主治医研修

会（ＴＶ会議）

21 火
14：00　県ナースセンター事業運営委

員会
19：00　第32回常任理事協議会

22 水 15：00　労災診療指導委員会

23 木
13：00　（日医）医療事故調査制度に係る支

援団体統括者セミナー

24 金
18：00　九州地方社会保険医療協議会

宮崎部会   
19：00　広報委員会

25 土
九州地区医師国保組合連合会
全体協議会 
創立128周年記念医学会

26 日

27 月
14：00　県がん診療連携協議会   
19：00　県内科医会評議員会

28 火 19：00　第12回全理事協議会

１ 水 13：30　県歯科保健推進協議会

２ 木
15：00　（日医）日医予防接種・感染症危機

管理対策委員会
19：00　県内科医会理事会

３ 金
19：00　認知症サポート医フォローアップ

研修会（ＴＶ会議）

４ 土

14：00　九医連医療事故調査制度担当理事
連絡協議会

15：40　県スポーツドクター連盟総会  
16：00　九医連各種協議会   
16：00　九医連常任委員会   
16：00　健康スポーツ医学セミナー  
18：10　九医連各種協議会報告会

５ 日 日医医療秘書認定試験

６ 月 19：00　医療安全対策セミナー (ＴＶ会議）

７ 火
18：00　治験審査委員会   
19：00　第30回常任理事協議会

８ 水 16：00　支払基金幹事会

９ 木
18：00　県認知症高齢者グループホーム連

絡協議会理事会  
19：30　県産婦人科医会常任理事会

10 金

11 土

　　　（建国記念の日）
13：00　（日医）日医医療情報システム協

議会   
13：30　日本プライマリ・ケア学会九州

支部総会

12 日

８：00　日本プライマリ・ケア学会九州
支部総会

９：30　（日医）日医医療情報システム協
議会

13 月

国
　
保

　
審

　
査

社
　
保

　
審

　
査

２　　　　　　月

平成28年12月27日



日 州 医 事 平成29年１月第809号 83

医 学 会 ・ 講 演 会

日本医師会生涯教育講座認定学会

単位 ：日本医師会生涯教育制度認定単位数，ＣＣ ：カリキュラムコード (当日，参加証を交付 )

がん検診 ：各種がん検診登録・指定・更新による研修会 ( 胃 ・ 大腸 ・ 肺 ・ 乳 )

アンダーラインの部分は，変更になったところです。

名称 ・日時 ・場所 演   　　　               題
CC

(単位）
がん検診

主催 ・共催 ・後援
※ ＝ 連 絡 先

第28回宮崎県糖尿

病教育セミナー

１月８日㈰

9：55 ～16：45

小林市文化会館

参加費：3,000円

妊娠糖尿病

　　県立宮崎病院内科医長              　 東　真弓

76

（1.0）

◇主催 

宮崎県糖尿病懇話会

◇共催 

※ノボﾉルディスクファーマ㈱

☎0985-20-1891

◇後援 

宮崎県医師会

宮崎県糖尿病対策推進会議

糖尿病診療のピットフォールあれこれ 

　　宮永病院内科医長　　　　　　　　　　 西　勇一

76

（1.0）

低ＧＩ－ゆっくり上げよう血糖値

　　池井病院栄養管理室長　　　　　　　 境田　美鈴

76

（0.5）

チームで関わる予防的フットケア

　　平和台病院教育師長　　　　　 　　　原田　和子

76

（0.5）

チームで関わる透析予防

－集団指導と個人指導を駆使して－

　　平和台病院内科　　　　　　　　　　 天野　一志

76

（0.5）

糖尿病網膜症：最近の検査法と治療法

　　小林中央眼科院長　　　　　　　　 　益山　芳正

76

（0.5）

慢性疾患増悪を防止するための歯科からの取り組み

　　永井歯科医院理事長　　　　　　　 　永井　省二

76

（0.5）
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名称 ・日時 ・場所 演   　　　               題
CC

(単位）
がん検診

主催 ・共催 ・後援
※ ＝ 連 絡 先

平成28年度宮崎県

医師会緩和ケア

チーム研修会

１月９日㈪

９：00 ～17：00

県医師会館

参加費：2,000円

人生の最終段階における医療の決定プロセスに関する

ガイドラインの解説

　　宮崎大学医学部附属病院臨床倫理部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　板井　孝壱郎

６
（0.5）

７
（0.5）

９
（0.5）

◇主催

※宮崎県医師会

☎0985-22-5118

アドバンス・ケア・プランニングとは

　　国家公務員共済組合連合会

　　浜の町病院緩和医療内科　　　　　　永山　　淳

２
（0.5）

ロールプレイ：もしも，のときについて話し合いを始

める

　　国家公務員共済組合連合会

　　浜の町病院緩和医療内科　　　　　　永山　　淳

４
（0.5）

５
（0.5）

80
（0.5）

81
（0.5）

宮崎市「わたしの想いをつなぐノート」紹介

　　宮崎大学医学部附属病院臨床倫理部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　板井　孝壱郎

81
（0.5）

臨床倫理の基礎

　　宮崎大学医学部附属病院臨床倫理部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　板井　孝壱郎

15
（0.5）

グループワーク ：事例検討

　　宮崎大学医学部附属病院臨床倫理部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　板井　孝壱郎

10
（0.5）

12
（0.5）

13
（0.5）

68
（0.5）

70
（0.5）
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名称 ・日時 ・場所 演   　　　               題
CC

(単位）
がん検診

主催 ・共催 ・後援
※ ＝ 連 絡 先

宮崎県医師会産業

医研修会

１月12日㈭

19：00 ～21：00

都城市北諸県郡

医師会館

この一年間にみられた産業保健の動向

－厚労省・報道発表資料と通達から－

　　産業保健相談員

　　西部労働衛生コンサルタント事務所代表　

矢崎　武

生涯研修の更新研修会 ：２単位

３

（0.5）

７

（0.5）

８

（0.5）

９

（0.5）

◇主催 

※宮崎産業保健総合支援センター

☎0985-62-2511

◇共催

宮崎県医師会

第１回宮崎ロコモ

研修会

１月12日㈭

19：00 ～20：00

県医師会館

長寿社会，いつまでも歩き続けるためのロコモ対策

　　東京大学名誉教授　   　　　　　　 中村　耕三

62

（1.0）

◇主催 

宮崎県医師会 

◇共催 

宮崎大学医学部整形外科

（連絡先）

宮崎大学医学部整形外科学教室

☎0985-85-0986

宮崎市郡医師会新

年例会並びにしの

のめ医学会特別講

演会

１月13日㈮

19：00 ～19：30

宮崎観光ホテル

胎児の不思議

　　宮崎大学理事

　　宮崎大学医学部附属病院長

　　宮崎大学医学部発達泌尿生殖医学講座教授

　鮫島　浩

０

（0.5）

◇主催

※宮崎市郡医師会

☎0985-53-3434

宮崎県医師会産業

医研修会

１月14日㈯

14：30 ～18：30

県医師会館

化学物質の毒性について 

　　宮崎大学医学部社会医学講座

　　公衆衛生学分野教授　　　　　　　　黒田　嘉紀

基礎研修の後期研修会 ：２単位

生涯研修の専門研修会 ：２単位

７

（0.5）

９

（0.5）

11

（0.5）

12

（0.5）

◇主催 

※宮崎県医師会

☎0985-22-5118
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名称 ・日時 ・場所 演   　　　               題
CC

(単位）
がん検診

主催 ・共催 ・後援
※ ＝ 連 絡 先

宮崎県医師会産業

医研修会

１月14日㈯

14：30 ～18：30

県医師会館

産業医活動の実際 

　　化成株式会社統括産業医　　　　　　小山　一郎

基礎研修の後期研修会 ：２単位

生涯研修の専門研修会 ：２単位

１

（0.5）

４

（0.5）

６

（0.5）

10

（0.5）

◇主催 

※宮崎県医師会

☎0985-22-5118

第11回九州ＥＢＭ　

workshop in 宮崎 

（２日間）

１月14日㈯

13：30 ～19：00

１月15日㈰

９：00 ～12：00

コテージヒムカ

ワークショップ

（１日目） 

　　東京北医療センター総合診療科　　　南郷　栄秀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

９

（2.5）

15

（3.0）

◇主催 

※宮崎大学医学部地域医療・総合診療医学講座

☎0985-85-9809

◇後援

宮崎県医師会

宮崎県薬剤師会

ワークショップ

（２日目）

　　東京北医療センター総合診療科　　　南郷　栄秀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

９

（1.5）

15

（1.5）

第111回宮崎市郡

医師会病院心臓病

研究会

１月16日㈪

18：50 ～20：30

宮崎観光ホテル

冠動脈疾患の二次予防としての脂質異常症管理の実際

について

　　宮崎市郡医師会病院循環器内科医長　松浦　広英

75

（0.5）

◇主催 

宮崎市郡医師会病院心臓病研究会

◇共催

アステラス製薬㈱

（連絡先）

宮崎市郡医師会病院

☎0985-24-9119

重症冠攣縮性狭心症とvasospastic Heart Failure 

　　杏林大学医学部第二内科学教授　　　吉野　秀朗

９

（0.5）

15

（0.5）
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名称 ・日時 ・場所 演   　　　               題
CC

(単位）
がん検診

主催 ・共催 ・後援
※ ＝ 連 絡 先

西都市西児湯医師

会学術講演会

１月16日㈪

19：00 ～21：00

ウエディングパレ

ス敷島

参加費：500円

在宅緩和ケアにおける痛みへの対応

　　いしかわ内科院長　　　　　　　　　石川　智信

13

（1.0）

◇主催 

※西都市西児湯医師会

☎0983-43-1687

◇共催

西都市西児湯内科医会

西都市北地区地域包括支援センター

西都市南地区地域包括支援センター

宮崎県内科医会学

術講演会

１月19日㈭

18：45 ～20：30

宮崎観光ホテル

糖尿病性腎症の診断と治療－現在と未来－

　　岡山大学病院新医療研究開発センター教授　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四方　賢一

76

（1.0）

◇主催 

宮崎県内科医会

◇共催

※小野薬品工業㈱

☎0985-61-8123

第58回宮崎県耳鼻

咽喉科懇話会臨床

セミナー

１月19日㈭

18：45 ～21：00

宮崎観光ホテル

参加費：1,000円

鼓膜再生療法の保険医療と国際展開への戦略

　　北野病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科主任部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金丸　眞一

２

（0.5）

38

（0.5）

◇主催 

日本耳鼻咽喉科学会宮崎県地方部会

◇共催

※杏林製薬㈱

☎0985-27-3301

◇後援

宮崎県耳鼻咽喉科医会

アレルギー性鼻炎のフェノタイプ 

　　福井大学学術研究院医学系部門感覚運動医学講座　　

　　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学准教授　山田　武千代

１

（0.5）

39

（0.5）

西臼杵郡医師会学

術講演会

１月19日㈭

19：00 ～20：10

ホテル高千穂

心房細動の最新治療

－エドキサバンの有用性とアブレーションの進歩－ 

　　福岡山王病院ハートリズムセンター長

　　国際医療福祉大学教授　　　　　　熊谷　浩一郎

42

（0.5）

43

（0.5）

◇主催 

※西臼杵郡医師会 

☎0982-73-2010

◇共催

延岡市西臼杵郡薬剤師会

第一三共㈱
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名称 ・日時 ・場所 演   　　　               題
CC

(単位）
がん検診

主催 ・共催 ・後援
※ ＝ 連 絡 先

平成28年度特定健

康診査等従事者研

修会（ＴＶ会議）

１月19日㈭

19：00 ～20：30

県医師会館（ＴＶ会

議 場： 都 城・ 延

岡・日向・児湯・

西都・南那珂・西

諸・西臼杵（高千穂

国保病院））

特定健診からの効果的な糖尿病診療

　　宮崎大学医学部内科学講座

　　神経呼吸内分泌代謝学分野助教　　　上野　浩晶

12

（0.5）

76

（0.5）

82

（0.5）

◇主催 

※宮崎県医師会

☎0985-22-5118

日本泌尿器科学会

第88回宮崎地方会

１月21日㈯

13：30～18：00

ホテルJALシティ

宮崎

参加費：3,000円

会員発表：宮崎大学医学部泌尿器科教室における2016

年の臨床統計

　　宮崎大学医学部泌尿器科医員　　　　三宅　那央

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

64

（1.0）

65

（1.5）

66

（1.0）

67

（1.0）

◇主催

宮崎県泌尿器科医会

◇共催

日本新薬㈱

（連絡先）

宮崎大学医学部泌尿器科

0985-85-2968

第79回宮崎大学眼

科研究会

１月21日㈯

15：00 ～19：00

宮崎観光ホテル

参加費：2,000円

眼球突出のみかた

　　宮崎大学医学部感覚運動医学講座

　　眼科学分野准教授　　　　　　　　　中馬　秀樹

36

（1.0）

◇主催 

※宮崎大学医学部眼科学教室

☎0985-85-2806

最近の網膜の話題から

　　宮崎大学医学部感覚運動医学講座

　　眼科学分野教授　　　　　　　　　　直井　信久

36

（1.0）
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名称 ・日時 ・場所 演   　　　               題
CC

(単位）
がん検診

主催 ・共催 ・後援
※ ＝ 連 絡 先

平成28年度宮崎県

感染症危機管理・

予防接種実務担当

者研修会（ＴＶ会議）

１月23日㈪

19：00 ～21：00

県医師会館（ＴＶ会

議場：都城・延

岡・日向・児湯・

南那珂・西諸・西

臼杵（高千穂国保

病院））

予防接種に関する最近の動向とトピックス（仮）

　　国立感染症研究所

　　感染症疫学センター第二室長　　　　砂川　富正

８

（1.0）

11

（0.5）

12

（0.5）

◇主催 

宮崎県医師会

（連絡先）

宮崎県庁健康増進課感染症対策室

☎0985-44-2620

都城市北諸県郡医

師会産婦人科医

会・東洋医会学術

講演会

１月24日㈫

19：00 ～20：30

ホテル中山荘

大腸癌化学療法患者の食欲不振・全身倦怠感に漢方が

有効であった一例

　　三州病院副院長緩和ケア病棟医長　　横山　晶子

51

(0.5)

◇主催

都城市北諸県郡医師会東洋医会

◇共催

都城市北諸県郡医師会産婦人科医会 

宮崎県医師会東洋医会

㈱ツムラ

（連絡先）

都城市北諸県郡医師会

☎0986-22-0711がんと治療と漢方－化学療法を続けるために－ 

　　宮崎市郡医師会病院緩和病棟医長　　永井　公洋

81

(0.5)

83

(0.5)

宮崎木曜会学術講

演会

１月26日㈭

19：00 ～20：00

ＭＲＴ-ｍｉｃｃ

胆道結石に対する内視鏡治療（仮）

　　宮崎大学医学部医学科消化器内科学講座教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河上　洋

54

（1.0）

◇主催 

宮崎木曜会 

◇共催 

※大日本住友製薬㈱

☎0985-29-5855
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名称 ・日時 ・場所 演   　　　               題
CC

(単位）
がん検診

主催 ・共催 ・後援
※ ＝ 連 絡 先

宮崎疼痛診療セミ

ナー

１月27日㈮

19：00 ～20：10

潤和会記念病院

日常診療での鎮痛薬の使い分け

　　潤和会記念病院ペインクリニック科部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立山　真吾

60

（0.5）

62

（0.5）

◇主催 

宮崎県内科医会

◇共催 

※エーザイ㈱

☎0985-26-2676

ファイザー㈱

延岡医学会学術講

演会

１月27日㈮

19：00 ～20：30

ホテルメリージュ

延岡

アルツハイマー型認知症の診断と治療

－ガランタミンの有効性と安全性を含めて－

　　昭和大学医学部内科学講座神経内科学部門教授　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野　賢二郎

12

(0.5)

15

(0.5)

29

(0.5)

◇主催 

延岡医学会

◇共催

武田薬品工業㈱

ヤンセンファーマ㈱

◇後援 

延岡内科医会

（連絡先）

延岡市医師会

☎0982-21-1300

都城北諸県郡医師

会学校医部会講

演会

１月27日㈮

19：00 ～20：30

都城市北諸県郡

医師会館

子どものがん

　　宮崎大学医学部生殖発達医学講座

　　小児科学分野准教授　　　　　　　　　盛武　浩

９

(0.5)

73

(0.5)

81

(0.5)

◇主催

都城市北諸県郡医師会学校医部会

◇後援

都城市教育委員会

（連絡先）

都城市北諸県郡医師会

☎0986-22-0711

平成28年度自賠責

保険研修会

１月28日㈯

14：30 ～17：30

シーガイアコンベ

ンションセンター

自賠責保険（共済）損害調査のしくみ 

　　損害保険料率算出機構

　　宮崎自賠責損害調査事務所長　　　　大坪　秀憲

６

（0.5）

◇主催 

宮崎県医師会

◇共済

宮崎県損害保険医療協議会 

※宮崎県医師会労災部会

☎0985-22-5118
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名称 ・日時 ・場所 演   　　　               題
CC

(単位）
がん検診

主催 ・共催 ・後援
※ ＝ 連 絡 先

平成28年度自賠責

保険研修会

１月28日㈯

14：30 ～17：30

シーガイアコンベ

ンションセンター

外傷性頸部症候群の診断と治療 

　　宮崎大学医学部感覚運動医学講座

　　整形外科学分野助教　　　　　　　　濱中　秀昭

57

（0.5）

63

（0.5）

◇主催 

宮崎県医師会

◇共済

宮崎県損害保険医療協議会 

※宮崎県医師会労災部会

☎0985-22-5118

自賠責保険の医療費請求について

　　損害保険料率算出機構

　　宮崎自賠責損害調査事務所長　　　　大坪　秀憲

６

（0.5）

高次脳機能障がい

講演会（ＴＶ会議）

１月30日㈪

19：00 ～21：00

県医師会館（ＴＶ会

議場：都城・延

岡・日向・児湯・

西都・南那珂・西

諸・西臼杵（高千

穂国保病院））

高次脳機能障がい者の自動車運転再開の現状と今後に

ついて

　　産業医科大学若松病院

　　リハビリテーション科診療教授　　　岡崎　哲也

９

（0.5）

29

（0.5）

32

（0.5）

78

（0.5）

◇主催

※宮崎県医師会

☎0985-22-5118

第54回ひむか運動

器セミナー

１月31日㈫

19：00 ～20：15

宮崎観光ホテル

参加費：500円

膝関節疾患・外傷の病態・診断・治療

－変形性膝関節症を中心に－ 

　　帝京大学医学部整形外科学講座教授　　中川　匠

57

（0.5）

61

（0.5）

◇主催

ひむか運動器セミナー 

◇共催 

※大正富山医薬品㈱

☎092-451-7884

帝人ファーマ㈱

第26回宮崎臨床免

疫研究会

２月３日㈮

19：00 ～20：30

宮崎観光ホテル

参加費：1,000円

原発性免疫不全症の診断と治療法の現状と今後の展望 

　　国立成育医療研究センター研究所

　　成育遺伝研究部長　　　　　　　　小野寺　雅史

24

（0.5）

73

（0.5）

◇主催 

宮崎臨床免疫研究会

◇共催

宮崎県内科医会

※旭化成ファーマ㈱

☎0985-28-2736



平成29年１月 第809号日 州 医 事92

名称 ・日時 ・場所 演   　　　               題
CC

(単位）
がん検診

主催 ・共催 ・後援
※ ＝ 連 絡 先

第２回宮崎ロコモ

研修会

２月10日㈮

19：00 ～20：00

日向保健所

長寿社会，いつまでも歩き続けるためのロコモ対策 

　　あたご整形外科理事長　　　　　　　佐藤　信博

12

（1.0）

◇主催 

宮崎県医師会

◇共催

宮崎大学医学部整形外科

（連絡先）

宮崎大学医学部整形外科学教室

☎0985-85-0986

宮崎県医師会産業

医研修会

２月10日㈮

19：00 ～21：00

県医師会館

メンタルヘルス不全－病気療養期間に行うこと（Ⅱ）－ 

　　産業保健相談員・西都病院　　　　　植田　勇人

生涯研修の専門研修会 ：２単位

１

（0.5）

５

（0.5）

11

（0.5）

70

（0.5）

◇主催 

※宮崎産業保健総合支援センター

☎0985-62-2511

◇共催 

宮崎県医師会

平成28年度うつ病

等医療連携システ

ム推進事業研修会

２月21日㈫

19：00 ～20：30

宮崎市保健所

最新!!うつ病の知識

－見逃したくない兆候・身体症状・対応のポイント

　　久留米大学医学部長神経精神医学講座医学部長　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内村　直尚

70

（1.0）

◇主催

※宮崎市健康支援課

☎0985-29-5286

第３回宮崎ロコモ

研修会

３月２日㈭

19：00 ～20：00

小林保健所

歩ける喜びロコモ予防

－ロコモ予防で心もからだも健康長寿－

　　宮崎大学医学部整形外科教授　　　　帖佐　悦男

13

（1.0）

◇主催 

宮崎県医師会

◇共催

宮崎大学医学部整形外科

（連絡先）

宮崎大学医学部整形外科学教室

☎0985-85-0986



日 州 医 事 平成29年１月第809号 93

名称 ・日時 ・場所 演   　　　               題
CC

(単位）
がん検診

主催 ・共催 ・後援
※ ＝ 連 絡 先

第55回ひむか運動

器セミナー

３月４日㈯

16：30 ～18：30

宮崎観光ホテル

参加費：500円

慢性腰痛症に対する当院の取り組み

　　琉球大学医学部附属病院

　　整形外科助教　　　　　　　　　　　六角　高祥

60

（0.5）

63

（0.5）

◇主催

ひむか運動器セミナー

◇共催

※日本イーライリリー㈱

☎092-724-0450

塩野義製薬㈱

運動器疼痛におけるデュロキセチン塩酸塩の立ち位置

を考える

　　広島赤十字・原爆病院第二整形外科副部長　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栁澤　義和

61

（0.5）

73

（0.5）

延岡医学会学術講

演会（宮崎県北地

区消化器内視鏡懇

談会）３月14日㈫

18：50 ～20：00

ホテルメリージュ

延岡

大腸腫瘍性病変に対する内視鏡診断

－診断の基礎と応用－

　　札幌医科大学消化器内科学講座

　　消化器内視鏡センター准教授　　　　山野　泰穂

１

（0.5）

15

（0.5）

大腸

◇主催 

延岡医学会

◇共催 

宮崎県北地区消化器内視鏡懇談会 

画像診断研究会 

ＥＡファーマ㈱

エーザイ㈱ 

◇後援

延岡内科医会

（連絡先）

延岡市医師会

☎0982-21-1300

第56回宮崎県ス

ポーツ学会

３月25日㈯

15：00 ～19：00

宮日会館

参加費：1,000円

アンチ・ドーピングの最新情報

　　早稲田大学スポーツ科学学術院教授　赤間　高雄

７

（1.0）

◇主催 

宮崎県スポーツ学会

◇共催 

久光製薬㈱ 

◇後援 

宮崎県医師会

（連絡先）

宮崎大学医学部整形外科学教室

☎0985-85-0986
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診療メモ

ＤＰＡＴ（Disaster Psychiatric Assistance Team

災害派遣精神医療チーム）について

県立宮崎病院精神医療センター　河
かわ

　野
の

　次
じ

　郎
ろう

はじめに
　最初に，平成28年４月14日に発生した一連の

熊本地震で被災された皆様方に，心からお見舞

い申し上げます。地震発生から半年が過ぎた現

在も，家庭や仕事において，生活に大きな影響

が続いている方々も多いことと存じます。一日

も早い回復・復興を願っております。

ＤＰＡＴとは
　さて，ＤＰＡＴとは，自然災害や航空機・列

車事故，犯罪事件などの大規模災害等の後，被

災地域に入り，精神科医療および精神保健活動

の支援を行う専門的チームとして，平成25年度

に厚生労働省が活動要領を定め，各都道府県等

で体制を整備し始めたものです。

　皆様は，災害時に活動を行うＤＭＡＴ （Disaster

Medical Assistance Team 災害派遣医療チーム）

については，既にご存じでしょう。ＤＭＡＴは

平成７年の阪神・淡路大震災を教訓に，平成

17年に発足しました。ＤＭＡＴの活動はＥＭＩＳ 

(Emergency Medical Information System 広域

災害救急医療情報システム）により共有される

ようになっています。宮崎県では福祉保健部医

療薬務課が管轄しています。

　一方，ＤＰＡＴは，平成23年に発生した東日

本大震災における「こころのケアチーム」活動の

課題を整理する形で生まれました。特に，発災

後急性期における精神保健医療の支援の必要性

が挙げられました。具体的には，被災して孤立

した精神科病院への支援が遅れたこと，災害ス

トレスによる精神的問題を抱えた被災者への対

応の困難，精神保健医療のニーズの把握・評価

の不足，などでした。また，その中で，他地域

から被災地に入る医療資源を適切に配置するた

めの指揮命令系統の必要性，情報や通信が混乱

することから資機材の確保や災害支援の人材養

成等の事前準備の必要性も課題としてあげられ

ました。そこで，ＤＭＡＴを参考に，精神保健

医療分野に特化して整備されてきたのがＤＰＡＴ

です。ＥＭＩＳにない精神科領域の情報収集と

共有を目的としてＤＭＨＩＳＳ(Disaster Mental 

Health Information Support System 災害精神

保健医療情報支援システム）が運用されていま

す。宮崎県では福祉保健部障がい福祉課が管轄

しています。

　図１はＤＰＡＴのロゴマークです。

　図２に災害発生からの時間経過とＤＰＡＴの連

携体制を示しています。

主な活動
●地域精神科医療機関の機能の補完

●避難所，在宅の精神疾患を持つ被災者への精

神科医療の提供（例えば，認知症を持つ避難

者のＢＰＳＤへの医療対応）

図１　ＤＰＡＴロゴ

図２　ＤＰＡＴのフェイズごとの連携体制（平成27年度
ＤＰＡＴ研修資料より　ＤＰＡＴ事務局作成）

「ＤＰＡＴ事務局:http://www.dpat.jp/」
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●災害のストレスによって新たに生じた精神的

問題を抱える一般住民への対応（例えば，急

性ストレス反応への精神科救急対応）

●支援者への支援（例えば，自治体職員の過労

による自殺の予防など）

活動事例
①平成26年８月豪雨⇒全国初のＤＰＡＴ派遣

広島市から広島県へＤＰＡＴ派遣要請し，広島

県・市ＤＰＡＴが避難所を巡回し，診察・相

談を実施。

②御嶽山噴火（平成26年９月）

長野県が県立木曽病院にＤＰＡＴを派遣。登

山者，遺族等の診察・相談を実施。

③関東・東北豪雨による災害（平成27年９月）

茨城県精神医療チームが， ＪＭＡＴ（Japan 

Medical Association Team 日本医師会災害

医療チーム）・日本赤十字等と連携して活動。

ＤＰＡＴ事務局も本部支援のため事務局員を

派遣。

④熊本地震（平成28年４月）

熊本県から全国にＤＰＡＴ派遣要請。地震災

害での初めてのＤＰＡＴ活動。宮崎県ＤＰＡＴ

の初めての活動。発災翌日の４月15日から

活動開始。全国から延べ約1,000チームが支

援に入り， 10月28日に活動終結した。

熊本地震における宮崎県ＤＰＡＴの活動
　熊本地震では発災した翌日の４月15日未明に

は，精神科病院が倒壊の恐れにより全入院患者

の避難が必要との情報が入り，ＤＰＡＴの活動が

開始されました。最初に派遣されたチームは，

突然の初めての出動であったため，十分な装備

を準備する余裕もなく，慌ただしく出発し，

現地で本震を迎えました。以下に宮崎県チーム

の概要を記します。７月１日以降は，地元の

ＤＰＡＴチーム（２ヵ月間で急遽研修会を重ね，

組織された）に引き継ぎました。

派遣期間　平成28年４月15日～６月30日

（延べ72日間）

ＤＰＡＴ構成員　精神科医師，看護師，精神保健

福祉士，心理士，作業療法士，

保健師等 :１班４名前後で構成

派遣班数　16班（実人数66名，延べ人員298名）

おわりに
　熊本地震は，誕生したばかりのＤＰＡＴが全国

規模で実際に機能するかどうかが初めて試され

た災害でした。私たちが，発災の翌朝に，とり

あえず支援に出発することが出来たのは，県立

宮崎病院の院長をはじめとしたスタッフや宮崎

県福祉保健部障がい福祉課の皆様の多大なご理

解とご支援のおかげでした。この場を借りて心

からお礼申し上げます。

　被災地に集まる多種多様な支援組織のなか

に，精神科医療保健福祉・心のケアを専門とす

るＤＰＡＴができて，活動し始めたことをご紹

介いたしました。

　（平成28年熊本地震における宮崎県ＤＰＡＴ活動報告会資料より

　宮崎県福祉保健部障がい福祉課作成　平成28年10月５日）

活動期間 所属機関 活動地域 主な活動内容

４/15～４/17 県立宮崎病院　先遣隊 熊本市　益城町 転院支援

４/18～４/25 古賀総合病院　先遣隊 熊本市　阿蘇市
転院支援
避難所支援

４/25～４/28 県（精神保健福祉センター等）

阿蘇市
避難所支援
訪問

４/29～５/２ 宮崎大学

５/３～５/６ 宮崎大学，古賀総合病院

５/７～５/10 県立宮崎病院

５/16～５/19 野崎病院

益城町
避難所支援
訪問
支援者支援

５/20～５/23 古賀総合病院

５/24～５/27 内村病院

５/28～５/31 髙宮病院

６/１～６/５ 県立宮崎病院

西原村

避難所支援
訪問
支援者支援
予防啓発

６/６～６/10 宮崎大学

６/11～６/15 藤元病院

６/16～６/20 髙宮病院

６/21～６/25 髙宮病院

６/26～６/30 宮崎大学，谷口病院
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〔宮崎大学学園祭〕第12回清花祭～清花爛漫～

宮大医学部学生のページ

　平成28年11月19日,20日に開催されました第12回清花祭の模様を，清武キャンパス実行委員長と医

学展実行委員長より報告させていただきます。

○第12回清花祭清武キャンパス実行委員長　井手　雄太郎

 宮崎医科大学と宮崎大学の統合に伴い，平成17年に「清花祭」として生まれ変わった大学祭を今年度

も無事に開催できましたのも，厚い御支援と御協力を賜りました皆様のおかげです。心よりお礼申し

上げます。

　今回のテーマは「清花爛漫」となっており，このテーマには両キャンパスの学生が協力して華やかに

この清花祭を盛り上げていこうという意味が込められています。１日目は残念ながら天候に恵まれ

ず，雨の中の開催となりました。２日目は曇りではありましたが，足場の悪い中，多くの方にご来場

いただきました。中庭での模擬店や屋外イベントの開催は今年で２年目となりましたが，その風景も

すっかり定着してきたように感じます。

　イベントでは，迫力あるすずかけ太鼓によるステージや軽音楽部によるライブ，管打楽器部や室内

楽部の心休まる演奏などが行われました。また，地域の子供たちを対象とした運動会やお化け屋敷も

たくさんの方に参加していただくことができました。

　医学科４年生と看護科２年生で組織された幹部として活動させていただきましたが，清花祭直前だ

けに限らず，１年を通して様々な場面で助けてくれた幹部の仲間たちはかけがえのない存在です。大

学祭の成功に向かってチームとして活動したこの経験を，将来医療人となったときに活かしていきた

いと考えています。来年からはカリキュラム変更により大学祭の運営も変革の年を迎えますが，来年

以降も変わらず清花祭が運営されていくことを願っています。最後になりましたが，今年度の清花祭

に関わっていただいたすべての方々に感謝申し上げます。
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○医学展実行委員長　金谷　拓司

　医学展では今年も多くの企画が発足し，医

学に関する展示物や体験コーナー，スタンプラ

リーなどお子様からご年配の方まで皆様が楽し

んでいただけるような医学展を開催することが

出来ました。今年は，11月19日，20日の２日間で

来場者数がのべ1,000人を超え，多くの方から医

学展を楽しむことが出来たと聞き，我々医学生

一同心より嬉しく思っております。一般の方々

が普段なかなか接する機会の少ない医学を，医学展と私たち医学生を通じて少しでも身近に感じてい

ただけたのではないかと思います。

　また，我々医学生も，日頃からお世話になっている清武町をはじめとする一般の方々とより一層の

交流を深めることができ，皆様のおかげで学生生活を営むことが出来ているのだと改めて実感し，感

謝の気持ちでいっぱいです。

　来年は新しい学生が医学展の運営に携わりますが，皆様には来年もぜひ会場に足を運んでいただけ

ればと思います。

　最後に，今年の医学展を開催するにあたり，非常に多くの方々に御協力を賜りましたことを，紙面

上ではございますが，この場をお借りして厚く御礼申し上げます。今後も医学展をよろしくお願いい

たします。
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お知らせ

　県医師会から各郡市医師会へ送付しました文書についてご案内します。詳細につきまして

は，会員専用ページをご覧いただくか，所属郡市医師会へお問い合わせください。会員専用

ページを見るためにはユーザ名，パスワードが必要ですので，県医師会にお問い合わせくだ

さい。また，ＭＭＡ通信（県医師会から会員への情報提供メーリングリスト）でも本文書につ

いて随時お知らせしていますので，まだご登録されていない会員はぜひご登録をお願いしま

す。県医師会学術広報課（ＴＥＬ　0985-22-5118）までご連絡ください。

送付日 文　　　　　書　　　　　名

11月１日 ・「安定ヨウ素剤の配布・服用に当たって」の一部修正について

11月２日 ・平成28年の医師の届出及び調査の協力依頼について

11月７日 ・労働契約法の無期転換ルール等に関する周知について 

・ヴィキラックス配合錠及びレベトールカプセル200㎎の医薬品医療機器法上の効能・

効果等の変更に伴う留意事項の一部改正について 

・公知申請に係る事前評価が終了し，医薬品医療機器法に基づく承認事項の一部変更

承認がなされた医薬品の保険上の取扱いについて 

・「保険者番号等の設定について」の一部改正等について 

・ペムブロリズマブ（遺伝子組換え）製剤使用時の劇症１型糖尿病に関する周知について 

11月８日 ・麻薬譲受証に記載すべき譲受人氏名及び押印する麻薬専用印について

11月15日 ・がん検診実施機関等の登録に係る申請について 

・平成28年度病院前医療体制における指導等研修（初級）に係る受講者の再募集について 

・介護予防・日常生活支援総合事業の円滑な施行について 

・平成28年度乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）対策強化月間の実施について 

・冷凍メンチカツによる腸管出血性大腸菌食中毒（疑い）事案について 

・平成28年度「児童虐待防止推進月間」の実施について 

・精神科救急医療体制整備事業の実施について 

・「病原微生物検出情報」の送付について 

・感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第12条第１項及び第14条

第２項に基づく届出の基準等について 

・インフルエンザのウイルスサーベイランスに関する質疑応答（Ｑ＆Ａ）について 

・表示・通知義務対象物質の追加に係る周知について 

11月16日 ・国民健康保険被保険者証を無効とすることについて

11月18日 ・平成28年熊本地震に伴う診療報酬等の特例措置による対応状況の調査について

11月21日 ・中小企業向け個人情報保護法全国説明会の開催について

・医薬品副作用被害救済制度等の広報について

・「平成28年度診療報酬改定関連通知の一部訂正について」及び厚生労働省「疑義解釈資

料の送付について（その８）」の送付について
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送付日 文　　　　　書　　　　　名

11月25日 ・新型インフルエンザ等対策特別措置法の規定に基づく特定接種（医療分野）の登録に

ついて

・平成29年度「世界自閉症啓発デー」及び「発達障害啓発週間」に係る普及啓発の推進に

ついて

・今冬のインフルエンザ総合対策の推進について

・Escherichia albertiiに係る報告について

・特定接種の接種体制に関する覚書について

・「平成28年度介護報酬改定検証・研究調査への協力依頼について」の送付について

・社会福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備等及び経過措置に

関する政令（平成28年政令第349号）による組合等登記令の一部改正について

・健康日本21推進全国連絡協議会平成28年度第２回分科会の開催について

・胃内視鏡検診における自動洗浄消毒機について

・平成28年度院内感染対策講習会の受講申込結果について

・精神保健指定医の行政処分を踏まえた今後の対応について

・鹿児島県で採取された環境試料からの高病原性鳥インフルエンザウイルス（Ｈ５Ｎ６亜

型）の検出について

・肝炎治療特別促進事業におけるエレルサ錠及びグラジナ錠の取扱いについて

・医療事故情報収集等事業「医療安全情報№120」の提供について

・インフルエンザ様疾患罹患時の異常行動に係る全国的な動向に関する研究に対する

協力について

・医師法施行規則の一部を改正する省令について（医師届出票の一部改正）

11月26日 ・感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第12条第１項及び第14条

第２項に基づく届出の基準等について（一部改正）

11月30日 ・県民公開講座「知っちょる？宮崎には大学附属の動物病院があるっちゃが！」の開催

について

12月１日 ・厚生労働科学特別研究「医療従事者養成課程におけるＢ型肝炎に関する教育について

の研究」へのご協力のお願い

12月２日 ・今冬のインフルエンザ総合対策の推進について

・平成28年度在宅医療・介護連携推進事業プラン作成強化セミナーの資料掲載及び動

画配信について

・「平成27年国民健康・栄養調査結果の概要」の送付について

・感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則の一部を改正す

る省令の公布及び施行等について

・結核に関する特定感染症予防指針の一部改正等について

・国民健康保険被保険者証を無効とすることについて

・中小企業向け個人情報保護法全国説明会の開催について（再周知）

あなたできますか？ (解答 )

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

ｂ ａ ａ，ｅ ｅ ａ ｅ ｅ ｃ ｂ ｅ
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　先日，本に発生するといわれるチャタテムシを退

治するため，バルサンを買ってきました。その夜，

さっそく２階の書斎を閉め切り，水の中にバルサン

をセット。１分ほどで煙が出てくるとの事で，あわ

ててドアを閉め１階に下りた途端，｢火事です！火

事です！別の部屋で火事です！ ｣と家中に警報が鳴

り響きはじめました。子供は怖がり，むちうちで起

き上がれず２階で寝ていた妻もいつの間にか１階

に。すぐに窓を開け，火災報知器が家についている

なんて思ってもいなかったと言い訳をしましたが，

｢法律でどこの家にも付いているでしょ！」と，妻に

あきれられました。ちなみに今日もチャタテ君が元

気であることは言うまでもありません。　　（沖田）

✳　　　✳　　　✳

　ソアラ，スープラ，プレリュード。新薬の名前で

はありません，昔あこがれていた車です。大盛り，

おかわり，食べ放題。昔心ときめいていた言葉で

す。車も食も興味がないわけではありませんが，老

けたのか選ぶ基準が以前とは変わってきました。は

まゆう随筆や新春随想を読んで他の先生方のいろい

ろなものへの好奇心，枯れてない気持ちに触発され

ました。今年は気持ちを若くもって頑張りたいと思

います。　　　　　　　　　　　　　　　　（西田）

✳　　　✳　　　✳

　あけましておめでとうございます。本年はとり年

です。最近わが家の車に同じ鳥が糞をするようにな

りました。カーポートの後ろ側に防鳥ネットを張っ

たのですが，敵もさるもの，すぐに前側からやって

きて同じ場所に糞を落とすようになりました。有効

な対策が思い浮かばず，とり年に運（？）が落ちてく

るのは何かいいことがある予兆かもしれない，と自

分に言い聞かせて様子をみています。よい方法が

あったら教えて下さい。　　　　　　　　　（中村）

✳　　　✳　　　✳

　みなさんは大晦日とお正月はどちらが好きです

か？私は断然大晦日です。子供の頃は，遠足ではな

く前日のおやつの買い出し。運動会の前に買う運動

靴。大学生になったら，学園祭ではなく前夜祭。大

人になっても，旅行は目的地に行くまでが楽しく

て，山登りも頂上よりも登っている途中がいい。簡

単に表現すると，日曜日よりも土曜日が好きなタイ

プです。人生ずっとワクワクしていたいじゃないで

すか。お正月なのにもう大晦日気分です。　（野村）

✳　　　✳　　　✳

　４年生では１月中旬にＣＢＴという共用試験があ

りますが，12月になりいよいよという感じがしてい

ます。問題集で勉強していると，今までの勉強の中

で抜けている知識がどんどん出てきて，もう少し勉

強しておけばよかったと後悔しつつ頑張っていま

す。もうすぐクリスマス，お正月とイベントが続き

ますが，今年は受験期のような年越しをする予定で

す。これが届く頃には年が明けていると思います

が，皆さまよいお年をお迎えください。　　（馬場）

✳　　　✳　　　✳

　宮崎県医師会のウェブサイト（ホームページ）をリ

ニューアルしました。新しいサイトでは必要な情報

に素早くアクセスできるよう，主要なコンテンツの

アイコンを県民向けはグリーン，医師向けはブルー

で色分けしています。今回はスマートフォンでの表

示にも対応しています。また，トップページには日

州医事の表紙の画像を表示しています。ぜひ，パソ

コン・スマートフォンから新しい県医ウェブサイト

をご活用ください。http//www.miyazaki.med.or.jp/　

（荒木）

✳　　　✳　　　✳

　あけましておめでとうございます。謹んで新年

のお慶びを申し上げます。

　先日，宮崎の大学生を中心としたアカペラライ

ブイベントが宮崎市内で行われ，私の所属する宮

崎大学医学部のアカペラサークルがライブハウス

でデビューを果たしました。このサークルは４年

前に私と２つ上の先輩とで立ち上げたサークルで，

ライブの際には，メンバー集めに奔走し，楽譜の

おたまじゃくしとにらめっこし，練習時間や場所の確保のために他団体と交渉し，深夜まで大学の廊下で練

習した日々が思い出され，感無量でした。何度も「もうダメだ」と思うことがありましたが，みんなで知恵を

しぼって策を考え，何とかサークルを継続していく中で活路を見出してきた４年間でした。

　さて，広報委員会では昨年12月に「宮崎の医療を考える会」を催し，若手記者の方々と救急医療について意

見を交わしました。会の中では，各病院施設，救急に関連する各科の先生方が具体的な宮崎の救急医療の現

状をデータとして提示することで，救急科，小児科，産婦人科などの科におけるマンパワー不足が喫緊の課

題であることを参加者全員で共有できたように思います。救急医療の問題は，医療を提供する医療者のみな

らず，医療を受ける地域住民の問題でもあるため，県民総力戦で考えることで活路が見出せると思います。

今回の「宮崎の医療を考える会」がその契機となることに期待しつつ，私達学生も救急医療について将来直面

する問題として，目をそらさずに真摯に考えていく必要があると強く感じました。　　　　　　　　（押川）

✳　　　✳　　　✳　　　✳　　　✳
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編　集　宮崎県医師会広報委員会
委 員 長　沖田　和久 ・副委員長　西田　隆昭，岡本健太郎
委 員　中村　　豪，野村　勝政，押川　　隆，馬場　萌子
　　　　　　山﨑　俊輔，稲倉　琢也，上山　貴子，佐井　佳世，柴野　雅資
担当副会長　富田　雄二  ・担当理事　荒木　早苗，佐々木　究
事 務 局　学術広報課　立山　幸恵，牧野　　諭

印刷所　有限会社 ケイ・プロデュース ● 落丁 ・乱丁の際はお取り替えいたします。
定 価　350円（但し，県医師会員の購読料は会費に含めて徴収してあります）

今 月 の ト ピ ッ ク ス

　あけましておめでとうございます。日本医師会横倉義武会長をはじめ，宮崎県医師

会顧問，各郡市医師会長，各専門分科医会長より年頭所感を，河野宮崎県知事，池ノ

上宮崎大学長そして国会 ・県議会議員の先生方より年頭のご挨拶をいただきました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４ページ

新春随想　（その１）

　平成23年の東日本大震災を教訓に生まれた災害派遣精神医療チーム（ＤＰＡＴ）。全

国初のＤＰＡＴ派遣は平成26年８月の豪雨災害（広島県）であり，宮崎県ＤＰＡＴに関し

ては， 昨年４月の熊本地震から活動を開始されました。ＤＰＡＴおよびその活動に関

し，日本ＤＰＡＴ隊員である河野次郎先生に解説していただきました。　　　94ページ

診療メモ　ＤＰＡＴ（Disaster Psychiatric Assistance Team災害派遣精神医療チーム）について

　毎年恒例の新春随想を掲載します。今年もたくさんの作品をお寄せいただきありが

とうございました。１月号に18編，２月号に14編掲載予定です。趣味や思い出など先

生方の意外な一面を垣間見ることができます。お楽しみください。　　　　25ページ
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